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富山県下ではここ十数年,高速自動車道や国道バイパスの建設に伴

って,大規模かつ長期にわたる発掘調査が行われ,膨大な資料が蓄積

され,さ らに次なる調査への足掛かりとなってきました。

本書は, 日本道路公回の東海北陸自動車道の建設に伴い実施した福

光町梅原胡摩堂遺跡の発掘調査報告書の遺構編です。平成元年度に発

掘調査を開始し,平成 4年度には現地調査を終了しました。発掘調査

した遺跡は梅原胡摩堂遺跡の他 4遺跡あり,その総延長は約2.3kmに

なります。調査の結果,発見された遺構と遺物は膨大な量にのぼりま

す。そこで今回の報告書では,梅原胡摩堂遺跡の遺構を取り上げまし

た。梅原胡摩堂遺跡の遺物編と,その他の遺跡については後年度報告

することにしています。

この梅原胡摩堂遺跡は,発見された多数の掘立柱建物や溝等から,

中世,近世の大規模な集落遺跡であることがわかりました。特に12世

紀中頃から18世紀にいたるまでの北陸の一集落の構造の変遷を具体的

にたどることのできる貴重な資料といえます。この発掘調査の成果が,

中世考古学や民衆生活の解明にいささかなりとも貢献できればと念願

しています。

これまでの調査に当たっては,関係機関や団体,ま た諸氏の御指導,

御援助をいただき,厚 く感謝いたします。今後とも,一層の御指導と

御鞭撻をお願い申し上げ,発干Jの御挨拶といたします。

平成 6年 3月

財団法人富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査事務所

所 長 桃 野 真 晃
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にし となみ  ぶくみつ  うめはら      むねもり               うめはら ご ま どう

1 本書は富山県西幅波郡福光町梅原,同町宗守地内に所在する梅原胡摩堂遺跡の発掘調査報告書遺
うめはらか が ぼう      ひき と       うめはらやすまる      た じり

構編である。なお梅原胡摩堂遺跡遺物編 と梅原加賀坊遺跡,久戸遺跡,梅原安丸遺跡,田尻遺跡

の発掘調査報告書については平成 7年度刊行予定である。

委託者は日本道路公団新潟建設局である。

発掘調査主体は財団法人富山県文化振興財団である。

本遺跡の発掘調査期間と本書刊行までの整理期間は下記の通 りである。

調査期間   平成元 (1989)年 5月 29日 ～平成 4(1992)年 6月 2日

整理期間   平成 4(1992)年 4月 1日 ～平成 6(1993)年 3月 31日

本書の作成にあたっては,富山県教育委員会文化課,富山県埋蔵文化財センターの指導・助言を

受けながら,宮田進―,島 田美佐子,田 中道子,河西健二が分担した。執筆分担は各節末に記し

た。

報告書抄録については次頁に記載 している。なお市町村コー ドは自治省が定めたもので,16は富

山県,421は福光町を表している。遺跡コー ドは平成 4年度刊行富山県遺跡地図に基づ く遺跡番号

である。

発掘調査から本書の作成に至るまで,下記の方々から多大な御教示・御協力を得た。記して謝意

を表したい。 (敬称略,五十音llk)

秋田裕毅,足立順司,飯村 均,石上英一,伊藤隆三,岩田 隆,上田秀夫,宇野隆夫,梅原専

従,梅原隆章,大澤正己,大庭康時,大橋康二,大山喬平,小沢一弘,垣内光次郎,金子裕之,

狩野 睦,川上貞雄,金田章―,久保智康,斉木秀雄,佐伯哲也,佐伯安下,酒井重洋,坂井秀

弥,高屋順五,田鳴明人,田鳴正和,佃 幹雄,坪井清足,鶴巻康志,得地和彦,格崎彰―,西

井龍儀,長谷川益夫,服部敬史,林 浩明,藤澤良祐,藤澤典彦,藤田邦雄,前川 要,前田 廣 ,

間谷庄太郎,馬淵和雄,水野和雄,水野正好,南洋一郎,宮下幸夫,宮本長二郎,邑本順亮,森

沢佐歳,森本朝子,山本信夫,吉岡康暢,四柳嘉章,米原 寛,和鳴俊二,富山県教育委員会,

富山県埋蔵文化財センター,福野町教育委員会,福光町教育委員会,医王山文化調査委員会

H

2

3

4
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1 本書は本文,挿図,表 と図面,図版 とからなる。挿図には遺構の個別実測図,図

面には遺構全体図,図版には遺構全景のモザイク写真,遺構の個別写真を掲載す

る。

2 時期別に検出した主な遺構の内容については,章末に一覧に掲載している。

3 遺構番号は,調査時に調査地区別に付 した番号にある一定の数値を加算して遺構

番号 とした。番号は遺構の種類 と関係なく通し番号 とした。ただし,掘立柱建物,

概・塀・道路の遺構査号については,新たに番号を付 した。

4 遺構の種類は遺構番号の前に付 し,詳細については36頁 を参照されたい。

5 本文の記載については,遺構を時期別に分けた後,遺構番号の若いものから記載

を行っている。挿図,図版の記載順 もこれを援用する。

6 本書で示す方位はすべて真北である。

7 注は脚注とした。引用文献も注の中で扱い,章末に一括して掲載した。

8 遺構実測図は1/200の 遺跡全体分割図35葉,1/40,1/80,1/100の 個別図297葉があ

る。全体の分割図は北か ら 1頁におさまる範囲を35の ブロックに分けたものであ

る。

9 個別実測図には時期が明確な遺構に限って掲載し,切 り合う遺構は時期が異なっ

ても同一の挿図に作成している。

10 本文の記載,実測図の表現方法については,36頁 を参照されたい。



報 告 書 抄 録

ふ  り が  な うめはらごまどういせきはっ(つちょうさほうこ(tヽこうへ幼

書 名 梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告  (遺構編)

副  書  名 東海北陸自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘報告

巻 次 I

シ リ ー ズ 名 富山県文化振興財団埋蔵文化財発掘調査報告

シ リ ー ズ 番 号 第5集

編 著 者 名 宮田進一 島田美佐子 田中道子 河西健二

編 集 機 関 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

所   在   地 〒930 富山県富山市五福4384番1号 Tel o764 42 4229

発 行 年 月 日 西暦1994年 3月 31日

ふりがな

所収遺跡名

ふ りがな

所 在 地

コ  ー  ド 耳ヒ  糸革 東 経 調査期間 調査面積

m2

調査原因

市町村 遺跡番号

,めはらごまどう

梅原胡摩堂

にしとなみぐんふ(みつまち

西幅波郡福光町

,めはら・むねもり

梅原・宗守

16421 180 度

分

秒

盗
υ

　

つ
０
　

医
υ

曖

分

秒

３

　

４

　

０

19890529～

19891227

19900412´ ヤ

19901227

19910425～

19911220

19920420～

19920602

20,850

16,250

17,680

920

道路 (東

海北陸自

動車道 )

建設に伴

う事前調

査

所 収 遺 跡 名 れ三 丹U 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特記事項
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第 1章 調 査 経 緯
1 調査 に至 る経緯

A 調査の契機

滋賀県米原町と新潟県新潟市を結ぶ北陸自動車道が開通したのは,昭和63年 7月 のことである。 日

本道路公団による高速道路の建設は今 もなお全国各地で続いてお り,富山県内においても第二の高速

道路となる東海北陸自動車道の基本計画が昭和46年 に提示された。東海北陸自動車道 とは,愛知県一

宮市を起点とし,岐阜県を経て富山県ガヽ矢部市に至る総延長184kmの高速道路である。その後,こ の

うちの富山県内の福光・小矢部間の■.4kmに ついては,昭和53年二月に建設大臣から日本道路公団に

施工命令が出された。これに対し,路線周辺の周知の埋蔵文化包蔵地以外の埋蔵文化財包蔵地の取扱

いに対して,昭和57年■月に富山県教育委員会 と日本道路公団との間に協議がイ子われ,同年12月 には

計画路線内の分布調査を実施することとなった。

B分 布 調 査

調査期間は昭和57年12月 8日 から同年12月 14日 までの間,富山県教育委員会が主体 となり,富山県

埋蔵文化財センターが実施 した。調査対象地は砺波市・福光町間の計画路線内の幅150m,全長約■km
で,総面積は約165haと なった。調査の結果,計 19箇所の埋蔵文化財包蔵地が新たに発見された。これ

らの包蔵地は,Toukai Hokuriku JidouSyadouの 頭文字をとり,THJ-01～ THJ-19遺跡と仮

称された。特に福野町南部から福光町北部にかけて遺物の散布が濃密であり,中世の遺物が多く採集

されることから中世の大規模な集落遺跡の存在が推定された。

C試 掘 調 査

昭和58年 3月 には福光・小矢部間の路線が発表され,昭和63年には用地買収が終了,同年福野・福

光間に所在するTHJ-02～ THJ-19遺 跡の試掘調査が行われた。調査は富山県教育委員会が主体

となり,福光町管内を富山県埋蔵文化財センターが,福野町管内を富山県埋蔵文化財センターと福野

町教育委員会が実施 した。試掘対象面積は福光町が244,000m2,福野町が106,200m2でぁる。調査の結

果,福光町の7箇所の遺跡推定地のうちTHJ-13・ THJ-14か ら遺構が確認され,縄文時代・古代・

中世の遺物が出土した。小字名から梅原安丸遺跡・梅原加賀坊遺跡 。梅原胡摩堂遺跡と名付けられた。

福野町は11箇所の遺跡推定地のうちTHJ-12遺 跡で遺構が確認され,縄文時代・古代 。中世の遺物

が出土し,田尻遺跡と名付けられた。平成元年には砺波・小矢部間のTHJ-01・ THJ-02遺跡の

試掘調査が富山県埋蔵文化財センター・小矢部市教育委員会によって行われたが,遺繕は確認されな

かった。同年,福光町のTHJ-14遺跡内で家屋移転が難航 して試掘調査が不可能であった箇所を対

象として,富山県埋蔵文化財センターによって試掘調査が行われ,中 。近世の遺構・遺物を確認した。

一帯の字名をとり久戸遺跡と命名された。これらの調査から,東海北陸自動車道の建設に伴い,福野

町南部から福光町北部にかけて総面積101,070m2に 及ぶ五つの遺跡が確認されたのである。

D 本 調 査

試掘調査の結果をふまえ,昭和63年12月 より富山県教育委員会 と日本道路公国との間で 3回の協議

が行われた。この広範囲の遺跡群に対し対応策が検討された結果,平成元年 4月 に財団法人富山県文

化振興財団に埋蔵文化財課が新設されることとなり,富山県教育委員会の指導を受けて日本道路公団

と委託契約を締結 し,同年 5月 より調査を開始 した。以後,財団は約 3年間にわたり梅原胡摩堂遺跡・

梅原加賀坊遺跡 。梅原安丸遺跡・田尻遺跡・久戸遺跡の調査を行い,その総面積は88,650m2に 及ぶ。



2 調 査 経 過

A調 査 方 法

現況 梅原胡摩堂遺跡は,福光町の市街地からやや東側に離れた隆起性扇状地上に立地する。付近

は昭和初期に大規模な耕地整理事業が行われた地域で,整然と区画された水田が広がっている。所々

には農家が点在 し,有名な散居村の景観 となっている。調査地は路線敷内の調査であるため,幅約55

m,長さ約800mで南北に細長 くのびる。標高は南が81m,北で71mを測 り,北に向かって緩やかに傾

斜 している。調査地のほとんどが水田で,宅地 (鉄工所)が 1箇所 (約400m2)の み存在していた。ま

た,調査地内は県道 (金沢・井波線)1本,町道・農道が 7本,用水 1本が東西に横断しており,こ

れらが調査にあたっての地区を分ける境界にもなっている。調査地区は,北からA・ Al・ A2・ A

3N・ A3S・ Bl(平 成 2年度)・ Bl(平 成 3年度)・ B・ B2・ B3・ B4・ B3WoCN・ C

S,Cl・ C2・ C31こ分けている。

グリッドの設定 グリッドの基準には国家座標を用い,+61.200-23.500を XOYOと し,南北方向を

X軸,東西方向をY軸 とした。グリッドは 2m方 限とし,各グリッド名は右上のX軸 とY軸の座標 と

した。調査区はX軸でX5か らX505ま で,Y軸でY5か らY120ま での範囲に広がっている。

調査方法 調査は,表土 。耕作土・無遺物層の除去,包含層の発掘,遺構確認面の精査 。遺構の検

出,遺構の発掘,遺構の記録,写真,空中写真測量,補足作業の順で行った。

表土 。耕作土・無遺物層の除去 人力掘削による調査を開始する前の事前準備 として, 日本道路公

団がバック・ホーによる表土・耕作上の除去を行った。除去する際には,試掘の調査結果をふまえて

調査員が立ち会って基本層序を確認しながら行い,場所によっては無遺物層の除去も行った。

包含層の発掘 包含層はスコップ等を使って人力で掘削した。排土はベル トコンベアーを使用して

路線敷内の調査区外に集積 し,ダンプによる調査区外への排上の搬出は委託者が行った。

遺構確認面の精査 。検出 遺構確認面に達するとジョレンやねじり鎌で精査を行 う。検出した遺構

からスプレーペンキ等でマーキングを行い,遺構概略図を作成していく。検出した遺構には遺構番号

を付けるが,地区毎に遺構の種類に関係なく通し番号 とした。また,概略図には遺構上面の覆土色を

記入し,検討の材料 とした。

遺構の発掘 柱穴・井戸・小さい土坑は長軸に沿って半裁し,覆上の堆積状況を観察 した。一辺約

2m以 上の上坑は十字に,ま たはそれ以上にセクションベル トを残し,移植ごてで発掘した。溝は適

宜に間隔をあけて地クションベル トを残し,こ れを境にA～ C区などと分けて遺物を取 り上げた。井

戸の発掘は半裁して掘 り,人力での完掘は最少限として重機によって完掘した。

遺構の記録 各遺構の断面図は20分の 1で実測した。遺構によっては10分の 1の遺物出土状況図の

作成や,遺物の出土状況を端′点で計測した100分の 1の図面を作成した。

写真 各遺構の断面は35mmカ メラで,出土状況や個別の完掘写真 。ブロック写真はブローニー判

もあわせて撮影 した。調査区の全景写真は 4× 5イ ンチ判カメラで 2方向以上から撮影している。フ

イルムは,35mm・ ブロニー判はカラーと白黒, 4× 5イ ンチ判はカラースライドと白黒を使用した。

空中写真測量 遺構の平面図作成には空中写真測量を利用 し,面積によってクレーンとヘ リコプタ

ーを使用した。

補足作業 人力で完掘できなかった井戸をバ ノヽク・ホーで断ち割 り,下層の層位,最終レベルの確

認,湧水面の確認,遺物の採集を行った。また,空中写真測量のために残した畔などをはずし,遺構

の完掘を確認した。
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B 調査の経過

平成元年度 (1989年度)の調査

調査は日本道路公団との協議のうえ,県道・町道のボックス・橋梁工事にかかる3箇所 (A・ B。

C地区)と 梅原胡摩堂遺跡の南端にあたる県道金沢・井波線の南側全域 (Cl・ C2・ C3地区)を

対象に行った。調査体制は調査員 2名 1班 として,ボ ックス・橋梁工事にかかる4地区の調査を行い
,

終了した地区の班より漸次的にC地区の面調査に入っていった。調査期間は 5月 29日 ～12月 27日 まで

で,調査総面積は20,850m2で ぁる。

A地区 調査にあたり町道の迂回が困難であったため,町道の北側 と町道の南側を含む部分 (AN・

AS地区)に 分割 して調査 した。調査期間は 5月 29日 ～8月 10日 までの延べ44日 間,調査面積は2,350

m2でぁる。検出した遺構には中世前期の掘立柱建物・溝・土坑・柱穴,近世の井戸があり,建物のな

かには 9間 ×4間の大規模なものがある。

B地区 調査期間は 5月 29日 ～ 8月 10日 までの延べ49日 間,調査面積は2,300m2でぁる。検出した遺

構には,中・近世の掘立桂建物・溝・井戸・土坑・柱穴がある。土坑には頑戸の壺 と石製暖房具 とし

ゃもじが一括して出上したものがあり,下駄 。漆器など木製品の出土は他の地区に比べて多かった。

C地区 県道金沢・井波線の橋梁施工区北側をCN地区,南側をCS地区とした。

CN地区は,調査期間が 5月 29日 ～7月 19日 までの延べ27日 間,調査面積は1,000m2でぁる。遺構に

は,中・近世の掘立柱建物・井戸・土坑があり,特に素掘井戸は50基近 く検出された。

CS地区は,調査期間が 5月 29日 ～7月 21日 までの延べ29日 間,調査面積は1,000m2でぁる。遺構は

掘立柱建物・溝・井戸・土坑・柱穴・製鉄関連遺構がある。柱穴の中には直径約30cmの相穴をもつ柱

根が 2本検 LLさ れた。遺物では石臼が多数出上しているのが特徴的である。

C10C2・ C3地区 Cl,C2・ C3地区は,工事の関係上調査区内に工事用道路を設置しな

ければならない状況にあり, まず東側に工事用道路を仮設して西側半分の調査を実施 し,終了した後

道路を反転 して東側の調査を行った。

Cl地区は,調査期間は 8月 2日 ～12月 27日 までの延べ75日 間,調査面積は3,400m2で ぁる。遺構は

中 。近世の掘立柱建物・溝・井戸・土坑・柱穴がある。西側中央は溝が「コ」の字にめ ぐって方形に

区画されており,その溝からは柄穴をもつ建築材や木臼などが出上している。東側を調査中に降雪に

よって年内に終了することが困難であると見られたため,協議の上,東側北半1,400m2の調査を次年度

に送ることとなった。

C2地区は,調査期間が 8月 2日 ～12月 27日 までの延べ73日 間,調査面積は5,900m2で ぁる。調査区

の中央は農道敷設および工場建設に伴 う攪乱が著 しく,加えて調査区西側南半は回場整備による削平

を受けており遺構の遺存状況は極めて悪い。検出した遺構は,中 。近世の掘立柱建物・溝・井戸・土

坑・柱穴である。なかでも幅約約 4m,深 さ約 lmの 南北に走る堀状の区画溝は途中で途切れるもの

のC3地区へ と続いている。また,珠洲・越前・信楽の破片が一括出上した土坑や室町時代の和鏡が

出土した土坑がある。

C3地区は遺跡の南端にあたり,調査期間は 9月 18日 ～12月 21日 までの延べ50日 間,調査面積は4,900

m2でぁる。遺構には中 。近世の掘立柱建物・溝・井戸・土坑・柱穴があるが,他地区に比するとその

分布は散漫である。遺物には内面底部に「卍」の墨書がある中世土師器や香炉 として使用されたと考

えられる瓦質土器などがある。

また,A2地 区において,次年度の準備 として一部包含層掘 りを行っている。



平成 2年度 (1990年度)の調査

調査は,梅原胡摩堂遺跡 (Al・ A2・ A3N・ Bl・ ClE地 区)・ 久戸遺跡 。梅原加賀坊遺跡・

梅原安丸遺跡・田尻遺跡の計5遺跡を対象 とした。調査地区は,協議の上,ボ ックス・橋梁工事にかか

る箇所を優先した。期間は 4月 12日 ～12月 27日 まで,梅原胡摩堂遺跡の調査面積は16,250m2,他 の遺

跡もあわせての調査総面積は44,420m2で ぁる。

Al地区 当地区は平成元年度調査のA地区の南にあたる。調査面積が7,300m2に 及び,排上場所の

確保のため南北に分けて調査 した。調査期間は 6月 ■日～12月 27日 までの延べ100日 間である。遺構に

は奈良時代の上坑,中 。近世の掘立柱建物・川跡・溝・井戸・土坑・土羨墓・柱穴がある。中央には

幅 6m～ 10mの川跡が北西に向かって流れ,覆土からは13世紀を中心とする多量の土器・陶磁器が出

上した。川跡の北側にはA地区から続 く中世前期の掘立柱建物群があり,南側 も溝によって方形に区

画され,掘立柱建物 も多く検出されている。川跡が埋まった周囲にはまとまって17・ 18世紀の近世の遺

構が検出されており,遺構は13・ 14世紀のものと17・ 18世紀のものに明確に分けられる。

A2地区 Al地 区の南に隣接 しており,調査期間は4月 12日 ～8月 27日 までの延べ76日 間,調査面

積は4,550m2で ぁる。東側の北端から幅約 6m,長さ50mの範囲は,農耕作業用道路の確保のため,A

l地区の南半と合わせて調査 している。遺構は中・近世の掘立柱建物・溝・井戸・石組遺構・集石遺

構・土坑 。柱穴がある。調査区内を大きく走る「コ」字形を呈する幅約 4mの 溝は,一辺約100mを

測る。土坑には完形の中世土師器が大量に出上した方形の土坑や,底面と側面に整然と石が組まれた

土坑などがある。井戸は方形の木組井戸が 2基検出された。

A3N地 区 調査期間は 8月 28日 ～12月 27日 までの延べ55日 間,調査面積は北側1,700m2でぁる。検

出した遺構は掘立柱建物・溝・井戸・土坑・柱穴である。上坑には,約 8m× 7mの 方形で床面に20

条余 りの小溝が並列, 5条余 りが直交するものがある。

Bl地区 用水のボックス・橋梁工事にかかる地区で用水の北側 と南側の調査を行った。調査面積

は1,300m2,調査期間は10月 16日 ～12月 27日 までの延べ40日 間である。遺構には縄文時代の上坑,中・

近世の溝・井戸・土坑・柱穴,近世の川跡がある。土坑には両面に梵字が墨書された板塔姿 。柄・箸・

中世土師器が一括して出上したものがある。また,溝下層からは横杵 と鋤先が出上している。

ClE地 区 前年度に残したCl地区東北半1,400m2の調査である。期間は4月 12日 ～6月 8日 まで

の延べ28日 間である。遺構は中 。近世の掘立柱建物・溝・井戸・土坑・柱穴である。素掘井戸は約30

基検出し,椛輻挽きの柄杓や茶せん 。石製の暖房具などが出上した。

平成 3年度 (1991年度)の調査

当年は梅原胡摩堂遺跡 (A3S地区・Bl地区・B2地区・B3地区・B4地区)・ 田尻遺跡の調査

を実施した。調査期間は4月 25日 ～12月 20日 までである。調査総面積は23,380m2,ぅ ち梅原胡摩堂遺

跡の調査面積は17,680m2でぁる。

A3S地 区 前年度調査A3N地 区の南側にあたる。調査期間は 4月 25日 ～10月 29日 までの延べ95

日間,調査面積は4,600m2でぁる。検出した遺構は,縄文時代の上坑,中世の掘立柱建物・溝・井戸・

土坑・柱穴,近世の川跡・土坑である。溝には,平面形が一辺30m～ 40mの不整形な長方形を呈する

ものがあり,掘立柱建物群を取り囲むように巡っている。井戸には石組の上に漆塗りの曲物を組み合

わせる構造のものがある。

Bl地区 前年度調査Bl地区の南側にあたる。調査期間は10月 16日 ～12月 19日 までの延べ36日 間,

調査面積は1,200m2でぁる。検出した遺構には中。近世の川跡・溝・井戸・土坑・柱穴があり,特に溝・

δ



井戸が多い。井戸には曲物の井戸枠をもつものと素掘 りのものがある。

B2地区 調査期間は 4月 25日 ～12月 19日 までの延べ129日 間,調査面積は6,100m2で ぁる。ボック

ス・橋梁工事にかかる箇所を含む南半を先に調査 し,北半は東側が側道工事にかかるため東西にわけ

て調査 した。遺構は中 。近世の掘立柱建物・土台建物・棚列・溝 。井戸・土坑,近代の井戸・土坑が

ある。掘立柱建物は楕円形柱穴をもつ中世末から近世初頭に位置付けられる建物があり,こ れに関連

する方形竪穴状土坑には,石列を伴 うものと伴わないものがある。土台建物は 2棟検出し,貼床,バ

ラス,石列などの構造が見られる。時期は17世紀～18世紀のものである。

B3地区 用水のボックス・橋梁工事にかかるJヒ側から調査をし,南側は側道にかかる東側から行

い,西側に向かって調査を進めて行った。西端の町道付け替え部分920m2は,調査期間中に終了できず,

平成 4年 3月 16日 ～ 3月 26日 までの延べ8日 間,残 した地区の包含層の除去を行っている。遺構には中・

近世の溝・井戸・土坑・柱穴がある。建物にはB2地区でも検出した貼床状施設をもつ,17世紀後半

の上台建物がある。調査区は多くの大小の東西・南北に走る溝により区切られる。

B4地区 高速道路建設の付帯工事 として, B3地区の東側で用水の付け替え工事にかかる箇所を

B4地区とした。期間は10月 21日 ～■月27日 までの延べ13日 間,面積は300m2で ぁる。遺構には溝・井

戸・土坑がある。

平成 4年度 (1992年度)の調査

B8W地 区 前年度に残したB3地区の町道付け替え部分920m2の調査である。調査期間は 4月 20日

～ 6月 2日 までの延べ28日 間である。最初に擁壁工事にかかる60m2の調査を行い,残 りの部分は住宅

への通用回の確保のため,南半 と北半に分けて調査 した。検出した遺構は掘立柱建物・土台建物の一

部・B3地区から続 く溝・井戸・土坑・柱穴がある。

調 査 期 間 調査 面積 調 査 担 当 者

平成 元年 5月 29日
言H 進―,高梨 潜志 掘 立 柱建 物 ,滞 ,井戸 ,■坑 ,柱入

縄 丈 土 器 石 器,須 忘器 土 師器,中世 土 師器 珠 洲,通前 |II戸

業濃 輸 入 陶確 器,越 中瀬戸 ,万里,石 製 品

平 成 2年 6月 11日
鳥 口美 佐 子,高梨  浦志

掘 立 柱 建 物 ,川 跡,灘 ,井 戸 ,■
坑 ,土折墓 ,柱八

縄文 土器 石 器 ,須恵器 土 師器 縁 釉,中 世 上 師器 入尾 珠 洲 遺

前 常 治 瀬戸 瀬戸 美濃 輸 入 陶磁 器,/_4中 瀬戸 唐津 伊 万 星 ,

石 製 品,金属 製 品,本製 品

平 成 2年 4月 12回
宮口 It―,越前 懐子

掘立桂建 物 ,漑,井戸 ,土坑 ,石組

遺構 ,集石 造構 ,柱八

縄 文 上器 石 器 .須恵器 土 師器,中 世 土 師器 八尾 珠 洲 勉 前 常

滑 瀬戸 瀬戸 美 濃 輸 入陶巌 器 ,越 中液 戸 唐 津 伊 万 里 ,石製品 ,

金属 製品,木 製 品、 骨

平成 2年 8月 28日 扱立柱建物,74,井 戸.■坑,畝状

選構,柱八

縄 文上 器 石 器 ,須な 器 土 師器,中 世 主師 器 八尾 珠 洲 建 前 信

楽 顔 戸 瀬戸 美 濃 輸 入陶薙 器 ,逮 中瀬戸 唐津 伊 万 里 ,■製 品 ,

石 製 品,金属 製 品

平成 8年 4月 25ロ
95口 I観

宮 H 進 ―,口 中 道 子

越 前 慎 子

掘 立 柱 建 物,川 跡 ,糾,井 戸,土 縄文土器 石器,須 恵器 主師器,中 世土師器 八尾 珠洲 瀬戸美
濃 輸入陶薩器,遭 中瀬戸 伊万里,石製品、金属製品,木製品

平成 元年 5月 29国
岸 本 雅 敏 ,橋本 正 著 掘 立柱建 物 ,理,井戸 ,上坑 柱 穴

縄 文 ■ 器 石 器 ,須 恵 器 土 師 鵠 中世 上 師器 珠 洲 赳 前 瀬戸 美

平 成 2年 10月 16日
40日 間 聖 子

掘 立 柱 建 物 ,川 跡 ,灘,井 戸 ,土

坑 ,柱六

縄文土器 石器,須 恵器 土師器,中世土師器 珠洲 逆前 瀬戸美
濃 輸入的羅器,越 中瀬戸 唐津 伊万星,石製品,金属製品,木

Bl地 区
平 成 3年 10月 16ロ

～12月 19日

富 国 進 ― , 田中 道 子

越 前  慎 子
州1跡,澱 ,井戸,上坑 ,柱八

縄 文 上 器 石 器,須憲器 土 師器 ,中 世 土 師器 珠 洲 越 前 瀬 戸 美

濃 輸 入陶穏 器,赳 中瀬戸 唐 津 伊 万 望,石 製 品,木製 れ,

平成 3年 4月 25日
島田美佐子,PHJ西  縫ニ

lIF立桂建 物 ,主台建 物 ,灘,井戸 ,

縄文 主器 石 器 ,須恵器 土 師器,中 世 土師 器 八尾 珠 洲 逆 前 信

楽 漱 戸 JfI戸 美 浚 輸 入 陶確 器 ,越 中源戸 唐 群 伊 万 里 ,石製 品 ,

金属 製品,木 製 品

平成 3年 4月 25日
130回 門 安 念 幹倫 ,佐藤  聖 〒

堀 立桂建 物 ,■ 台建 物 ,議,井戸 , 縄文 ■ 器 石 器,中世 上 師器 珠 洲 カロ賀 遭 前 瀬戸 美 濃 輸 入 陶
磁 器,途 中顔 戸 唐 津 伊 万 里,石製 品,木 製 品

平成 4年 4月 20回 河西  健 二,佐 賀 和 笑

越 前 快 子,谷杉  廷 子

掘 立柱 建 物 土 台建 物 溝,井 戸 , 中世土師器 八尾 珠洲 越前 JtH戸 瀬戸美濃 輸入商磁器,越 中
瀬戸 唐津 伊力里,石製品,金属製品,木製品

平 成 8年 10月 21ロ 安 念  幹倫,佐藤  聖 子

佐 賀 和 美
灘 ,井戸 ,■坑 ,柱穴

中世 上 師器 珠 洲 ltR戸 美 濃,越中瀬戸 唐 津 伊 万里,金属 製 品 ,

木 製 品

CN地 区
安 念 幹倫 ,島 田美佐 子 掘立柱建 物 ,鴻,井戸 ,■坑 ,柱六

縄 文 上 器 , 中世 土 師器 珠 洲 越 前 瀬 戸 美 濃 輸 入 陶理 器,途 中

瀬戸 麿 津,石製 品,金属 製 品,木 製品
平 成 元年 5月 29日

～ 7月 21日
橋 本 正 審,佐藤 聖 子 掘立柱 建 物 ,瑯,井戸 ,■坑 ,柱久

縄文土器 石器,須 恵器,中世土師器 珠洲 題前 信楽 瀬戸美濃
輸入胸磁器,越中瀬戸 唐嵩 石製品,釜尽製品,本 製品

平成 元年 3月 2日
75日 間 高梨  湾志,佐藤 掘 立柱 建 物 潜 ,井戸 ,上坑 ,柱八

縄文土器 石器,須 恵器,中 世土師器 珠洲 逆前 錬戸美濃 輸入
陶蔵器,越 中瀬戸 唐津,石 製品,金属製品,木 製品

平成 2年 4月 12国
鳥国美佐子,高 梨 清志 掘 立柱建 物 ,渤,井戸 ,■坑 ,柱穴

中世土師器 珠洲 越前 源戸美濃 la入 陶磁器,題 中源戸 唐津
伊万里,石 製品、木製品

平成 元年 8月 2日

～12月 27ロ
富 H と一 ,島 田美佐 子 掘 立柱建 物 ,泄,井戸 ,土坑 ,柱大

縄文時代の石器,中 世上師器 珠洲 赳前 信楽 瀬戸美濃 翰入陶
機器,越 中液戸 麿津,石 製品,金属製品,木製品

Ce地 区
平 成 元年 9月 18日

安 念 幹倫 掘立柱 建 物 ,灘,井戸 ,■坑 柱 穴
縄文土器,須 志器,中世土師器 珠洲 赳前 顔戸美濃 輸入陶弦
器,選 中瀬戸 唐練,石 製品,木製品
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C調 査 体 制

平成元年度 (1989年 度)

総  括  桃 野 真 晃

庶  務  高 鳴 忠 夫

調査総括  岸 本 雅 敏

調 査 員  宮 田 進 一

橋 本 正 春

安 念 幹 倫

島田美佐子

高 梨 清 志

佐 藤 聖 子

調査補助員 清 水 友 博

佐 賀 和 美

平成 2年度 (1990年度)

総  括  桃 野 真 晃

庶  務  高 鳴 忠 夫

調査総括  岸 本 雅 敏

調 査 員  宮 田 進 一

橋 本 正 春

安 念 幹 倫

島田美佐子

高 梨 清 志

佐 藤 聖 子

伊 佐 智 法

越 前 慎 子

調査補助員 佐 賀 和 美

平成 3年度 (1991年度 )

総  括  桃 野 真 晃

庶  務  高 鳴 忠 夫

中 川 靖 夫

調査総括  岸 本 雅 敏

調 査 員  宮 田 進 ―

神 保 孝 造

安 念 幹 倫

島田美佐子

河 西 健 二

佐 藤 聖 子

佐 賀 和 美

田 中 道 子

∂

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課課長

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財係長

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課主任

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課主任

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課課長

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財係長

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課主任

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課主任

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課課長

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課課長代理

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課主任

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課主任

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事



伊 佐 智 法

越 前 慎 子

平成 4年度 (1992年度 )

総  括  桃 野 真 晃

関   清

庶  務  大 房 友 明

中 川 靖 夫

調査総括  池 野 正 男

調 査 員  河 西 健 二

佐 賀 和 美

越 前 慎 子

谷 杉 廷 子

D 現地説明会

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財課文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所所長

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所所長代理

財団法人富山県文化振興財回埋蔵文化財調査事務所主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所調査第一係長

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

発掘調査の成果を広 く一般に公開するために,年に一度,調査工程 と検討しながら対象地区を選定

して観地説明会を実施した。                              ｀

平成元年 (19開年 )

10月 19日 新聞記者発表 。開催案内

10月 20日 各新聞に掲載  読 売 新 聞  「戦国武士の集落発掘」

毎 日 新 聞  「下級武士住居跡出る」

北陸中日新聞  「戦国時代の遺構出土」

ヨヒ日本 新 聞  「戦国時代の住居跡発見」

富 山 新 聞  「土豪武士の集落跡か」

10月 22日 ⑪ 秋晴の良い天気に恵まれ,地元の作業員・住民を中心に約300名 の見学者が訪れた。開

催地区は,「 コ」の字形の溝や全長140m以上の大溝が検出されたC地区の西側である。遺跡の概要説

明が終わったあと,見学者を幾つかのグループに分けて調査員が引率 し,各遺構を説明してコースを

回った。遺構の前には理解 しやすいように看板を立て,縄を張って順路も示した。コースの最後には

テントの中で出上した遺物を展示した。説明会資料は遺跡の概要 と遺構概略図を記載したB4判のレ

ジュメを作成して酉己布 した。

平成元年度現地説明会 平成 2年度現地説明会



平成 2年 (1990年 )

■月16日 新聞記者発表 。開催案内

■月17日 各新聞に掲載  北 日本 新 聞  「鎌倉期集落跡は小高い丘に」

北陸中日新聞  「鎌倉時代の集落跡出土」

富 山 新 聞  「鎌倉時代の開発拠′点跡を発掘」

■月18日⑪ 本年の対象地区は中世の掘立柱建物などを検出したA3地区である。実際の遺構の説

明にあわせて,今回は現地速報展 と題 し展示物にも力を入れた。速報展では,平成元年度の調査成果

もあわせて各地区の航空測量の引き伸ばし写真やカラーパネル写真,遺物を展示した。見学者は300名

にも及び,説明会資料 (B4判 レジュメ)を手に調査員の説明を熱心に聞 く姿が見られた。

平成 3年 (1991年 )

8月 2日 新聞記者発表・開催案内

8月 4日 各新聞に掲載  読 売 新 聞  「近代風建物跡など発掘」

北日本新聞  「建築移行期の集落跡発掘」

富 山 新 聞  「江戸初期の集落跡発掘」

8月 4日 働 雨が時折降るあいにくの天気となったが,約200名 の人が現地を訪れた。本年は中世末

から近世にかけての掘立柱建物 。近世の建物を検出したB2・ B3地区で説明会を行った。調査員は

グループごとに,レ ジュメの概略図を参照しながら溝・建物・遺物などについて説明を行った。速報

展では,カ ラーパネル写真・遺物を展示した。

同年 9月 15日 働には,福野町との共催で田尻遺跡においても現地説明会を行っている。

この他にも,10月 27日 に行われた福光町の親子ふれあいハイウェーウオークの集いでは,参加者に

発掘中の梅原胡摩堂遺跡を見学してもらい,地元の中世から近世にかけて存在した大規模な集落につ

いて,校下の歴史を再認識してもらった。

E整 理 体 制

平成元年から調査 した出土遺物は,それぞれの年度内に可能な限り洗浄・注記・分類を行った。木

製品については,メ モ写真を撮影 して整理台帳を作成した。また,年度毎の遺構の概要については『発

掘調査概報』(1)～ (3〉 『埋蔵文化財年報』(1)～ (つ として発刊している。

本格的な報告書刊行に向けての整理は,平成 4年 4月 からである。平成 4年度は遺構編の挿図作成

を中心とし,平成 5年度は遺構編の原稿執筆・編集・印刷,遺物編の準備を行っている。整理体制は

以下の通 りである。

平成 4年度 。平成 5年度

総    括   桃 野 真 晃 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所所長

関   清 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所所長代理

庶    務   大 房 友 明 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所主事

中 ナII靖 夫 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所主事

遺物整理総括   宮 田 進 一 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所調査第二係長

担    当   島田美佐子 財団法人富山県文化振興財団埋歳文化財調査事務所文化財保護主事

田 中 道 子 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

業  員   月平均約17名

富山県埋蔵文化財センター 1982 『東海北陸自動車道関連埋蔵文化財乞蔵地分布調査報告書一砺波市・福光町間―』
富山県埋蔵文化財センター 1989 『東海北陸自動車道遺跡試掘調査報告―福光町編―』

作

注
注



第 Ⅱ章 地理的環境 と歴史的環境
1 地理 的環境

富山県は本州中部の日本海側で,北緯36° 16′ ～36° 59′,東経136° 46′～137° 46ア の間に位置する。東側を

海抜2,000m～ 3,000m級の北アルプスに,南側を1,200m～ 1,700mの 飛騨高地に,西側を1,000m～ 1,800

mの両白山地,及び300m～ 500mの西部丘陵に囲まれ,北側は富山湾に面している。飛騨高原山地か

ら北側に接して標高200m内外の音川山地,さ らに標高を下げやがて射水丘陵,呉羽丘陵となって富山

県中央部に突出し,平野を東部の複合扇状地平野 (狭義の富山平野)と 西部の主として庄 川|の扇状地

である砺波平野に三分 している。

これらの山地,丘陵に囲まれた砺波平野はその東半の大部分が高清水山地の断層崖を侵食した幾つ

もの谷による砺波平野南部の複合扇状地,庄川とは関係なく形成された南砺複合扇状地であり,こ の

北に接して庄川新扇状地が砺波平野の北半の大部分を形成している。この庄川新扇状地は県内の扇状

地中最大であるばか りでなく, 日本の沖積扇状地の中でも最大級の面積を有するものである。扇頂の

庄川町青島から扇端部の湧水帯まで13km～ 15km,面積約146km2でぁり,扇状地上には庄川の変遷を

示す河道跡が放射状に残っている。これに対し小矢部川流域の平野は庄川新扇状地の発達に押され,

狭い低地 となっている。また砺波平野は散居村の形態が発達 していることでも全国的に知られている。

福光町は富山県の南西部に位置し,右川県との県境は医王山 (939m)を 主 とする山地で,その西麓

には小矢部川が北流し,高清水山地との間には小矢部川により形成された立野ヶ原台地がある。医王

山から北へ延びる丘陵は倶利伽羅峠を越え氷見山地へ とつなが り,医王山山地から渋江川を境に蟹谷

山地が延びる。この医王山から北の倶利伽羅峠への山稜部には平坦な緩斜面が残っており,こ の間の

侵食谷の源流部に幾つもの峠があり,古来加賀と越中との交通に利用されてきた。その代表的なもの

に倶利伽羅峠,渋江川源流部の砂子坂峠がある。

梅原胡摩堂遺跡は南砺扇状地上,山 田川によって侵食された砂礫段丘 とより低位な河岸段丘上に立

地する。これらは洪積世前期に形成された立野原台地以後に形成された,段丘化 した隆起扇状地に続

く比較的広い面積を占める低位段丘であり,標高は100m～ 180mを 測る。砂礫段丘は背後山地の侵食

谷による山麓の複合扇状地であり,さ らにそれに続 く河岸段丘はそれ以後の堆積面で,その端は新扇

状地 と複合 していく。

砺波平野は表層地質では河床堆積物が厚 く分布する地質区を形成し,それにより砺波平野,医王山

地区,庄川地区の地質区にわけられる。砺波平野に分布する新第二系から第四系及び現世堆積物は,

全て完新世 (お よそ 1万年前から現在にいたる)の堆積物である。地質の古い順に述べれば,南砺扇

状地は半固結堆積物で構成され,梅原胡摩堂遺跡が立地する砂礫段丘,河岸段丘はその中でも低位段

丘堆積物に区分される。砺波平野の北半を占める庄川新扇状地は未固結堆積物で構成され,それは旧

河床堆積物 と崖錐堆積物に区分される。旧河床堆積物は沖積平野を構成し,こ れらの大半が庄川によ

る堆積物であることが明かである。現世河床堆積物は庄川,小矢部川,山 田川の一部にみられるだけ

である。 (田 中道子)

注 上記の文章は以下の文献を参考にした。

新藤正夫 1981 「高岡 。城端道」『富山県歴史の道調査報告書―飛rE4街道 (そ の 2)五箇山道―』
富山県教育委員会

深井二郎,相馬恒夫他 1982 『土地分類基本調査』城端 富山県

神島利夫,相馬恒夫他 1992 『10万分 1富山県地質図説明書』 富山県
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第 2表 遺跡地名表 (1)



番 号 遺   跡   名 所 在 地 コ寺 代 文 献

釈 迦 堂 潰 跡 才 七 不 明

松 寺 永 福 寺 跡 オ 七 不 明 52.53
宗 菩 寺 跡 オ 七年 /rり II 中世 ～ 近 世 以 降
百 楽 田 窒 跡 オ 七 古 代

オ 川七遺跡 労
~

七 年 /r川 縄 文

オ 川 的 場 遺 跡 オ 七 字 的 場 旧 石 器・綴 支 (中・終 う。折 世

才 川 水 上 谷 遺 跡 才 七 不 明

カナ ン皆 跡 オ 七 不 明

太 美 城 跡 オ 七 中 世 ? 52_53
小 二 又 潰 跡 オ 七 I日 石 器

野 地 島 D遺 跡 小 院 瀬 見 字 野 地 ニ 縄 文

野 地 島 B積 跡 小 院 itR見 字 野 地 島 縄 文 (HIJ

野 地 島 A遺 跡 刀 院ヽ 瀬 見 卒 野 地 島 旧石 器・縄 文 (早 ～ 中 )・ 弥 生
野 地 畠 C潰 跡 小 院 瀬 見 字 野 地 島 縄 文 (中

古 堂 跡 小 院 顔 見

野 丹 保 損 跡 高 宮

土 生 新 遺 跡 土 生 新 字 経 塚 縄 文 中

土 生 新 経 塚 土 生 新 字 経 塚 中 世 ～ 近 世

有 田 ヶ 原 E遺 跡 大 西 旧 石 器・縄 文 (中 ～ 晩 )

番 人 原 C潰 跡 大 西

番 人 原 B遺 跡 大 西 縄 文

番 人 原 D潰 跡 大 西 縄 文・奈 良・平 安

番 人 原 A遺 跡 立 野 脇

万 年 台 C潰 跡 立 野 脇 糸亀文 (中・後 )

万 年 台 A遺 跡 大 西 字 万 年 台 旧 石 器・紹 支 (前 Ⅲ

万 年 台 B潰 跡 大 西 年 万 年 台 旧 石 器・縄 文 13

有 田 ヶ 原 A遺 跡 立 野 脇 縄 文

立 美 A遺 跡 立 野 脇 日石 器・縄 文 (前・晩 )。 弥 生・古 代
13 中 尾 台 J遺 跡 大 西 縄 文 一削
14 中 尾 台 K遣 跡 大 西 日石 器・縄 文

中 尾 台 L遺 跡 大 西 縄 文

中 尾 台 I遺 跡 大 西 縄 文

17 中 尾 台 P遺 跡 大 西 縄 文

中 地 山 A遺 跡 立 野 脇 縄 文

右 田 ヶ 原 B潰 跡 立 野 脇

有 日 ヶ 原 C遺 跡 立 野 脇 縄 文

1 右 日 ヶ 原 D積 跡 立 野 協 奈 良・平 密

中 尾 台 B遺 跡 立 野 脇 縄 文 中・後 )

中 尾 台 C潰 跡 立 野 脇 縄 文

中 尾 台 O遺 跡 立 野 脇

中 昆 台 M慣 跡 立 野 脇 中 世

中 地 山 B遺 跡 立 野 脇 縄 文 中 )・ 奈 良 ～ 平 安
中 尾 台 N潰 跡 立 野 脇

神 明 原 C遺 跡 立 野 脇 縄 文

立 美 B潰 跡 立 野 協 縄 文 (晩 )・ 古 墳

神 明 原 B遺 跡 立 野 脇 縄 文

神 明 原 A潰 跡 立 野 脇 縄 文 (早～ 晩 )

中 尾 台 A遺 跡 立 野 脇

中 尾 台 D潰 跡 立 野 脇 縄 文

中 尾 台 Q遺 跡 立 野 脇 縄 文

中 尾 台 F潰 跡 立 野 協 湘竜
=虻

 (中 )

開 発 日 A遺 跡 立 野 脇 縄 文

開 発 田 B潰 跡 立 野 脇 1日 石 器 ・縄 文 (早・ 前 )

開 発 田 C遺 跡 立 野 脇 縄 文

立 野 新 I潰 跡 立 野 協 縄 文 (早・晩 )

大 西 遺 跡 脇

立 野 新 A浸 跡 縄 文 (晩 )

立 野 新 K遺 跡 土 生 新 不 明

立 野 新 H潰 跡 立 野 脇 縄 文 (早 )。 中世

立 美 遺 跡 立 野 脇 旧 石 器・絹 支 (早～ 前 Ⅲ・古 増

立 野 新 B潰 跡 立 野 脇 縄 文

立 野 新 J遺 跡 立 野 協

立 野 新 C遺 跡 立 野 脇 縄 文 前
・

中 )

立 野 新 G遺 跡 立 野 脇 縄 文 中

立 野 新 F遺 跡 立 野 脇 縄 文 中 ・弥 生・奈 良・平 安

立 野 新 E遺 跡 立 野 脇 縄 文 一副
立 野 新 D遺 跡 立 野 脇 縄 文 中

二 郎 江 門 堂 台 A遺 跡 立 野 脇

二 郎 江 門 堂 台 E潰 跡 立 野 脇 縄 文

二 郎 江 門 堂 台 D遺 跡 立 野 脇 縄 文

中 台 D遺 跡 立 野 脇 旧石 器・縄 文 (前 )

中 台 A遺 跡 立 野 脇

二 郎 江 門 堂 台 B遺 跡 立 野 脇 縄 文

二 郎 江 門 堂 台 C指 跡 立 野 脇 縄 文 一削
是 ヶ 谷 A遺 跡 七 曲 隼 是 ヶ 谷 縄 文

七 曲 遺 跡 七 曲 旧 石 器・絹 支・古 代

是 ヶ谷 B遺 跡 七 飽 年 是 ヶ 谷 縄 文

七 山 字 是 ヶ 谷 縄 文 (後 )

是 ヶ谷 堤 遺 跡 七 曲 中 世

是 ヶ 谷 D潰 跡 立 野 脇 縄 文 (後 )

鉄 砲 谷 遺 跡 立 野 脇 旧石 器・縄 文

向 山 畠 潰 跡 立 野 脇 十日石 器 ・ 編 文

坂 ズ リ遺 跡 立 野 脇 旧 石 器・絹 甘

ヒジカケ〕更潰跡 嫁 兼 十日石 器 ・ 編 文

飯 山 遺 跡 重 安 旧 石 器・縄 文 (中 )

米 田 潰 跡 米 田 縄 文 (中・後 )
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番 号 潰   跡 所  在  地 時 代 文 献

小 丸 山 城 跡 霊i竃 中 世

平 林 B遺 跡 兼 年 平 林 紹 支

飯 山 C遺 跡 審 不 明

平 林 C遺 跡 嫁 兼 字 平 林 不 明

縮 瀬 戸 潰 跡 麗藻置戸 )C(

飯 山 B遺 跡 米 田 I日死デ1怒

177 楠 瀬 戸 B損 跡 麗瀬 戸 明

樋 瀬 戸 道 場 跡 樋 瀬 戸

諄 都 娩 跡 世 (室町 )

常 楽 寺 跡 遊 部 世  (

仏 渚 幸 隊 仏 i世

田 中 遺 跡 日 中

梅 原 等 筑 V潰 跡 蘊 す o苦代・ 中 世・折 世

梅 原 安 丸 遺 跡 梅 康 卓 芽 24,26,29
185 梅 原 ,多封 .IV授 跡 原 縄 文・古 代・ 中世・近 世

梅 原 安 丸 H遺 跡 梅 原 卒 書 ミJと ( ～ 近 世 24 R4

187 梅 原 審 苛 .II置跡 梅 原 24 34

梅 原 加 賀 坊 遺 跡 海 原 掌 れD智 坊 ～ 近 世 26 29

欠 戸 潰 跡 久 戸 26.28

権 原 落 戸 遺 跡 梅 原 :落戸 ～ 近 世

梅 原 No 10遺跡 字 出 村 22.23

梅 原 No8遺 跡 工原 ltと」!:・ 世 22_23

梅 原 胡 摩 堂 遺 跡 梅 原・久 戸・宗 守 25 26、 27.28.29,30
梅 原httH置 跡 梅 原 世 22_23_24

梅 原 上 村 遺 跡 梅 原 字 上 村 世 22 23.24
珀脇カミ No_6JttBホ 世 22 23

審 楽 寺 跡 梅 原 中 世 27.52

実 守 潰 跡 文

久 戸 東 遺 跡 久 戸 世

うず Å山置 跡 文

梅 原 出 村 II遺跡 梅 原 字 上 村 23.24

202 集 守 鋭 跡 世 (室町 ) 52^53
二
｀
1■ J‐ ■5 観 ン台 5

三 十 三 壕 曳ヤ台 世

205 東 殿 遺 跡 吏 殿 目もと

206 THI‐ 16 中世 ～ 近 世

徳 成 遺 跡 箱 読 烈景E虻  (

支 埃 院 跡 不 明

荒 木 城 跡 帝 未 ミうと

梅 原 出 村 商 遺 跡 原 出 村 縄 文

竹 林 H遺 跡 竹 林 文
IIR 52

212 竹 林 I潰 跡 縄 文 (中期 ) 33.38.52

吉 江 野 遺 跡 苦 江 野 ミぢと

神 官 寺 塚 /」 ヽ 不 明

215 越 中 焼 窯 跡 宮 明

宝 性 寺 跡 中 世

THJ‐ 19 大 壕 世 5

218 THT‐20 薩 不 明

2■ 9 京 塚 大 西 世

井  口 村

次保 →htt No.2潰 跡 久 俣 ～ 古 墳・奈 良・平 安・中 世 (鎌倉 :
10_11_39

221 池 尻 遺 跡 池 尻 10.40
池 尻 卒 勘 定 島 1世

宮後 キンケ ン塚 宮 後

F口 代 10 31_48

井 回南 遺 跡 井 口

井 回 A潰 隊 ■ 口 1世 (鎌 倉 ～ 至 町 )

蛇 喰 正 覚 寺 遺 跡 蛇 喰 中 ―Itr(室 Brr)～

川
「

中土房 の宮慣 跡 中 1世 (鎌

城 端 町

229 京壱柔Bこ筆隊 首 娠 文 世

京 塚 A遺 跡 南 原 綴 笠

231 令 戸 館 跡 世

232 金 戸 経 塚 金 戸 中 IH‐ ?

23R 競 齢 競 隊 西 L 世

城 端 中 学 北 側 遺 跡 野 下 瑠騒Jと (中

235 西 原 潰 跡 西 原 )C(

236 大 鋸 屋 A遺 跡 盛 新

圭 台 A置 跡 :塚 旧石 器・縄 文 (前 )

238 幸 台 C遺 跡 東 壕 編 支

≡ 台 B潰跡 塚 文

中 平 遺 跡 中 平 剰景E虻  (

首 原 I潰 跡 原 巳文 (早 ～ 中 )

南 原 K遺 跡 歯 原 編 支   (「F

243 苗 原 I遺 跡 原 縄 文 (早 )

南 原 C遺 跡 歯 康 I日石 器 ・ 綴 支

245 首 原 B置 跡 原 縄 文

南 原 A遺 跡 首 原 ヨ」と

簡 原 N震 跡 原 旧 石 器・縄 文

南 原 M遺 跡 商 原

249 南 原 E遺 跡 原 旧石 器

南 原 D遺 跡 商 原

251 商 原 F遺 跡 原

252 ウワダイラA遺跡 商 原 1文

253 中 台 G遺 跡 南 原

254 中 台 F遺 跡 首 原 文
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番 号 遺 跡 名 所 本 III 日寺 代 支 献

255 中 台 E遺 跡 南 原 縄 文 (前 )

中 台 B遺 跡 南 原 十日え了号【・髯観
=な

中 台 C遺 跡 南 原 縄 文 (前 ～ 中 )

258 ウワダ イラO遺跡 商 原

259 ウワ ダイラ T潰跡 南 原 縄 文

ウワダイラG遺跡 商 原 l日死呈号こ
ウワ ダイラH潰跡 南 原 1日 石 器 ・ 縄 文

262 笹 倉 遺 跡 商 原

263 ウワ ダイラ I潰跡 南 原 旧 石 器・縄 文 (早。中 )

ウワダイラO遺跡 商 原 編 支 (前・ 中 う

265 ウワダイラM潰跡 南 原 縄 文

ウワダイラ C遺跡 商 原 旧 石 器・絹 支 (早 )・ 苦 /t
西 山 C潰 跡 南 原 縄 文 (前・中 ) 12

268 西 山 B遺 跡 南 原 経 支 (前・ 中 )・ 珠 4・ 中 世

269 ウワ ダイラDI潰 跡 南 原 旧石 器・縄 文 (早～ 中 12
ウワダイラDH遺 跡 南 原 旧 石 器・絹 支 (早～ 中 12

271 西 山 D潰 跡 南 原 縄 文 (早・中 )

272 西 原 D遺 跡 南 原 縄 文

273 西 原 C潰 跡 南 原 I日 石 器・縄 文 (中 )・ 古 代 13

西 原 A遺 跡 南 原 I日 石 器 ・綴 支 (早 )

275 西 原 B潰 跡 苗 反 縄 文・中世 13
276 桜 ヶ 池 A遺 跡 桜 ヶ 亨也 中 世

277 桜 ヶ池 B潰跡 桜 ヶ 油 中 世

27R 上 見 城 跡 上 見 字 瀬 戸 山 中 世

279 平 A遺 跡 卜見 隼 瀬 戸 山 旧 石 器・絹 す

280 平 B遺 跡 上 見 字 瀬 戸 山 縄 文

281 平 C遺跡 卜界1年瀬 戸 山
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１０
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献
安 念 幹 倫  1988「 安 居・岩 木 窯 跡 群 の 概 要 」『 シ ン ポ ジ ウ ム 北 陸 の 古 代 土 器 研 究 の 現 状 と課 題 』資 料 編  石 川 考 古 学 研 究 会・

北 陸 古 代 土 器 研 究 会
安 念 幹 倫 ・ 林 浩 明  1984 「 安 居 ・ 岩 木 窯 跡 群 に お け る新 資 料 の 紹 介 I」 『 大 境 』 第 8号  富 山考 古 学 会
安 念 幹 倫 ・ 林 浩 明  1988 『 富 山 県 福 野 町 寺 家 新 屋 敷 館 跡 』 福 野 町 教 育 委 員 会
安 念 幹 倫 ・ 山 森 イ申正 ・ 林 浩 明  1985 「 安 居 ・ 岩 木 窯 跡 群 に お け る新 資 料 の 紹 介 H却 『 大 境 J第 9号  富 山 考 古 学 会
池 野 正 男  1989 眸東 海 北 陸 自動 車 道 遺 跡 試 掘 調 査 報 告 ― 福 光 町 編 ― 』 富 山 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー
石 川 考 古 学 研 究 会 ・ 北 陸 古 代 土 器 研 究 会  1988 『 シ ン ポ ジ ウ ム 北 陸 の 古 代 土 器 研 究 の 現 状 と課 題 』 報 告 編 ・ 資 料 編
石 日 茂 作  1977 F佛 教 考 古 學 論 巧 』 五  佛 具 編  思 文 閣 出 版
石 日 茂 作  1984 『新 版 仏 教 考 古 学 講 座 コ 第 5巻 仏 具  雄 山 閣 出 版
井 口仁 志  1960 F梅 原 小 杉 耕 地 整 理 事 業 誌 コ
チ■日 本寸  1991   『 ,1口 本寸史 ⊃
上 野 章 ・ 押 川 恵 子  1990 『井 口城 跡 発 掘 調 査 概 要 コ 井 回 村 教 育 委 員 会
上 野 章 ・ 神 保 孝 造 ・ 酒 井 重 洋  1976 眸富 山 県 福 光 町 ・ 城 端 町 立 野 ヶ原 遺 跡 群 第 四 次 緊 急 発 掘 調 査 概 要 コ 富 山 県 教 育 委 員 会
上 野 章 ・ 山 本 正 敏 ・ 岡 上 進 ― ・ 松 本 幸 治  1977 ビ富 山 県 福 光 町・ 城 端 町 立 野 ヶ 原 遺 跡 群 第 五 次 緊 急 発 掘 調 査 概 要 コ 富 山 県 教

育 委 員 会
14 往 蔵 久 雄  1991 『 富 山 県 福 光 町 うず ら 山 遺 跡 緊 急 発 掘 調 査 概 要 コ 福 光 町 教 育 委 員 会
15 岸 本 雅 敏  1982 『 香 城 寺 遺 跡 の 調 査 ― 富 山 県 福 光 町 香 城 寺 所 在 の 中世 遺 跡 調 査 概 報 ― 倒 福 光 町 教 育 委 員 会
16 岸 本 雅 敏  1988 『 東 海 北 陸 自動 車 道 関 連 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 分 布 調 査 報 告 書 ―砺 波 市 ・ 福 光 町 間 ― コ 富 山 県 教 育 委 員 会
17 岸 本 雅 敏 ・ 池 野 正 男 ・ 山 本 正 敏  1975 『 富 山 県 城 端 町 西 原 遺 跡 第 二 次 緊 急 発 掘 調 査 概 報 』 富 山 県 教 育 委 員 会
18 金 田 章 裕  1985 『 条 里 と村 落 の 歴 史 地 理 学 研 究 』 大 明 堂
19 金 田 章 裕  1989 「 砺 波 散 村 地 域 の 構 造 変 化 J『砺 波 散 村 地 域 研 究 所 研 究 紀 要 』 第 6号  砺 波 市 立 砺 波 散 村 地 域 研 究 所
20 金 田 章 裕  1990「 砺 波 平 野 に お け る 中 心 集 落 か ら散 村 地 区 へ の 住 居 移 転 」『砺 波 散 村 地 域 研 究 所 研 究 紀 要 』 第 7号 砺 波 市

立 砺 波 散 村 地 域 研 究 所
21 小 島 俊 彰 ・ 西 井 龍 儀 ・ 山 本 正 敏  1973 『 富 山 県 福 光 町 鉄 砲 谷 ・ 向 山 島 ・ 是 ヶ 谷 遺 跡 調 査 報 告 書 倒 富 山 県 教 育 委 員 会
22 斎 藤 隆 ・ 荒 井 隆  1993 『 富 山 県 福 光 町 梅 原 出 村 遺 跡 群 I 梅 原 上 村 遺 跡 群 Iコ 福 光 町 教 育 委 員 会
23 斎 藤 隆 ・ 岡 本 淳 ― 郎 ・ 荒 井 隆  1993 『 富 山 県 福 光 町 梅 原 出 村 遺 跡 群 I 梅 原 上 村 遺 跡 群 Iコ 福 光 町 教 育 委 員 会
24 斎 藤 隆 ・ 岡 本 淳 一 郎 ・ 島 田修 - 1992 『 富 山 県 福 光 町 梅 原 安 九 遺 跡 群 H』 福 光 町 教 育 委 員 会
25 財 団 法 人 富 山 県 文 化 振 興 財 団  1990 『東 海 北 陸 自動 車 道 関 連 発 掘 調 査 概 報 (1)梅原 胡 摩 堂 遺 跡 』
26 財 団 法 人 富 山 県 文 化 振 興 財 団  1991 『 東 海 北 陸 自動 車 道 関 連 発 掘 調 査 概 報 (2)梅原 胡 摩 堂 遺 跡 ・久 戸 遺 跡・梅 原 加 賀 坊 遺 跡・

梅 原 安 丸 遺 跡 ・ 田 尻 遺 跡 羽
27 財 国 法 人 富 山 県 文 化 振 興 財 団  1992 『 東 海 北 陸 自動 車 道 関 連 発 掘 調 査 概 報 (3)梅原 胡 摩 堂 遺 跡 ・ 田 尻 遺 跡 』
28 財 団 法 人 富 山 県 文 化 振 興 財 国  1990 『埋 蔵 文 化 財 年 報 (1カ
29 財 国 法 人 富 山 県 文 化 振 興 財 団  1991 『埋 蔵 文 化 財 年 報 (2乃
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2 歴史的環境

福光町の歴史は城端町との境をなす立野ヶ原台地に始まる。旧石器時代・縄文時代 と違綿と生活が

営まれてきた立野ヶ原台地から,平野へ と生活の場が移るのは縄文時代からであろう。しかし小矢部

川・庄川といった河サIIの氾濫によって,その実態はほとんど明らかになっていない。古墳時代には平

野部で極僅かの遺跡が確認されるのみであるが,河 矢ヽ部川左岸の月ヽ矢部市には古墳や古墳時代の遺跡

が多く発見されていることから,福光町においても今後発見される可能性があろう。

ついで奈良時代になると砺波平野に開発の手が入 り,生産力が向上した。それは利波臣志留志に代

表される地方豪族を,全国有数の豪族に仕立て上げるほどのものであった。砺波郡の中心地は未だ不

明であるが,旭 矢ヽ部川左岸にあったようである。

中世～近世にかけて砺波平野の開発はさらに南に進み,福光町には御蔵が設けられるなど南砺地方

の中心地 として発展する。また巡見使道など陸運,小矢部川,大井川などを利用した舟運の要所とな

っていく。ことに梅原胡摩堂遺跡が所在する梅原・宗守一帯は古 くから交通の要衝であり,中世には

山田郷の中心地 として栄え,近世～明治初年までは城端御蔵の中出御蔵が置かれていた。近世には加

賀藩の支配下におかれた砺波平野一帯は,米の生産力が全国有数のものとなり,加賀百万石 と呼ばれ

る要因にもなった。福光町の中心地 としての役割はさらに高まりをみせ,砺波平野は現在もなお全国

でも有数の穀倉地帯であるが,そ こに広がる散居村は中世以降の平野開発に伴って形成されたもので

ある。

以下,時代を追って,梅原胡摩堂遺跡周辺の歴史と代表的な遺跡を紹介していく。

A 旧石器時代

この時代の遺跡は,小矢部川上流の立野ヶ原台地一帯に最 も集中している。一般に洪積世に形成さ

れた河岸段丘や丘陵上に立地し,高位段丘面に集中する傾向にある。羽在のところ立野ヶ原台地での

最古の遺跡は西原C遺跡で,その他ウワダイラ IoL遺跡・西山C遺跡 。中台B・ D遺跡など多くの

遺跡が集中し,地点を変えながらも連綿と営まれている。

西原 C遺跡 (地図 No.273,第 4図,文献13)

立野ヶ原台地の南東隅に位置し,標高が235m～ 237mを 測る北北東に伸びる細長い丘陵上に立地す

る。旧石器時代に属する2つのユニットが発見された。出土層位 と石器群の特徴は類似しており,同

一時期に形成されたものと考えられる。両ユニットとも石器の製作跡的色彩を持つが,ナ イフ形石器・

彫器・揉錐器 。肖U器・局部磨製石斧など,看器の器種はほぼ出揃っている。

ナイフ形石器の特徴 とともに,石器組成に局部磨製石斧があること,定形的な掻器がない,さ らに

分断手法によるナイフ形石器が少ないこと,石器の出土層位が相対的にではあるが,よ り下位にある

ことなどから,こ の石器群は凱左のところ立野ヶ原遺跡群中最古の旧石器時代文化に位置づけられる。

立美遺跡 (地図 No.144,第 4図,文献46)

立美遺跡は立野ヶ原台地内でも3カ 所ある大きな開析谷の西側にあたり,長 く南北に伸びた丘陵先

端部,標高192m～ 194mの所に立地する。調査の結果,旧石器時代,縄文時代草創期～中期初頭,古

墳時代初期の遺物が確認された。

旧石器時代終末期に近い尖頭器文化期に属 し,丘陵中央部から東側平坦部を中心 として, 4カ 所の

ユニットを検出した。いずれも石器製作に関連 したユニットで,被熱した黒曜石から3ユニットに炉

の存在が推定される。石器の器種は尖頭器・先刃型掻器・掻器・揉錐器・彫器・スポール・ナイフ様

石器に分けられ,なかでも彫器は尖頭器の出土遺跡でも類例が少ない。石材では信州和田峠産の黒曜
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第 4図 西原 C遺跡出土遺物 (1～ のと立美遺跡出土遺物 偲～1の



石が85%以上を占め,流紋岩は揉錐器に,頁岩は彫器にと器種による石材の使い分けが認められる。

B縄 文 時 代

縄文時代になると,旧石器時代からの立野ヶ原台地に加え,平野部に面づ
~る

丘陵や段丘面のほとん

どに遺跡が分布するようになる。また平野部にも中期・後期・晩期の遺跡が確認されている。これら

はいずれも隆起扇状地といわれる洪積世の河岸段丘面に位置する。

草創期の遺跡は県下では未発見であるが,僅かに   
ひがしとの

福光町東殿遺跡の石槍などからその存在を知りう

る。早期の遺跡には,数少ない隅丸方形の竪穴住居跡を検出した城端町神リ
セ」ゞ ら

ひとば                        
日原A遺跡,楕円形押型文

土器が出土す る人母 シモヤマ遺跡がある。前期のi     
せ   ひとぼし

竃蓉遺跡があるが,遺跡の貴跡には五瀬遺跡 。人母カ
たけばやし

数は少ない。中期になると,平野部でも竹 林遺跡・徳成遺跡 。宗守遺跡なとデ遺跡が確認されるように

なり,後・晩期には,後期の五瀬遺跡・晩期の天神 B遺跡・福野町の安居丈
いのくち                          

艶跡 。後期の標識遺跡であ

る井口村の井口遺跡など遺跡が増加 し,段丘下の平野への生活の場の進出を窺わせる。

うずら山遺跡 (地図 No.200,第 5図,文献14)

梅原集落の南西,県道金沢一井波線沿いの浄土真宗以速寺裏に所在する。小矢部川の浸食を受けて

できた河岸段丘が南西から北東に続き,こ の段丘上,縁辺部より少し離れたところにあり,標高約80

mを測る。付近で現在も湧水がみられる恵まれた環境にあり,遺跡全体 としては相当の規模が推定さ

れ,先人が断続的に生活の場 としたことが窺える。発掘調査の結果,遺構 として住居跡 1棟 と穴 1基

を検出し,遺物 としては土器,大のものと思われる牙が出土した。

住居跡の規模は長軸約5.4m,短軸3.8mの楕円形プランで,中心に炉をもつ。床面は平坦でほぼ水

平,黄褐色粘上の貼 り床部分があり,厚さ 3～ 5 cm測 る。床面で16個の穴を検出した。このうちPl

～P9が掘 り方から柱穴と見られ, 9本主柱のXY型プランが考えられる。炉には 3個の平らな石を

敷 くように置いている。いずれも上面に火の熱を受けた痕跡が認められるが,周囲の土は焼けておら

ず炭化物を含む。住居跡覆土中からは,土器,石器が数′点づつ出土している。

住居跡とその周辺から縄文時代前期中葉～後葉の土器が多く出土した。他に,縄文時代中期前葉～中

葉,後期中葉,晩期前葉と古墳時代及び奈良～平安時代の土器が僅かにみられる。前期中葉の土器は

蜆ヶ森式及びそれに並行する時期の上器で,本遺跡の主体を成す土器群である。北陸独 自の上器形式

といわれ,日 縁部に口縁に平行な数条の隆起線文,胴部に羽状線文または斜線文を施す。

石器は住居跡を中心にかなり広範囲に出土した。石器には石鏃・石槍・石匙・打製石斧・擦石・凹

石・石錘 。磨製石斧・祗石・敲石・石錐・石刀・黒J片 などがある。このうち石鏃・磨製石斧が多い。

かなりの手J片 と,未成品があり,現地での石器の製作を暗示している。

西原 A遺跡 (地図 No.274,第 5図,文献13)

立野ヶ原台地南東隅の,標高238m～ 242mを 測る丘陵上に位置する。検出された遺構は住居跡 1棟 ,

土坑である。住居跡の規模は4.6m× 4.6mで,平面形は南東辺を底辺とするかまぼこ形をなす。柱穴

は壁の60cm～ 80cm内側をめ ぐり,7本主柱XY型の配列 となる。西側の壁の内側には高さ約10cm,

幅約60cmのべ ノヽド状遺構が認められる。炉はほぼ中央に構築され,11個の転石が主体の石組炉である。

平面形は長方形を呈し,床面を若千掘 りくばめて炉石を設置している。

遺物は旧石器時代末ないし縄文時代草創期に属する尖頭器をはじめ,縄文時代中期後葉にいたる 6

時期の石器,土器が出上した。中でも住居跡の床面から出土した中期後業の鈎手形土器は出土例 も数

少なく,こ の住居跡の性格を暗示する資料であると考えられる。

安居五百歩遺跡 (地図 No.17,第 6図,文献51・ 59)

刀
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福野町西部の安居地区に所在する。小矢部川左岸の丘陵麓台地上にあり,周辺にも多くの遺跡があ

る。遺跡は台地上全体に広が り,年代 も縄文後期の他弥生末,奈良・平安～中世の長期にわたるもの

である。縄文時代の遺構である穴 7基は谷部に集中して検出された。

出土した土器は後期初頭のいわゆる気屋式に比定できるもので,その前後の資料を含まない単純な

時期様相を示 している。谷部に一括廃棄された土器群 と谷部周辺の上坑内から出土したものであり,

今後の上器編年を組み立てる上でも基準資料 となりうるものである。同時期の石器には石鏃,石匙,

打製石斧,石製容器,擦石,凹石,石錘,磨製石斧,敲石,祗石,石刀,石冠があり,中期末葉 と同

様に打製石斧と石錘の割合が高い。石錘については糸掛けの作 り出し前の未成品がいくつか出土して

おり,集落内での石錘製作の実態を示す数少ない例であろう。

第 6図 安居五百歩遺跡出土遺物
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C 弥生時代・古墳時代

このころには,小矢部川左岸にも遺跡の分布がみられるようになり,福野町五百歩遺跡,安居遺跡

などの存在が知られている。福光町では月ヽ院瀬見野地島遺跡のみであり,大型蛤刃石斧 1個 と土器片

が出上している。この時期の遺跡は平野部に近い谷水の流れ出るところに立地する傾向にあり,よ く

似た条件の地で今後更に新たな遺跡の発見があることが期待される。

古墳時代の遺跡は小矢部川左岸に多くみられ,福岡町から福野町にかけての月ヽ矢部川左岸段丘上に

は多くの古墳が立地する。特に小矢部市埴生地区には 4世紀初め頃とされる谷内16号墳, 4世紀中頃

で県下最大級の関野 1号墳,墳丘に埴輪を巡らす 5世紀末頃の若宮古墳などの前方後円墳や大型円墳

が集中している。しかしその上流で確認されている遺跡は梅原安丸 Ⅲ遺跡など僅かである。

梅原安丸Ⅲ遺跡 (地図 No.187,第 7図,文献24・ 34)

検出された遺構は古墳時代の竪穴住居跡 1棟である。平面形は隅丸方形で,規模は南北軸5.Om,東

西5.6m,周壁下で南北4.4m,東西5.Omで,東西にやや広い隅丸方形となっている。柱穴は 4本主柱

で,直径25cm～ 30cm,深 さ40cm～ 50cmである。柱穴の間隔は Pl― P2-P3-P4-Plが それぞれ1.7

mで,柱穴間を結んだ線は正方形となっている。住居跡の主軸はN-26.5° 一Wである。周壁の下には

幅50cm,深さ 5 cm～ 10cm前後の溝がほぼ全周し周壁溝と考えられる。炉及び篭は検出していない。

出土遺物には縄文土器,住居跡出土の上師器・祗石がある。住居跡の遺物のほとんどが床面から若

干浮き上がっており,住居廃絶後に若千の時間を経過 して一括投棄されたと考えられる。器種は甕・

高杯・椀・鉢がある。黒色処理の盛行が認められない,須恵器の欠如等から, 3様式 I期 (田 鳴1991)

に併行 と考えられている。しかし椀の中に 1′点ミガキ手法が認められ, 4様式 I期に近い様相 も認め

られる。また,縄文土器については後期後半に帰属するものが大半を占める。

D 古   代

奈良時代になると砺波郡が置かれ,平野の開発が進み東大寺の墾田地が占有されるようになったこ

とが,今 も東大寺に残る「越中国砺波郡伊加流伎野地開田地図」,「越中国砺波郡石粟村官施入田地図」,

「越中国砺波郡井山村墾田地図」,「越中国砺波郡杵名蛭村墾田地図」によって明かである。開墾にと

もなう条里制の遺構は,小矢部川左岸に比較的まとまって確認されたが,砺波郡全体の条里に関して

は諸説あり定まっていない。

このころの文献『続 日本紀』の天平19年 (747)9月 2日 の条には,利波臣志留志が東大寺の大仏造

立の資金 として,3000碩の米を奉納 したので,外従五位下の位を授けられたとあり,さ らに『続日本

紀』の神護景雲元年 (767)3月 20日 の条には,志留志が墾田100町を東大寺に献 じ,外従五位上に昇

叙されるとともに,越中貝外介に任 じられたとある。この利波臣志留志とは砺波郡を治めた地方豪族

であるとみられ,こ の頃既に砺波平野が有数の穀倉地帯であったことが窺われる。

小矢部川左岸では条里制の遺構が確認され,重要な陸路であった北陸道が整備されていたことが最

近の発掘例からも明かになってお り,発展が推察される。これに対 し梅原胡摩堂遺跡周辺の南砺平野

では条里制の遺構は未確認で,確認された遺跡も極僅かである。しかし「越中国官倉糸内穀交替記」に,

平安時代中頃には川土地方 (福光町を含む砺波郡南部の一帯で,小矢部川と庄川の合流′点を中心とす

る,小矢部川上流地帯のことを指すと考えられている)にかなり大きな官倉が群立していたとある。

また「利波臣古墳」や「記塚」といった遺跡が存在することからも,南砺平野での開発もかなり進ん

でいたことが推察できる。

安居・岩本窯跡群 (地図 No.14,第 8図,文献1)

2F



2

ゝ
Ｗ
ツ
ト
駒

11

12

3

謙  
出

`む

2罐

露 蝸 4

|十

三二
:0

正 三 二 上 二 聖 当 52

c=三三:三三ΞΞこと三三三」____三二二三二Jと当ョ田53

4

▼   「
~万

こ

＼＼＼、ェ_____!―――こ聾日|"'レ 58

鮎

~59

〔
民
〒

三
=三

三三三三二三三三三
十

~~~        4

61重:鶴ま
と1血 1

＼__ヒ

と±0側

'51の
み)

―

0             10cm(50.

…
0

第 3図 安居・岩木窯跡群出土遺物 (1～ 9:安居ロノ部い2号窯,10～ 20:安居大堤窯,21～ 29:ぐ み谷奥窯)と

古館遺跡出土遺物は0～ 6分

必



2

⑤93

磁 オ
第 9図 記塚実測図・表面礫分布図 (左上図)と 出土遺物 (1～ 0

%

1



福光町と福野町の境に位置する。医王山から北にのびる蟹谷丘陵の東側斜面にある,大小の開析谷

の南北約 2 km,東西約1.5kmの範囲で,標高約100m前後に位置する。小矢部川左岸の丘陵確認され

ている多くの窯跡群のうち,最南に位置する。窯豚群は安居支群 と岩木支群に分かれ,安居支群には

北からロノ部地区のい 2号窯を含む 2基,大 堤窯 2基,中野山窯 4基があり,岩木支群には北から北谷

窯 3基,中宮谷窯 1基,尻広谷窯 1基がある。現在のところ最古の窯跡は 7世紀中頃の安居い 2号窯

であるが,近接するロノ部に号窯からは,更に遡る7世紀前半 と比定される須恵器が出土すると伝え

られている。その後時期が空き, 8世紀前半～後半にかけて岩木尻広谷窯,安居大堤窯などが次々と

操業を行い最盛期を迎える。しかし, 9世紀前半にはぐみ谷奥窯を最期に生産は終焉を迎える。

大堤 1・ 2号窯は,谷の斜面を利用した トンネル状で,わずか1.5mの 間隔で作られている。 1号窯

に次いで 2号窯が操業 し,2号窯については 3度の操業が確認されている。操業時期は 8世紀前半～中

頃であり,2号窯からは奈良時代 としては全国でも例のない環状台付瓶や特殊な形の須恵器が出上し,

製品の供給先として寺院などが考えられ,寺家廃寺跡との関係が注目される。

古館遺跡 (地図 No.82,第 8図,文献53)

小矢部川左岸の河岸段丘上,標高130mに 立地する。昭和49年 の発掘調査により古代後半の遺跡であ

ることが判明した。検出した土坑は 9基で,覆土 。遺物の出土状況からゴミ穴と考えられる。出土遺

物には土師器・須恵器 。木製品がある。土師器には皿 。椀・羽釜・鍋があり,羽釜・鍋には煤が付着

している。須恵器には杯蓋・杯・壺・双耳瓶・甕がある。遺物の時期は,須恵器は 9世紀前半と9世

紀後半～10世紀前半のものに,土師器は10世紀後半～■世紀初めと11世紀中頃～■世紀末のものに分

けられる。医王山の麓で10世紀～11世紀代の遺跡が確認されたことは,砺波平野における石黒荘の開

発 との関連からみても興味深い。

記 塚 (地図 No.26,第 9図,文献53)

福光町岩木に所在 し,小矢部川左岸の北谷と中宮谷との間の丘陵頂部に位置し,標高約135mに立地

する。非1波神社奥の院 (本殿)の背後にある経塚であり,明治44年 に遺物が発見された。出上した遺

物は銅製経筒の断片 1個分 と銅製の和鏡の破片 1個分,鉄刀の破片 1個分,ガラス玉及び経筒を入れ

た陶製外容器の壺,そ の蓋と考えられる片口鉢が発見された。経筒は底板の破片から復元径約14cm,

高さはその 2倍程度 と推定されている。和鏡は松鶴文鏡あるいは松双鶴鏡 と分類される鏡式で,径約

10.3cm,厚さ6 mmを測る。外容器の壺は口径21.5cm,高 さ約30cm,最大径約31.5cm,底径13cm

を測る。体部外面に右下が りの平行叩き目,内面に同心円文あて具痕を残し,外底面には本の葉痕が

ある。須恵器の製作手法を一部残す珠υHの最古段階 (12世紀第 3四半期)と みられる。片口鉢は推定

復元で日径約26cm,器高約11.5cmである。こ

れら経塚埋納品の年代については,鏡,経筒の

特徴は12世紀中葉以前からあってもよく,外容

器の壺が12世紀前半代 とする見方もある。

遺物が出土したのは第 9図のように径約 9m,

高さ約1.5mで,頂部の平坦面長径が約4.5mの

塚である。この平坦面の大部分に径 5 cm前後の

偏平な小礫が多く分布 しており,一年一石経の

可能性も推定されたが文字のあるものは検出さ

れなかった。 宗 守 城 近 景
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築造時期の近い若宮遺跡第1号墓のように,塚表面に厚 く小礫を敷きつめていたとも推定される。

E 中   世

奈良時代に泰澄により開山されたと伝えられる医王山は,密教的な修験道的な内容をもつ山岳信仰

の拠 り所 となった。医王山には寺院や僧堂などが置かれ,その周辺には集落が形成されていったと考

えられ,それを裏付けるように医王山とその麓には中世の遺跡が点在するようになる。また奈良時代

から開発が進んだ平野部には,砺波臣の子孫と伝えられる地方豪族石黒氏の根拠地,石黒庄が広が り,

開発はさらに南へ と進められた。梅原胡摩堂遺跡が立地する山田川と大井川に挟まれた地帯は,低位

段丘で比較的安定した地であったらしく,宗守城跡をはじめとする土豪屋敷地跡が点在 し,大規模な

集落であったことを窺わせる遺跡が集中している。

宗守城跡 (地図 No.202,文献52・ 53)

福光町宗守に所在 し,永正 3(1506)年に越後の上杉九郎房義の家臣,小林壱岐守が守備 した城跡

と伝えられる。宝暦14(1764)年の『古城塚山跡寺社古跡等書上帳』によれば,南北150間,束西25間

～45間 の広さで土塁も残っていたことがわかる。現在神明社があり,南・西・北に残る土塁は部分的

に原形を保っていると考えられる。周辺からは多数の五輪塔が出上しているほか,神明社には珠洲・

和鏡などの遺物が保管されており,鎌倉時代には既に何 らかの施設があったことを示唆する。

井口城跡 (地図 No.222,第 10。 ■図,文献■)

赤祖父川左岸の標高108m～ 110mの水田地帯に位置する。発掘調査により検出した遺構は堀,井戸,

穴,掘立柱建物,溝である。堀は上幅 5m～ 8m,底 幅 3m～ 4m,深 さ2m～ 3mの規模で,底

が平らな箱堀である。井戸は素掘 りのもの,板組のもの,石積みのものがあり,板組,石積みは各 1

基,多 くは素掘 りものである。掘立柱建物は 2間 ×1間で,長さ4.5m,幅 2.25mの規模であるが,時

期不明である。遺構の時期は出土遺物から13世紀後半～14世紀と,15世紀の時期に大きく分かれる。

また 2つの郭が発見され, 1つは東西90m,南北58mの規模で,堀は北側を幅16m,南側を幅25m,

東側を幅7.6m,深 さ2.8mに 掘 りあげ,西側は自然の川を利用 しており,城の主郭となるものである。

他の 1つは,主郭の東側につ く「ニノ郭」で,東西21m,南北45mの大きさである。

遺物は奈良 。平安時代 (8世紀後半～ 9世紀前半),鎌倉・南北朝・室町時代 (13世紀～16世紀),江

戸時代のものが出上している。奈良・

平安時代の遺物は少なく,遺構 も確

認されていない。中世の遺物には,

土師器・入尾・珠洲。越前・瀬戸美濃・

中国製陶磁器・木製品・金属製品・石

製品・植物種子などがあり,鎌倉時代

から室町時代 (13世 紀前半～15世 紀

後半)に 位置づけられる。江戸時代の

遺物には,越 中瀬戸・伊万里がある力ヽ

量は少なく遺構 も判然としない。

伝安楽寺跡 (地図 No。 197,第 12図 ,

文献27・ 52)

福光町梅原に所在する伝承地で,

現在その地には塚がある。塚の中央

側

伝安楽寺ntt近景



iヽ

ｑ

Ｈ

川

Ｈ

Ｈ

Ｈ

込

一

♀          ,         14伽

初

〔ユ三EE:三三三二E三二三三二二
=三

三こE二三三二EE三三二三三三三:三二Ξ三二こ三二三三二Ξこ三三二三三三[〕           4

第12図 伝安楽寺跡実測図・石碑拓影 (つ 及び周辺出土遺物鬱～4:正円寺蔵)



＼寡戸 /
▼ ¬緒

象

漸 一 フЪ

＼
＼
く正三土_ェデカ

ク
21

ノK潔
:三二三二

とこ三:こととどさ�く
、、9

1    4

簸働 ‐７
◎

①
３６

第13図 梅原安丸遺跡出土遺物 (1～ 10と 寺家新屋敷館跡出土遺物 (11～ 39

92



には桑,周 りには椿や欅が生え,青葉の季節にはこんもりとした様相を呈し,周囲の水田地帯からは

区画されている。塚上には第12図の石碑や五輪塔の地輪,水輪のほか小礫が,西側斜面には人頭大か

ら拳大ほどの礫,東側には長さlm前後の石,更に塚の周辺には 2m前 後の石がある。安楽寺は北山

田村梅原に所在 し,廃寺 となったと伝えられるが詳細については不明である。近世に梅原村となるこ

の地には,承元3(1209)年 に創建されたと伝えられている以速寺が昭和初期まであったという。今回

発掘調査対象地内となり,本調査に先立ち測量調査をおこなった。その結果,推定復元で東西約6.4m,

南北約7.2m,比高約 lmの 方形の塚状を呈すことが明かとなった。

また伝安楽寺跡周辺出土と伝えられる碧と飯食器が福光町正円寺にある。碧は 2個の鉦に組み組を

通して碧架に吊り,撞木で打って鳴らすもので,現在も使用している。黒深緑色の青銅製でへの字形

を呈し,二羽の孔雀と花の文様が両面に鋳出されており,花が撞座になっている。文様は擦れてやや

不鮮明であるが,片面の花は月ヽさく, もう一面の花は大きく開いている。飯食器は杯部口径がほぼ同

じで,器高が異なる。器形は鉄鉢形と支台形を一体 とした形で,浅鉢形に腰が締まり,裾広が りの高

脚に紐帯を巡らすだけの素文である。杯部 と脚部は溶接 してお り,内面に熔接痕がみられる。これら

は一般に使用されるものより大きいことから,寺院に関係 したものと考えられる。

梅原安丸遣跡 (地図 No。 184,第 13図,文献24)

梅原胡摩堂遺跡の西側に近接して立地する梅原安丸遺跡群を構成している。東海北陸自動車道建設

とほ場整備事業にともなう発掘調査が行われた。ここでは後者についてのみ取 り上げる。

調査対象となったのは梅原安丸遺跡の中央部分にあたり,調査の結果竪穴状遺構,井戸,溝,池状

遺構が検出された。出上した遺物は土師器,珠洲の鉢・瓶子,越前,瀬戸美濃,下駄,漆器椀,石臼,

五輪塔,石鉢などで,その年代は15世紀～16世紀にかけてのものである。

当財団が発掘調査 した梅原安丸遺跡からも中世から近世の川閉,溝,土坑が検出されている。

寺家新屋敷館跡 (地図 No.5,第 13図,文献 3・ 58)

寺家新屋敷館跡は砺波平野の扇央部に位置する福野町指定の史跡で,南北朝の平地城館 としては県

内初の面的調査がおこなわれた。調査の結果,土塁を巡らした単郭方形の館であることが確認された。

館の規模は約68m× 50mを測 り,土塁の外側には幅 5m～ 7mの堀がある。また館の東西の上塁に出

入日とみられる開口部を確認した。東側が中央部,西側は土塁を復元すれば郭の南西隅に設けられて

いることから,東が正面,西が裏の出入口に当たると考えられる。

遺物は土師器,珠洲,越前,瀬戸美濃,唐津,伊万里,中国製陶磁器,上師質火合,木製品,石製

品などがある。遺物全体からみれば15世紀以降のものが主体であり,館の出現もその頃と考える。

F近 世 以 降

砺波平野での開発は加賀藩の支配下でさらに進み,用水路等の濯漑の充実によって生産量は加賀百

万石を支える要因ともなった。寛文■ (1671)年には,加賀藩の御蔵が福光村に設けられ,近村から

の米の集荷所 として南砺地方における中心市街の一つとなった。旧福光町に御蔵 と町蔵が 3棟,宗守

に御蔵 1棟,下野村に御蔵 1棟があり,米は舟運によって運搬され,福光御蔵は小矢部川,宗守御蔵

は山田川,下野御蔵は大井川にそれぞれ舟着場をもっていた。また宗守は高岡から城端に至る巡見使

道において,福光または井波へ分岐する交通の要衝 として栄えた。現在も残る梅原・宗守一帯の明治

時代の絵図では散居村の様相を呈するとともに,第 14図 に示すように「寺家」「大門」といった字名が

みられる。また今 も梅原地内には「胡摩堂」「加賀坊」「安楽寺」 といった小字名が残っており,こ れ

(田 中道子 )らは中世まで遡った当地の様相を今に伝えるものであると考えられる。

岡
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第14図 宮山県北山田村・梅原・宗守・小杉区の字界と宇名 (縮尺約12,800分のう

(富 山県北山田村梅原小杉E劃整理現形図・同宗守E劃整理現形図より)
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第Ⅲ章 梅原胡摩堂遺跡
1 遺跡の概要

A 概   要

遺跡の時期は,縄文時代,奈良・平安時代,中世,近世,近代に大きく分かれる。縄文時代,余良・

平安時代の遺構は散発的で,遺物量も少ない。主体の時期は中世から近世初頭で,規模を縮小しなが

ら18世紀まで存続する。

縄文時代 遺構は土坑 4基のみである。包含層が存在する遺跡北側に散在する。遺物は包含層出土

のものがほとんどで,縄文土器,石斧がある。石斧は打製石斧が多い。

奈良。平安時代 溝 1条,土坑 1基を検出した。遺構検出面は中世面とほぼ同じ面である。遺物は,

上坑から土師器甕と県内では珍しい暗文土器が出土しており,周辺からは緑釉陶器も出上している。

中世 遺構の時期は,大きく中世前期 (12世紀中頃～14世紀)と 中世後期 (15。 16世紀)に分けら

れる。その分布は中世前期の遺構は遺跡の北側,中世後期の遺構は遺跡の南側を中心とするいう状況

が見られる。遺跡の中心が北から南に移って行った状況がわかる。

中世前期の遺構には,掘立柱建物,溝,井戸,上坑,土墳墓,石組遺構,集石遺構,供養関連の上

坑,畝状遺構がある。掘立柱建物は,ほ とんどが総柱建物で4間 ×9間 といった大型総柱建物も見ら

れる。これらの建物や土坑群は,幅が狭く浅い溝や,断面が逆台形状の深い溝, 自然河川によって区

画されている。井戸には,円形の素掘井戸と方形の木組井戸がある。土坑には方形,円形のものもあ

るが不定形のものが多く,遺構の性格がわかるものは少ない。方形のものには,建物に伴うと考える

竪穴状土坑がある。特殊な遺構としては,火葬炉ど推定される石組遺構,集石遺構,畝状遺構,土獲

墓,板塔姿が出上した供養関連の上坑などがある。

中世後期になると,大規模な総柱建物はなくなり,桁行 1間～4間 ×梁行 1間の側柱建物が中心と

なる。溝は区画の性格を一層増し,大規模なものが掘られる。井戸の検出量は,こ の時期になると爆

発的に増加する。ほとんどが素掘りの井戸で,曲物などの井戸粋が検出されるものは少ない。他遺構

の数に比べて多すぎるため,あ るいは井戸以外の遺構の可能性もあろうが,共同井戸から各戸別・使

用別の井戸が掘られるようになったことが窺える。上坑は,方形の明瞭なプランをもち内部に石組列

をもつものもあるが,不定形で浅い大きな落ち込みのような土坑も多い。

近世 中世後期の遺構の多くは近世初頭まで存続するが,明かに17世紀・18世紀の近世の遺構は散

左するにとどまる。16世紀末から17世紀初頭の遺構は,旧以速寺跡西側一帯にまとまる様相を見せる。

建物は,中世後期末になると梁行 1間の楕円形柱穴建物が出現する。この建物は時期が下るに従って,

柱穴が大型化,不整形化して方形竪穴状土坑とセットになるようになる。17世紀中頃以降になると石

列と貼床をもつ方形竪穴状土坑を伴う土台建物が出現する。溝のうち,旧橋本川や旧以速寺跡周壕に

相当する溝は,近代まで存続していたものと思われる。井戸はやはり素掘りの井戸がほとんどで中世

のものに比べて規模が大きくなり,覆土も砂礫が混じった暗褐色上のものが多い。土坑には石列を伴

う園池状遺構や,羽 口や対蝸が出土した作業場の性格をもつ方形の上坑などがある。

B 土   層

基本層序は, I層 ;表土・耕作土, 1層 ;包含層, Ⅲ層 ;地山である。表土・耕作土は暗褐色上で

厚さ20cm～ 60cm,包含層は厚さ10cm～ lmである。包含層は,中世の包含層であるI ab層 と縄文

時代の包含層であるI cd層に分けられる。遺跡が細長いので発掘した地区割りに従い概要を述べたい。
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A・ Al地区は I ab層が黒褐色上で厚さが平均約30cm, Ic層 は褐色土,ま たは暗黄褐色上で15

cm～ 20cmである。A2。 A3地区は I ab層が褐色土で20cm～ 30cm,A2地区では黄褐色粘質土の

Ic層の下層に褐色粘質上の ld層が見られる。また,A3地区の Ic層 は厚さ平均約35cmの黒褐色

粘質土となっている。A～ A3地区は全体的に包含層の依存状況は良好である。地山は暗黄褐色粘質

土で所によって粘質土層の下層の礫層が露呈する。

Bl地区は I層 が15cm～ 30cmの褐色土,褐灰色上の lc層が見られる所もある。 B・ B2地区の

1層は褐色土・黒褐色上が見られ,黄褐色粘質土の Ic層 は部分的である。地山は,A3地 区の南端

からBl地区・B地区の北側にかけては砂礫に青灰色粘質上が混じる層となる。一帯は湧水面が高 く,

竹製・木製の筒 。土管・石や粗柔などいろいろな種類の暗渠が縦横に走っている。 B2・ B3地区の

地山は主に黄褐色粘質土であるが,所によって旧河道の堆積のなごりか,樹枝状に砂礫土が露呈する

のが見られる。

CN・ CS地区の I層 は平均約20cmの暗褐色土,Cl・ C2地区では約10cm～ 15cmの 黒褐色土で

C3地区にいたってはほとんど包含層はない。地山は責褐色粘質土である。C2地区は,工場建設に

伴う攪乱,及び回場整備の削平を受けており包含層の依存状況は極めて悪い。特に南東部は黄褐色粘

質土がほとんど残っておらず,遺構 もほとんど検出されなかった。

C 遺構の記述について

初めに,各遺構の記載にあたり,用語・表凱方法等について,あ らかじめ述べておきたい。

遺構の記載は,ま ず遺構を時代別に分け,その中で種類別に遺構番号の若い順に記載している。時

代区分,略語,遺構番号,地区割 り,種類別の記載,遺構実測図については以下の通 りである。

時代区分

時代は,縄文時代,奈良・平安時代,中世前期,中世後期,近世,近代に分けた。縄文時代,奈良・

平安時代,近代については,遺構数が少ないので問題がないが,遺豚の中心の時期である中世前期 ,

中世後期,近世の時期区分については下記の通 りに分けている。

中世前期  12世紀中頃から14世紀

中世の初めは,国制史,政治史,土地制度史,文化史などでそれぞれ意見が分かれているが,考古

学的には11世紀後半から考えられる。東海北陸自動車道関連遺跡群は■世紀代は不明であり,12世紀

中頃から始まるので,本書においては中世の初めを12世紀中頃とする。富山県内の中世遺跡は,12世

紀後半から安定的に広がってくる。後期 との境を14世紀とするのは一般的な様本目である。

中世後期  15世紀から16世紀末

中世の終わりは,県内においては16世紀の末,越中瀬戸の操業開始と考えている。これは,越中瀬

戸が加わることによって,器種組成が近世的土器様相 となって くるためである。

近世 16世紀末か ら明治維新 まで

なお,中世前期 と後期にまたがるもの,ま たは中世後期から近世にまたがるものについては, どち

らかに分けるよう心掛けた。今回は遺構の内容を中心 としており,遺物を絡めた細かな時期区分につ

いては遺物編に委ね,本編では大きな時期区分のなかで遺構を検討した。

略語・用語

遺構の種類は,掘立柱建物・土台建物・棚 。溝・道路・井戸・土坑・土渡墓 。特殊な土坑がある。

これらの遺構については以下の略号を使用する。本文中・挿図・図版においては遺構番号の前にこの

略号を付 して記載する。
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SA棚 ・塀

SB 建物 (掘立柱建物・土台建物 )

SD 溝 (旧河道 を含む)

SE 井戸

SF 道路

SK 土坑 (柱穴 を含む )

SZ 土羨墓

SX その他 (石組遺構・集石遺構・畝状遺構等 )

遺構番号

遺構番号は,調査の際各地区毎に 1か ら通 し番号 を付けている。 このため,番号 を新たに付けなお

す と煩雑になるため,各地区の遺構番号にきりのいい数字 を加算 した遺構番号 を利用 した。各地区の

調査で使用 した遺構番号 と本書で使用 した遺構番号の汁応は,以下の通 りである。

地区名 各地区遺構番号  遺構番号    地区名 各地区遺構番号 遺構番号

A             l～ 645 1～ 645

701-2101

B2N

B2Al

A2

A3N

A3S

1～ 1401

1～ 781

1～ 361

1～ 851

1´-848 5001-5848

1-1134       5901´ -7034

2201～ 2981    B3(B4含 む)1～ 1055    7101～ 8155

Bl(H2) 1～ 215

Bl(H3) 1～ 193

B       l～ 137

3001～ 3361    B3W

3401～ 4251   CN

4301～ 4515    CS

4601～ 4793    Cl

4801～ 4937    C2

C3

1～ 183       10101-10283

1～ 196       10301-10496

四   三

桁行 (長軸 )

1～ 611

1～ 114

1～ 196

1～ 620

8201‐ψ8811

8901Ⅲヤ9014

9101-9296

9301-9920

なお,掘立柱建物,概・塀,道路については,他の遺構 とは別に 1か ら通し番号を付した。

地区割

遺跡が南北に長いため,大まかな位置を示すために,調査地区名 とは別に遺跡をA,B,C地 区の

3地区に分けて記載を行うこととした。その地区割については以下のとおりである。

A地区  X320Y100と X320Y90を結ぶ線より以北の地区 (A・ △ 1・ A2・ A3N・ A3S一部

除 く)

B地区  A地 区の南か ら県道金沢・井波線 までの地区 (A3S一部・Bl(H2)・ Bl(H3)・

B・ B2N・ B2・ B3・ B4・ B3WoCN)

C地区  県道金沢・井波線以南の地区 (CS,CloC2・ C3)

掘立柱建物の記載について

掘立柱建物は,『平成宮発掘調査報告Ⅶ』を参照にしなが

ら以下の用語の定義付けをもとに記載をすすめている。

①柱間の数や棟方向にかかわらず建物の平面図の長軸を基

本として,建物の長軸を「桁行」,建物の短軸を「梁間」と

する。例えば桁行 3間,梁間 2間の建物は 3問 ×2間 と表

す。

②建物の棟方位は,真北から建物の長軸の方位を測る。そ N―
°々一W
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の角度から建物を「東西棟」と「南北棟」に分ける。

③「柱穴」とは,柱位置に遺存する穴の総称とする。

④「柱掘形」とは,掘立柱を据えつけるための穴のことで,「掘形埋土」とは柱根を固定するために柱

掘形にいれた上のことである。

⑤「柱根」とは,遺存している柱自体の下端部分のことであり,「柱痕跡」とは,柱掘形の中の柱根が

立ったまま腐り消えて空洞になり,そ こに上が流れ込んだもので,こ こでは柱根が抜き取られたもの

も含む。

⑥柱穴の規模は,遺構確認面から測った数値である。

⑦建物の面積は,長軸に短軸をかけた数値である。

③柱間の呼称は,『平城宮発掘調査報告�』にのっとり,桁行柱を漢数字とし,梁間柱を片仮名で表し,

東と南から数え始めることとする。

井戸の記載について

井戸の部分名称,お よび型式分類については,宇野隆夫氏の「井戸の分類」を援用している。

①各部の名称は地上の施設を「井桁」,地下壁面の施設を「井戸側」,底の施設を「水溜」とする。

②型式分類は井戸側の部位の構造で分類する。当遺跡には「素掘井戸」,「木組井戸」,「石組井戸」が

ある。

③井戸の断ち割り断面図において,地山の変化のわかるものについては,粘質土・砂質土・砂礫土・

粘土にわけてスクリーントーンで明示した。

④断面図内における小さな矢印 (←→)は現在の湧水面を表示する。

ここここここ∃粘質土 [ヨ尋:::露:]砂
質土

 影騒雷曇量藍縁砂礫土 置騒藍鸞麗雷謬粘 土
遣構実測図について

①全体図は, 1/200に 統一し,遺跡を北から重複させながら,35分割した。

②遺構の個別の実測図は,主に時期のわかる遺物が出土している遺構を抽出し,遺構別になるべく遺

構番号の若い順に版組をした。遺構断面図は平面図に対応するようにし,断面図のポイントは小文字

のアルファベットで示し,その上に標高を記入している。溝・柱穴は断面図のみ掲載し,溝の断面図

のポイントは全体図・ブロック図に示す。個別遺構の挿図の縮尺は,以下のとおりである。

出土状況図等

溝・井戸 。土坑・柱根断面図

大型土坑・土台立建物等

掘立柱建物

ブロック図

1 ///20

1ノ//40

1 ///80

1 ///100

1ノ//200

③覆上の注記については,土性は礫・砂・砂質土・粘質土・粘上に統一するようこころがけたが,土

色については観察者が異なるため統一できず,観察者の記録に従った。

④各遺構の断面図において,炭化物層のような特徴のある覆上が見られるときは,ス クリーントーン

を用いて表示した。                         (宮 田進一 島田美佐子)

注 1 宇野隆夫 1982 「井戸考」『史林第65巻第 5号』
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2遺  構

A縄 文 時 代

縄文時代の遺物が散左的に出土しているが,遺構は,皆無に等しい。遺構が確認できるのは,A2
地区,A3地 区,Bl地 区で,すべて土坑である。縄文時代後期～晩期に属する。なお,A2地 区の

X375～ 385Y100～ 110では,中世遺構確認面 (黄褐色粘質土)の下に,黒褐色上の縄文土器の包含層

があるが,遺構は確認できない。

上坑

A地区

2990号土坑 (S K2990,第 15図 )

X330・ 331Y96に位置する。長軸60cm,短軸50cmの円形で,深さ30cmである。中世遺構確認面の

下の灰褐色粘質土を掘 り込んでいる。覆土は,黄褐色粘質土,灰褐色粘質上で,わずかに炭が混じる。

出土遺物には,縄文土器がある。時期は,縄文時代後期～晩期である。なお,周辺を掘 り広げても,

遺構は他に確認できない。

B地区

4310号土坑 (S K4310,第 15図 )

X302Y96。 97で検出した円形の上坑である。東西方向の S D4306に 切られる。直径195cm,深 さ65

cmで掘形は悟鉢形状である。覆土はしまった黒褐色粘質上が主体である。この中から縄文土器 とクル

ミが約40個体出上しており縄文時代の貯蔵穴の可能性が高い。

4317号土坑 (S K4317,第 15図 )

X300Y94で検出した円形の土坑である。南北185cm,東西160cmのやや南北に長 く,深さ40cmで

底は丸い。覆土は S K4310と 同様にしまった黒褐色粘質上である。遺物の出土はないが, S K4310と

形態が似ていることから,同様な性格の上坑 と考える。

4650号土坑 (S K4650,第 15図 )

X295Y98'99で検出した長方形の上坑である。南北215cm,東西155cmを測る。上坑の上面はSD

4650bが重複する。北側は S D 4602に 削平され,南側に比べて肩が低い。床面はほぼ平坦で,深さは

南側で34cmである。覆土は砂礫の混じる茶褐色粘質上の単層である。覆土中から縄文土器が出上した

ため当期の遺構 としたが,遺物量が少ないためより新 しい時期の遺構の可能性もある。

(宮田進一 島田美佐子)

B 奈良・平安時代

この時代の遺構は溝 1条,土坑 1基を検出したのみである。遺物は包含層,遺構の覆上に混入する

が,量は少ない。

1溝

B地区

3402号溝 (S D3402,図版39)

X318～ 325,Y80～ 105付近で,東西方向に蛇行する溝。部分的にS D 3401と 重複する。両肩が確認

された部分での幅は100cm～ 300cm,西端では広がっており推定幅は700cm,深さ16cm～ 30cmを測る。

覆土は上・中 。下層の 3層に分かれ,上層は黒褐色で,やや粘質で炭化物・植物繊維を含み,中層は

黄褐色砂層,下層は細かい砂利を含む暗灰色砂層である。遺物は縄文土器,土師器の椀・甕,須恵器

の杯・蓋・壺・甕・横瓶,中世土師器,八尾の甕,珠洲の壷・甕・播鉢,越前の甕,瀬戸の碗,瀬戸

即
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美濃の皿,白磁の碗,青磁の碗,越中瀬戸の皿・橋鉢,唐津の碗,伊万里の碗,柱,宋銭 (景徳元宝)

が出上している。時期は 8世紀後半～10世紀初頭,13世紀～18世紀 と考えられ,新 しい時期のものは

切り合うS D3401か らの混入と考えられる。

なお,こ の溝の規模等については,第 5表の溝 (中世前期)一覧に掲載している。

(田 中道子)

2 土坑

A地区

800号土坑 (S K800,第 16図,図版39)

X473・ 474Yl■に位置し中世遺構検出面 と同レベルで検出したため,所々中世の柱穴に切られる。

平面形は,不整形で東壁の立ち上が りが不明瞭であるが,方形を呈するものと思われる。南北260cm,

東西280cm,深 さ5 cm～ 15cmを 測る。覆土は,黒褐色粘質上の単層である。遺物には,土師器・須

恵器・白磁がある。土師器は,在地産のハケメ調整の甕と京都系の上師器杯Aが出上している。甕は,

内外面ハケメ調整で,体部下半ケズリ調整の個体がある。杯Aは 内面底部に粗略化 したラセン暗文,

体部に一段斜放射暗文を施すもので,県内での出土例は少ない。時期は共に 8世紀半ば頃のものであ

る。 (島 田美佐子)

孵 観 需 地 区 平面形 規模 i摂 朧 i短 線 i深 覆   土 出 ■ 遺 物 続    考 時  期

S K790 S ¬形 息 駅 ヨ掲色粘質土 鐵 敏

& 景褐色粘質土 蚊 出器 クルミ 紋

看円形 よ 鶉 色粘質上 紋

K4650 S K50 3 鵠 色粘質土 肢 ?

S K100 明 色粘質土 土師器 須忘器 自磁・珠洲 L師器杯に暗文あり 8世紀前半
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C 中 世 前 期

中世前期の遺構には,掘立柱建物・溝・井戸・竪穴状土坑を含む土坑・土娠墓・集石遺構・石組遺

構・畝状遺構・板塔婆の出土した供養関連の遺構がある。南北約400mの範囲で,A地区に遺構が集中

している。時期は12世紀後半～13世紀・13世紀～14世紀 。14世紀～15世紀である。

1 掘立柱建物

中世前期の掘立柱建物は125棟が復元できた。しかし建物に復元できない注穴が多数あり,建物の棟

数が増えると考える。建物は総柱のものと側柱のものがあるが,前者が多い。分布はA地区に集中し

ている。建物は自然河川や区画溝の区域内に立地する。A2地区以北では12世紀後半～14世紀が多く,

A3地区では14世紀～15世紀のものが多い。なお,塀・概は近接する建物の記述の所で述べている。

A地区

1号掘立柱建物 (S B01,第17,18図 ,図版40・ 50)

A地区北側,X495～ 502Y96～ 102に位置する,5間 ×4間の南北棟総柱建物である。桁行12.54m×

梁行9.Om,平面積■3m2でぁる。水田の段によって削られているため,桁行が北に延びるかは不明で

ある。主軸はN-12° 一Eである。柱掘形は長軸39cm～ 56cm× 短軸35cm～ 50cm,平均47cm× 42cmの

円形である。深さは32cm～ 56cm,平均40cmである。掘形埋土は茶褐色 (粘質)上である。イ六柱穴

はS B03の 柱穴 と重なっているが,切 り合い関係は不明である。ハニ柱穴・二三柱穴はS B04,口 二

柱穴は S K08に 切られる。柱痕跡は,イ ーニ・口五・ハ五・ホ六柱穴から確認でき,直径15cm前後で

ある。イ三柱穴・ハニ柱穴から中世土師器が出土したことから,時期は12世紀後半～13世紀前半であ

る。なお,建物の西側に柱穴が 4基並ぶ棚 S A01がある。全長6.54mで,東から210cm。 225cm。 219cm

の間隔である。

2号掘立柱建物 (S B02,第 17・ 19図,図版40)

S B01に 重なるように位置する,3間 ×3間の南北棟総柱建物である。桁行7.92m× 梁行6.90m,平

面積55m2で ぁる。S B01と 同様,北側は水田の段で削られている。主軸はN-8° 一Eである。イ柱列

の柱穴は 2基確認できなかった。柱掘形は長軸35cm～ 54cm× 短軸30cm～ 43cm,平均42cm× 36cmの

円形である。深さは15cm～ 35cm,平均22cmである。掘形埋土は茶褐色 (米占質)土である。柱痕跡は,

イ三 。口三・ハ四・二三柱穴で確認でき,直径10cm～ 15cmである。遺物は出土しなかったが,周辺

の建物配置から建物の時期は13世紀であろう。

3号掘立柱建物 (S B03,第 17・ 19図,図版40)

S B01・ 02と 重なるように位置する, 4間 ×2間の総柱建物である。桁行8.58m× 梁行4.80m,平面

積41m2で ぁる。主軸はN-17° 一Eで南北に向く。口柱列が少しずれる。柱掘形は長軸25cm～ 48cm×

短軸24cm～ 46cm,平均42cm× 36cmの円形である。深さは平均40cmである。掘形埋土は茶褐色 (米占

質)上である。柱痕跡は,イ ーニ・ロー四・ハーニ柱穴で確認でき,直径約15cmである。口四柱穴か

ら中世土師器が出上したことから,建物の時期は12世紀後半～13世紀初めである。なお,建物の北側

には全長5.79m(東 から315cm。 264cmの 間隔)の棚 S A02があり,建物の東側は空地となっている。

4号掘立注建物 (S B04,第 17・ 20図 ,図版40)

X493～ 499Y93～ 98に位置する, 3間 (8.10m)× 2間 (4.65m)の総柱建物である。 S B01・ SB
05よ り新 しい。平面積38m2で ぁる。主軸はN-12° 一Eで南北を向 く。柱掘形は長軸32cm～ 51cm× 短

軸31cm～ 47cm,平均41cm× 38cmの円形である。深さは17cm～ 33cm,平均22cmである。掘形埋土

は茶褐色 (粘質)上である。柱痕豚は確認できなかった。遺物は出土しなかったが,時期はその他の

ワ



建物配置から13世紀であろう。

5号掘立注建物 (S B05,第 17・ 20。 21図,図版40)

S B04よ り古い東西棟総柱建物である。桁行 4間 (9.06m)× 梁行 3間 (7.50m),平面積68m2で ぁる。

主軸はN-78° 一Wである。柱掘形は長軸33cm～ 54cm× 短軸23cm～ 48cm,平均38cm× 34cmの円形で

ある。深さは■cm～ 28cm,平均20cmである。掘形埋土は主に茶褐色 (粘質)上で,地山土・灰褐色

土がわずかに混じるものもある。柱痕跡は確認できなかった。遺物は出土しなかったが, S B04と 同

様,時期は13世紀であろう。

6号掘立柱建物 (S B06,第 20。 21図 )

A地区北西端,X495～ 499Y491～ 493に ある,3間 ×2間の総柱建物である。桁行7.80m× 梁行4.92

m,平面積38m2で ぁる。主軸はN-11° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長軸40cm× 短軸36cmの円形

である。口四柱穴は23cm× 20cm,そ れ以外は37cm～ 44cm× 35cm～ 40cmである。深さは20cm～ 46cm,

平均34cmである。イ四柱穴の掘形は明確に把握できなかった。掘形埋土は茶褐色 (粘質)土である。

柱痕跡は,口 二柱穴だけに確認でき,直径約20cmである。遺物は出土しなかったが,その他の建物配

置から建物の時期は13世紀であろう。

7号掘立柱建物 (S B07,第 22・ 23図 )

X479～ 491Y101～ 109に ある,9間 ×4間の総柱建物である。桁行21.96m× 梁行 9。 48m,平面積208

m2の最大級の建物である。S B08よ り古い。主軸はN-12° 一Eで南北に向く。北側が水田の段のため,

桁行がもう1間延びるのかどうかは不明である。柱掘形は平均長軸48cm× 短軸43cmの円形である。

イ三六・口三柱穴は83cm× 74cm,そ れ以外は33cm～ 58cm× 24cm～ 54cmである。深さは18cm～ 54cm,

平均36cmである。北梁行の柱穴と南梁行のそれでは遺構確認面で30cmの高低差がある。さらに,柱
穴の底は北側では 8 cm～ 18cmと 浅 くなっている。ハ六。二六柱穴は溝状でつながっていると考える。

掘形埋土は黒褐色 (粘質)土か茶褐色 (粘質)上であるが,口 二～ハ四・二三四七柱穴のそれは赤掲

色土が僅かに混じる。柱痕跡は確認できなかった。イー三～八・ロー三四七・ハー四～六・二四五・

ホニ～五九十柱穴から中世土師器が出土したことから,建物の時期は12世紀後半～13世紀初めである。

なお,桁行 。梁行の各柱間は約240cm(8尺 )に近い。

8号掘立柱建物 (S B08,第 22・ 24図 ,図版41)

X480～ 486Y99～ 105に ある, 4間 ×4間の総柱建物である。長軸10.62m× 短軸9。 42m,平面積100

m2でぁる。主軸はN-12° 一E南北に向く。柱掘形は長軸32cm～ 58cm× 短軸20cm～ 46cm,平均39cm×

38cmの円形である。深さはハ三の9cm以外,18cm～ 41cmで,平均28cmである。掘形埋土は黒褐色

粘質土・茶褐色粘質土である。イニ 。口二三・ハー柱穴から中世土師器が出土していることから,建
物の時期は13世紀である。イニ柱穴とS K305と の切 り合いは不明であるが,柱穴の方が新 しいと考え

る。 S B07と 重なっているが,柱穴出上の遺物からS B08の 方が新 しいと考える。建物の西側はSD
302で区画される。建物の南側1.5mに はS A03(全長4.68m)が ある。建物の柱列上に乗るため,塀
になると考えられる。

9号掘立柱建物 (S B09,第22図,図版41)

S B08の 南側にある,2間 ×2間の総柱建物である。長軸5.34m× 短軸4.68m,平面積25m2で ぁる。

長軸の柱間は南から3.12m・ 2.22mで, 1間が 3mを 越えている。主軸はN-11° 一Eで南北に向く。

柱掘形は長軸38cm～ 49cm× 短軸30cm～ 39cmで,平均40cm× 35cmの円形である。深さは17cm～ 30

cmで,平均25cmである。掘形覆土は黒褐色土か茶褐色土の単層である。柱穴から遺物が出上しなか

寄



ったが,周辺の遺構から建物の時期は13世紀～14世紀であろう。

10号掘立柱建物 (S B10,第 22・ 24図,図版41)

S B08の東側にある,4間 ×3間の東西棟総柱建物である。桁行9,66m× 梁行4.92m,張 出を含めて

平面積60m2で ぁる。北桁行の二柱列は西から222cm。 276cm・ 240cm・ 228cmの柱間,南桁行のイ柱列

は222cm・ 252cm。 252cm。 240cmの柱間である。桁行の南北が同じ柱間でない。東側の梁行は柱穴が

確認できなく,北側に張出をもつ。主軸はN-78° 一Wで,S B07～ S B09に 直交する。柱掘形は平均

長軸41cm× 短軸34cmの円形である。二三柱穴は28cm× 22cm,そ れ以外は長軸33cm～ 56cm× 短軸30

cm～ 44cmである。深さは1lcm～ 40cm,平均26cmである。イ～ハーニ柱穴はそれ以外の柱穴に較べ

てわずかに小さい。掘形埋土は黒褐色土か茶褐色上の単層で,柱痕跡は確認できなかった。遺物は出

上しなかったが,周辺の建物配置から,建物の時期は13世紀～14世紀であろう。

■号掘立柱建物 (S Bll,第 22・ 25図,図版42)

X486～ 491Y94～ 100に ある,4間 × 4間の総柱建物である。S B12よ り古い。北桁行の柱列は東か

ら240cm・ 234cm。 270cm・ 204cm,南桁行の柱列は228cm。 228cm。 240cm。 252cmの柱間である。

東梁行の柱列は南か ら216cm。 192cm・ 258cm。 252cm,西梁行の柱列は252cm・ 240cm。 228cm・ 228

cmである。北・南・西の三方の柱列は長さ9.48mであるが,各々の柱間は相違う。東柱列の長さだけ

が9。 18mと 短い。平面積は88m2で ぁる。東西方向を主軸 と考えれば,N-83° 一Wである。柱掘形は平

均長軸43cm× 短軸39cmの円形である。ロー・二五柱穴は28cm・ 29cm× 26cm。 29cm,そ れ以外は38

cm～ 60cm× 28cm～ 45cmで,深さは13cm～ 32cm,平均25cmである。掘形埋土は黒褐色粘質土や茶

褐色粘質上で,地山土がわずかに混じる。ハニニ五柱穴から中世土師器 。白磁が出上したことから,

建物の時期は13世紀である。

12号掘立柱建物 (S B12,第 22・ 25図 ,図版42)

S Bllの 西側にある,5間 ×4間の南北棟総柱建物である。SB■より新しい。主軸は真北に向く。

桁行12.78m× 梁行9.30m,平面積■9m2でぁる。主軸は真北に向く。柱掘形は平均長軸53cm X短軸44

cmの 円形である。イー・ハ～ホー・口～ハ六柱穴は32cm～ 42cm× 24cm～ 35cm,そ れ以外は45cm～ 72

cm× 44cm～ 61cmである。深さは23cm～ 53cmで,平均36cmである。イ四・口二三・二四柱穴から

中世土師器が出上した。建物の時期は12世紀後半～13世紀初めである。建物の南側 と西側は広い空間

が見られ,東側に建物を区画する溝 (SD305)が伴 う。

13号掘立柱建物 (S B13,第26・ 27図 )

Al地区の北東隅,X480～ 485Yl10～ ■3に位置する, 3間 ×3間の総柱建物である。イ四柱穴か

らS B14よ り新 しい。長軸7.98m× 短軸7.58m,平面積58m2で ぁる。主軸はN-82° 一Wで南北に向く。

柱掘形は長軸42cm～ 66cm× 短軸32cm～ 43cm,平均50cm× 40cmの円形である。深さは平均30cmで

ある。イー・ロー・ハー三柱穴は36cm～ 44cm,そ の他は22cm～ 30cmである。掘形埋土は黒褐色粘質

土か茶褐色粘質上で,僅かに暗責褐色粘質上が混じる。イー・ロー柱穴から直径約17cmの柱痕跡が確

認できる。イ三・口二・ハ三柱穴から中世土師器が出上したことから,建物の時期は12世紀後半～13

世紀初めである。

14号掘立柱建物 (S B14,第 26。 27図 )

S B13よ り古い総柱建物である。 3間 (8.85m)× 3間 (7.26m)で,平面積64m2で ぁる。長軸の東列

は南から2.79m・ 3.39m・ 2.67m,西列は2,79m・ 2.79m。 3.27mである。二列 と二列の柱間に60cmの

筋違いがあり,間仕切 りになるのか。主軸はN-8°一Eで南北に向く。柱掘形は長軸30cm～ 44cm×
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短軸33cm～ 44cm,平均42cm× 33cmの円形である。深さは16cm～ 42cm,平均29cmである。間仕切

りの柱穴は他の柱穴と同じ大きさである。掘形埋土は黒褐色粘質土や茶褐色粘質上で,黄色褐色粘質

土が混じる。 S K1003が建物に伴うことから,建物の時期は12世紀後半～13世紀前半であろう。

15号掘立柱建物 (S B15,第26・ 28図 )

X478～ 481Y107～ 112に位置する, 4間 ×3間の東西棟総柱建物である。 S B16と 重複 しているが

切 り合い関係は不明である。桁行8.76m× 梁行 6。 78m,平面積は59m2でぁる。主軸はN-76° 一Wであ

る。四と五柱列の,ハ と二柱列の各柱間が,198cmと 他の柱間より少 し狭い。廂になる可能性がある。

柱掘形は長軸40cm～ 66cm× 短軸30cm～ 50cm,平均48cm× 43cmの円形である。深さは21cm～ 49cm

で,平均30cmである。南柱列の柱穴の深さは北柱列より約10cm深い。掘形埋土は黒褐色土か茶褐色

上で,黄褐色土が僅かに混じる。ハニ柱穴から中世土師器・珠洲,二二柱穴から白磁・青磁,ハ三・

二三柱穴から中世土師器が出上した。建物の時期は13世紀後半～14世紀初めであろう。

16号掘立柱建物 (S B16,第 26・ 28図 )

3間 ×3間の総柱建物で,S B15と 重複する。長軸7.32m× 短軸6。 78m,平面積50m2で ぁる。ハ とニ

柱列の柱間は198cmと 他の柱間より狭い。廂になる可能性がある。主軸はN-79° 一Wで東西に向く。

柱掘形は平均長軸52cm× 短軸44cmの円形である。ハ四・二四柱穴は77cm・ 70cm× 64cm・ 40cm,そ

れ以外は35cm～ 50cm× 20cm～ 49cmである。深さは平均29cmで,南柱列の柱穴だけ約10cmで浅い。

掘形埋土は黒褐色土か茶褐色上で,黄褐色上が僅かに混じる。柱痕跡は確認できなかった。口三柱穴

から中世土師器が出上したが,こ の建物か S B15の どちらに所属するのか不明である。また,S B13・

S B15と の切 り合い関係も不明である。建物の時期は明確でないが,13世紀～14世紀であろう。

17号掘立柱建物 (S B17,第 29。 30図 )

X471～ 480Y109～ 113に位置する,7間 ×4間の南北棟総柱建物である。桁行16.68m× 梁行9.60m,

平面積160m2で ぁる。 S B14・ 16・ 17・ 19。 20と 重複する。主軸はN-8° 一Eである。桁行の柱間は

240cmの等間隔である。柱掘形は長軸48cm～ 75cm× 短軸34cm～ 60cm,平均54cm× 48cmの円形であ

る。深さは28cm～ 47cm,平均35cmである。北・南柱列の地山面は20cmの高低差があるが,柱穴の

深さは約10cmである。掘形埋土は黒褐色土か茶褐色上で,黄褐色土が僅かに混じる。イ六 。イ七・ホ

ー～三柱穴の柱痕跡は直径15cm～ 20cmである。イ八柱穴の柱痕跡は一辺20cmの 四角形である。ハニ・

二四柱穴はS K784(13世紀)・ S K785(13世紀)を切る。イ五六・イ八・ハー・ニー五・ホ五柱穴か

ら中世土師器が出土した。建物の時期は13世紀である。なお,建物の東側に 3基の柱穴が並ぶ S A04

がある。南から249cm。 231cmである。東側が未調査なので,建物の一部 とも考えられる。

18号掘立柱建物 (S B18,第29図 )

X470～ 475Yl10～ 112に位置する,5間 ×2間の南北棟側柱建物である。桁行10.20m× 梁行4.44m,

平面積は45m2で ぁる。主軸はN-2° 一Eと 真北に近い。ロー柱穴は S D 786の覆土 (13世紀)の上面

でプランが確認できる。二五柱穴はS K800(8世 紀中頃)を切 り,ハ三柱穴はS B17の 柱穴を切る。

柱掘形は平均長軸51cm× 短軸45cmの円形である。イ三・ハニ五六柱穴は60cm～ 70cm× 52cm～ 54cm,

その他は38cm～ 50cm X 38cm～ 46cmである。深さは平均29cmである。ハ六柱穴は55cm,そ の他は19

cm～ 40cmである。掘形埋土は黒褐色粘質土・茶褐色粘質上である。柱穴から遺物は出上しなかった

が, S B17と の切 り合い関係から時期は13世紀～14世紀であろう。

19号掘立柱建物 (S B19,第 29・ 31図 )

X473～ 477Y103～ 110に位置し,西側が大きな攪乱穴で切られる。4間 (9.72m)× 3間 (7.20m)の総

巧



柱建物で,平面積70m2で ぁる。一柱列 と二柱列の柱間だけ,300cmと 広い。四方以外の柱穴は並びが

やや不揃いである。主軸は,N-81° 一Wで東西に向 く。柱掘形は平均長軸38cm× 短軸37cmの円形で

ある。二二柱穴は76cm× 68cm,そ の他は34cm～ 56cm× 28cm～ 46cmである。深さは平均30cmであ

る。イ三柱穴は 9 cm,イ 四柱穴は63cm,それ以外は26cm～ 35cmである。遺物は出上 しなかったが ,

建物の時期は周辺の遺構か ら13世紀～14世紀であろう。

20号掘立柱建物 (S B20,第31図,図版43)

S B19に 重なるように位置する,2間 ×2間の総柱建物である。長軸5。 10m× 短軸4。 20m,平面積21

m2でぁる。主軸はN-12° 一Eで南北に向く。柱掘形は長軸28cm～ 40cm× 短軸24cm～ 38cmで,平均

34cm× 30cmの円形である。深さは17cm～ 35cm,平均22cmである。掘形埋土は黒褐色土か茶褐色土

で,黄褐色粘質上が僅かに混じる。遺物が出上しなかったが,建物の時期は, S B19と 同じく13世紀

～14世紀であろう。

21号掘立柱建物 (S B21,第 31・ 32図,図版43)

X466～ 477Y101～ 107に ある, 8間 ×4間の南北棟総柱建物である。北西端を攪乱で大きく快 り取

られている。桁行19.92m× 梁行9.30m,平面積185m2で ぁる。主軸はN-12° 一Eで,S B18と 同じ向

きである。イニ三四柱穴との切 り合いからS B22よ り新 しい。地山面は建物の南・北で20cmの高低差

がある。柱掘形は平均長軸47cm× 短軸42cmの円形である。口六・ホ七柱穴は72cm× 48cm・ 58cm,

ホー柱穴は30cm× 30cm,その他は38cm～ 60cm× 34cm～ 50cmである。深さは平均35cmである。イ・

口・ホー柱穴は13cm～ 21cm,そ の他は22cm～ 46cmである。掘形埋土は黒褐色土か茶褐色上で,赤褐

色土がわずかに混じる。柱痕跡はイ七 。口三八・二五七・ホニ三柱穴から確認でき,直径18cm～ 22cm

である。イ八・ハ六七柱穴から縄文土器,ハ五柱穴から土師器甕 (8世紀),イ 五柱穴から中世土師器 ,

ハ六～七・ホ四柱穴から中世土師器が出上した。建物の時期は12世紀後半～13世紀前半である。

22号掘立柱建物 (S B22,第31図 ,図版43)

S B21よ り古い,4間 ×3間の南北棟総柱建物である。桁行10.14m× 梁行6.66m,平 面積68m2で ぁ

る。主軸は,N-8°一Eで S B21よ りやや北に向く。柱掘形は長軸39cm～ 50cm× 短軸27cm～ 45cm,

平均43cm× 36cmの円形である。深さは10cm～ 33cm,平均21cmである。掘形埋土は黒褐色土か茶褐

色上で,赤褐色土がわずかに混じる。柱痕跡はイ五・口二四・ハ四・二二柱穴から確認でき,直径15

cm～ 20cmである。遺物は出上しなかったが,時期はS B21と の切 り合い関係から12世紀後半～13世

紀前半である。

23号掘立柱建物 (S B23,第33図,図版43)

S B21に 重なる位置にある, 5間 ×5間の総柱建物である。主軸はN-19° 一Eで南北に向く。桁行

■.52m× 梁行10.80m,平面積124m2で ぁる。短軸の一柱列は東から210cm・ 198cm・ 204cm・ 204cm・

264cm,短軸の六柱列は210cm・ 216cm・ 216cm・ 186cm・ 252cmで,各々の注間が相違する。短軸の

西端の柱間は264cmでその他の200cm前後より広い。廂になると考えられる。北東隅にあるS K773は

建物に伴う。柱掘形は平均長軸41cm× 短軸33cmの円形である。深さは平均28cmである。掘形埋土は

黒褐色土か茶褐色上で,赤褐色上がわずかに混じる。柱痕跡はホニ三柱穴から確認でき,直径約15cm

である。二四柱穴はS D782(14世紀)よ り古 く,口 二柱穴は S D 785よ り新しい。イ三柱穴から中世

土師器が出上した。建物の時期は13世紀後半である。なお,へ四～六柱穴が確認できないので, 5間

(■ .52m)× 4間 (8.16m)に 2間 (4.38m)× 1間 (2.64m)の張出が付 く建物 とも考えれる。しかし,張

出が広いので, 5間 ×5間の建物 と考えたい。

π



24号掘立柱建物 (S B24,第 33・ 34図,図版43)

X465～ 469Y104～ 109に位置する。 4間 (8.88m)× 2間 (4.50m)の 総柱建物で, 1間 (1.80m)×

1間 (1.80m)の 張出がある。平面積は張出を含めて43m2で ぁる。張出には直径80cm・ 深さ10cmの

浅い円形土坑がある。柱掘形は長軸28cm～ 55cm× 短軸25cm～40cm,平均35cm× 30cmの円形である。

深さは 9 cm～ 30cm,平均21cmである。掘形埋土は黒褐色土か茶褐色上で,赤褐色上がわずかに混じ

る。柱痕跡は確認できなかった。主軸はN-73° 一Wで,S B23と 直交し,東西に向く。遺物は出土し

なかったが,建物の時期は13世紀～14世紀であろう。

25号掘立柱建物 (S B25,第 34・ 37図 )

Al地区の S D 701の 東側に位置する, 3間 ×2間の総柱建物である。桁行7.14m× 梁行5.28m,平

面積38m2で ぁる。主軸はN-77° 一Wで東西に向 く。柱掘形は長軸65cm～ 38cm× 短軸34cm～ 46ёm,

平均47cm× 41cmの円形である。イーニ・ローニ四 。ハー柱穴は深さ17cm～ 26cm,そ れ以外は30cm
～41cmである。深さは平均27cmである。掘形埋土は茶褐色土か黒褐色土で,地山土が混じる。柱痕

跡が確認できなかった。イ三柱穴が S K760の 埋土上面で確認できたこと,口 二柱穴から13世紀末～14

世紀初めの中世土師器が出土したことから,建物の時期は14世紀であろう。

26号掘立柱建物 (S B26,第 34・ 35図 )

X470～ 474Y98～ 102, S D 774に 接するように位置する, 3間 ×3間の総注建物である。長軸7.26

m× 短軸6.30m,平面積46m2で ぁる。主軸はN-7° 一Eで南北に向く。長軸・短軸の各平均柱間は242

cm。 210cmで, 8尺・7尺に近い数値を示 している。柱掘形は長軸30cm～ 50cm× 短軸23cm～ 50cm,

平均42cm× 34cmの円形である。深さは25cm～ 50cm,平均35cmである。掘形埋土は黒褐色土か茶褐

色土である。ハー柱穴の柱痕跡は直径18cmである。ハ四柱穴はS D302の 埋上の上面から検出できた。

ハ三柱穴は,遺構確認面の上面で確認できたが,深さが浅いため輪郭をたどれる程度である。イーニ・

ハー柱穴から中世土師器が出土した。建物の時期は13世紀前半である。なお,S K760(12世 紀後半～13

世紀)は建物に伴 う。

27号掘立柱建物 (S B27,第 34。 35図 )

S D 701の 北側,X476～ 479Y96～ 100に位置する総柱建物である。 3間 (6.72m)× 2間 (4.80m),

平面積32m2で ぁる。主軸はN-83° 一Wで東西に向く。イ三柱穴は S D 302を切る。柱掘形は平均長軸

49cm× 短軸42cmの円形である。イ四柱穴は60cm× 30cmの長円形,そ の他は36cm～ 55cm× 34cm～ 48

cmである。深さは平均47cmである。口三・ハニ柱穴は67cm。 74cm,そ の他は32cm～ 58cmである。

掘形埋土は黒褐色土か茶褐色土で,黄褐色粘質土がわずかに混じる。建物の時期はS D302と の関係か

ら,13世紀後半～14世紀であろう。

28号掘立柱建物 (S B28,第 36・ 37図 )

Al地区の S D701の 北側,X462～ 465Y103～ 107に位置する,3間×2間の総柱建物である。桁行

6.54m× 梁行4.80m,平 面積31m2で ぁる。東桁行の柱間は180cmと 他の柱間に比べて狭い。主軸はN―

78° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸33cm～ 58cm× 短軸27cm～38cm,平均43cm× 35cmの 円形である。

深さは14cm～ 28cm,平均23cmである。掘形埋土は黒褐色土か茶褐色上である。遺物は出土しなかっ

たが,イ ニ柱穴はS D 785(13世 紀)よ り新 しいことから,建物の時期は13世紀～14世紀であろう。

29号掘立柱建物 (S B29,第 36。 37図 )

S D701の 北側,X458～ 462Y100～ 105に位置する。 3間 (7.92m)× 2間 (4.68m)の 総柱建物で,

平面積37m2で ぁる。柱掘形は長軸34cm～ 50cm× 短軸29cm～ 42cm,平均41cm× 37cmの円形である。



深さは31cm～ 57cm,平均48cmである。主軸はN-65° 一Wと ,大 きく東に向く。掘形埋土は黒褐色土

か茶褐色上で,黄褐色粘質上がわずかに混じる。柱痕跡は確認できなかった。口三柱穴はS D302覆土

上面で確認できるが,イ 四柱穴とS D701と の切 り合い関係は不明である。遺物は出土しなかったが,

建物の時期は S D302と の切 り合い関係から,13世紀～14世紀であろう。

30号掘立柱建物 (S B30,第 36・ 37図 )

S B29と 重複する,2間 ×2間の総柱建物である。東側の長軸を南側に 1間延ばすと柱穴があるが,

その他の柱穴がS D701で確認できないので, 2間 ×2間 と考えて置く。長軸4.86m× 短軸4.56mで,

平面積22m2でぁる。主軸はN-22° 一Ett S B29と 同様東西に大きく向く。柱掘形は長軸37cm～ 52cm×

短軸28cm～ 42cm,平均44cm× 35cmの円形である。深さは39cm～ 59cm,平均46cmである。遺物が

出上しなかったが,周辺の遺構配置から,時期は14世紀代であろう。

33号掘立柱建物 (S B33,第38・ 39図 )

X482～ 485Y87～ 90, S D701西の一隅に位置する。 3間 (5。 64m)× 3間 (4.92m)の 側柱建物に,

1関 (192cm)× 1間 (120cm)の張出部がある。平面積は30m2,主軸はN-86° 一Wである。柱掘形は長

軸28cm～ 42cm× 短軸25cm～ 40とm,平均37cm× 33cmの円形である。深さは平均22cmである。張出

部の柱穴やイニ柱穴は 4 cm～ 5 cmと 浅 く,その他は20cm～ 35cmである。張出にはS K703を 伴う。

遺物が出上しなかったが,建物の時期は他の遺物配置から13世紀～14世紀であろう。また,近世のS

K709が建物の西から南へと入り込んでいる。

34号掘立柱建物 (S B34,第 38・ 39図,図版44)

S B33の 南側,X463～ 468Y87～ 93に位置する。南北に流れる用水路で二二～五柱穴が確認できな

い。 4間 (9.72m)× 4間 (8,88m)の側柱建物で,平面積86m2でぁる。主軸はN-14° 一Eで南北に向

く。柱掘形は長軸33cm～ 46cm× 短軸28cm～ 43cm,平均41cm× 86chの円形である。深さは平均26cm

である。ハーニ・ホ五柱穴は38cm～ 41cm,イ 三四・ホー柱穴は9 cm～ 13cm,そ れ以外は19cm～ 33

cmである。掘形埋土は黒褐色粘質土か茶鵜色粘質上で,黄褐色粘質上がわずかに混じる。柱痕跡は,

イー・ハ五柱穴で確認でき,直径15cm～ 18cmである。ロー柱穴はS B37の 柱穴に切られる。遺物は

出土しなかったが,時期は13世紀～14世紀であろう。

35号掘立柱建物 (S B35,第38・ 39図 ,図版44・ 50)

S B34に 重なる位置にある,3間 ×2間の総柱建物である。桁行7。 98m× 梁行4.44m,平面積35m2で

ある。ハ三四柱穴は用水路のため確認できない。ロー・ハー柱穴はS B36の 柱穴を切る。用水路とS

K704な どのため,西側にもう1間延びる可能性があるが,柱穴は確認できない。主軸はN-6°一Eで

南北に向く。柱掘形は長軸28cm～ 44cm× 短軸25cm～ 42cm,平均40cm× 34cmの円形である。深さは

平均30cmである。イー柱穴は 9 cm,それ以外は21cm～ 42cmである。ロー柱穴には直径約18cmの柱

痕跡が確認できる。口三四・ハー柱穴から中世土師器が出上した。建物の時期は13世紀である。

36号掘立柱建物 (S B36,第38図 ,図版44・ 50)

S B35に 切られている,2問 ×2間の総柱建物である。長軸4.41m× 短軸4.02m,平面積18m2でぁる。

主軸はN-85° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸32cm～ 50cm× 短軸26cm～ 46cm,平均42cm× 36cmの

円形である。深さは 9 cm～ 42cmで,平均21cmである。ローとハー柱穴の地山面は33cmの高低差が

ある。ロー三・ハ三柱穴から直径約15cmの柱痕跡が確認できた。遺物が出土しなかったが,S B35と

の切り合いから,時期は13世紀前半と考える。

37号掘立柱建物 (S B37,第38図,図版44)

密



S B34の 南隅,X461～ 464Y91・ 92に位置す る, 2間 × 1間の側柱建物である。梁行は228cmであ

る。東桁行は南か ら270cm・ 291cmの柱問,西桁行は南か ら291cm・ 306cmの柱間である。東西の桁

行の長さが異なる。平面積は13m2でぁる。主軸はN-9° 一Eで南北に向 く。柱掘形は長軸32cm～ 40cm×

短軸26cm～ 38cm,平均35cm× 30cmの円形である。深 さは平均15cmである。イー三・ロー柱穴は深

さ 7 cm～■cm,そ の他は17cm～ 21cmである。遺物が出上 しなかったが, S B34よ り新 しいので,

時期は13世紀～14世紀であろう。

38号掘立柱建物 (S B38,第38図,図版44)

S B34に 重複する位置にある。用水路によって柱穴は確認できなかったが, 4間 (推定)× 1間の南

北に長い側柱建物になる。主軸はN-84° 一Wで東西に向く。桁行の二柱列 と三柱列の柱間が459cmと

長 く,他の柱間は222cm・ 210cmと 短いので,前者の間に柱穴 1基を想定できる。そうすれば,4間 ×

1間の建物 となる。梁行は330cm,平面積は29m2で ぁる。注掘形は長軸40cm～ 50cm× 短軸34cm～ 44

cm,平均46cm× 41cmの円形である。深さは平均28cmである。口四柱穴はイー柱穴より25cm深い。

掘形埋土は黒褐色土か茶褐色上で,柱痕跡は確認できなかった。遺物は出土しなかったが,その他の

遺構配置から,建物の時期は13世紀～14世紀であろう。

40号掘立柱建物 (S B40,第40図 ,図版50)

X447～ 452Y90～ 98,S B 701の南際に位置する。6間 ×4間の総柱建物で,桁行14.70m× 梁行9.30

m,平面積137m2で ぁる。桁行が西側に延びる可能性がある。 S K873な ど近世土坑によって攪乱を受

けているため,柱穴の平面形が不明確であるものもある。主軸はN-81° 一Wで東西に向く。柱掘形は

長軸34cm～ 60cm× 短軸32cm～ 48cm,平均46cm× 39cmの円形である。深さは平均25cmである。ハ

ー・ホーニ五柱穴は41cm～ 48cmと 深 く,その他は14cm～ 36cmである。掘形埋土は茶鵜色土や黒褐

色土で,黄褐色粘質上が混じる。イニ 。口六・ハ五柱穴から幅15cm～ 20cmの柱痕跡が確認できた。

イ三・口四・二三六・ホ三柱穴から中世土師器が出上した。建物の時期は13世紀である。

41号掘立柱建物 (S B41,第40図 ,図版44)

S B40と 重複するが,切 り合い関係は不明である。4問 ×3間の総柱建物で,桁行9.60m× 梁行7.50

m,平面積72m2で ぁる。柱間は210cm。 240cmで,北の梁行 1間だけが300cmと 広 く,広廂の可能性

がある。主軸はN-82° 一Wで東西に向 く。柱掘形は平均長軸48cm× 短軸37cmの円形である。深さは

平均27cmである。イー・二二柱穴は10cm～ 13cm,そ の他は26cm～ 40cmである。掘形埋土は暗茶褐

色土や黒掲色上で黄褐色粘質土が混じる。ハ三柱穴から柱痕跡が確認できた。ロー柱穴は近世のSK
824に よって切られる。ハニ～四・二三五柱穴から中世土師器が出土した。建物の時期は13世紀である。

なお,建物は未調査区に近いため,梁行がもう1間西に延びる可能性がある。

42号掘立柱建物 (S B42,第40図,図版44)

X499～ 451Y91～ 96に位置する,4間 ×3間の総柱建物である。桁行9.45m× 梁行7.56m,平面積71

m2でぁる。主軸はN-7° 一Eで南北に向く。 S B40。 S B41と 同じく,Al地 区の西端に位置するの

で,梁行がもう1間西側に延びる可能性がある。近世のS K871・ S K872に よって,四・五柱列の柱

穴は攪舌とをうけている。柱掘形は平均長軸46cm× 短軸40cmの円形である。深さは平均42cmである。

ハ三・ニー五柱穴は60cm～ 70cm× 50cm～ 60cmの円形で大きく,深さも40cm～ 63cmと 深いことから,

別の上坑の重複 と考える。掘形埋土は茶褐色土か黒褐色上で,黄褐色粘質土がわずかに混じる。ハー

柱穴の掘形には,最下層 (黄褐色上に茶褐色上が混じる)の上に,茶褐色上に黄褐色上が霜降 り状に

混じる埋土 (幅15cm程)が確認でた。それは柱抜き取 り痕跡とも考えられる。イー・ハーニ柱穴から
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中世土師器,ロ ー柱穴から中世土師器・珠洲が出上した。建物の時期は13世紀である。

47号掘立柱建物 (S B47,第42図,図版45)

X433～ 438Y90～ 100に位置する,5間 ×4間の総柱建物である。桁行■ .40m X梁行9.00m,平面積

103m2で ぁ
ヽ
る。西側の未調査区に建物が延びる可能性がある。主軸はN-10° 一Eで南北に向く。北側

の地山面は南側より約30cm低い。柱掘形は長軸34cm～ 56cm× 短軸30cm～44cm,平均42cm× 36cmの

円形である。深さは平均36cmである。ロー四・ハーニ・ニー柱穴は13cm～ 25cm,そ の他は35cm～ 51

cmである。 S D 1404(13世 紀～14世紀),S D 1304(近現代),S D 1321(近世),S D 1405(近世),

凱代の暗渠によって柱穴が切られている。掘形埋土は黒掲色土か茶褐色土である。柱痕跡は,イ 六・

ニー六柱穴から確認でき,直径16cm～ 20cmの円形である。遺物は柱穴から出土しなかったが,ホ列

柱穴はS D 1406に 切られていることから,建物の時期は12世紀後半～13世紀初めである。なお,ハー

柱穴の切 り合い関係から,建物は S B48よ り古い。

48号掘立柱建物 (S B48,第41・ 42図 ,図版45)

S B47よ り新 しい,5間 ×2間の総柱建物である。桁行12.30m× 梁行4.62m,平面積57m2で ぁる。

西側は未発掘区のため建物は延びる可能性がある。主軸はN-14° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長

軸41cm× 短軸32cmの円形である。深さは平均23cmである。イ四・口三柱穴には暗黄褐色上の埋土中

に暗灰褐色粘質土 (径10cm～20cm)の柱痕跡が確認できる。北梁行の柱穴は暗渠で削平を受けている。

柱穴の切 り合い関係から,建物はS B49よ り古 く, S B50よ り新 しい。柱穴から遺物が出土しなかっ

たが, S B47・ S B49。 S B50と の関係から考えて,建物の時期は13世紀であろう。

49号掘立柱建物 (S B49,第42図 )

S B48の 南側に位置する,3間 ×2間の側柱建物である。桁行6.78m× 梁行5.70m,平面積39m2で ぁ

る。主軸はN-10° 一Eで南北に向 く。柱掘形は長軸32cm～ 42cm× 短軸30cm～ 36cm,平均38cm× 33

cmの 円形である。深さは25cm～ 39cm,平均32cmである。掘形埋土には少量の責褐色粘質土混じり

の茶褐色上が多い。ロー・ハー柱穴は確認できないが,ロ ニ柱穴 との間は廂になるのであろう。柱穴

から遺物は出土しなかったが, S B48よ り新 しいことから,時期は13世紀後半～14世紀であろう。

50号掘立柱建物 (S B50,第41図 ,図版45)

S B48よ り古い, 4間 ×2間の総柱建物である。西側が未調査区のため,建物が延びるかどうか不

明である。桁行 10。 38m× 梁行4.62m,平 面積48m2で ぁる。主軸はN-86° 一Wで東西に向く。柱掘形は

平均長軸41cm X短軸35cmの円形である。ロー柱穴は 2つの柱穴が重なっているため,60cm× 43cmの

長円形になっている。深さは平均36cmであるが,イ ニ。口二四柱穴は深さ10cm～ 14cmと 浅い。ハー

柱穴の掘形には,径25cmの円形の柱痕跡と考えられる暗褐色粘質土が確認でき,そ の土の周辺に地山

土混じりの暗褐色粘質上が入る。イニ柱穴から12世紀後半～13世紀初めの中世土師器が出土した。建

物の時期はS B48と の切 り合い関係から考えて,建物は13世紀であろう。

51号掘立柱建物 (S B51,第41図,図版45)

X423～ 427Y90～ 100, S D 1250の 北側に位置する, 5間 (■ .01m)× 2間 (4.50m)の 総柱建物で

ある。西側が未調査区のため建物が西に延びる可能性があるが,北梁行の二柱列が西側で確認できな

いので,梁行 2間 と考える。また, S D 1252と S K1267の ため,南側にも柱穴が確認できないが,棟

持ち柱の延長線上に柱穴 S K1533(長軸28cm× 短軸28cmの方形で,深さ27cm)が確認できるため,

もう1間南に延びる可能性がある。主軸はN-14° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長軸38cm× 短軸34

cmの 円形である。深さは平均31cmである。北梁行の地山面は南梁行のそれより27cm高いため,北側
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の柱穴の底は南側のそれより10cm～ 20cm高い。掘形埋土は地山土 (黄褐色土)混 じりの暗茶褐色粘

質土か黒色粘質土で,柱痕跡は確認できなかった。ハニ柱穴から中世土師器 (12世紀後半)が出土し

たことや S B52よ り新 しいことから,建物の時期は13世紀であろう。

52号掘立柱建物 (S B52,第 41・ 44図,図版45。 50)

S B51よ り古い, 5間 ×3間の総柱建物である。桁行■.40m× 梁行7.20m,平 面積82m2で ぁる。主

軸はN-75° 一Wと 東西に向き,S D 1352に 並行する。イー とロー柱穴・ローとハー柱穴との柱間は219

cmである。ハーとニー柱穴との柱間は282cmと 広いことから,廂になる可能性がある。柱掘形は平均

長軸40cm× 短軸36cmの円形である。イニ四・口二～五・ハニ四六・ニー三柱穴は深さ 5 cm～ 10cm

と浅いが,平均の深さは20cmである。イ六柱穴には,径10cmの 円形の,黒茶褐色上の注痕跡が確認

できる。ハ六柱穴は13世紀後半～14世紀初めの S K1305に 切られ,建物が S B51よ り古いことから,

建物の時期は13世紀前半であろう。なお,ハ五・二四柱穴から中世土師器が出土したが,ガ 破ヽ片のた

め時期不明である。

53号掘立柱建物 (S B53,第 41・ 43図 )

X429～ 433Y92～ 100に位置する,5間 ×3間の側柱建物である。桁行12.44m× 梁行6.54m,平面積

80m2で ぁる。主軸はN-74° 一Wで東西に向く。東梁行の柱間は南から240cm・ 234cm。 180cm,西梁

行のそれは204cm・ 228cm・ 222cm,各々柱間が異なる。ハ六柱穴は確認できないので,各々の柱穴を

結んで,柱間の距離を推定 した。柱掘形は平均長軸38cm× 短軸33cmの円形である。イ六 。ロー・ニ

五柱穴は深さ6 cm～ 10cmと 浅 く,ハー・五柱穴は深さ28cm・ 30cmと 少し深いが,平均の深さは22

cmである。口五・ハ五柱穴の埋上には,暗灰褐色粘質上がある。それは15cm～ 20cmの円形で柱痕閉

と考えられる。その他の柱穴埋土は地山土混 じりの茶褐色粘質土か黒褐色粘質上である。遺物が出土

しなかったが,建物の時期は13世紀～14世紀であろう。建物の内にS K1302(13世紀)ん あヾるが共伴

関係は不明である。 S B55。 S B56と の切 り合い関係も不明である。

55号掘立柱建物 (S B55,第43図 )

S B53の 西側,X428～ 432Y97～ 100に位置する,3間 ×2間の総柱建物である。桁行8.04m× 梁行

4.74m,平 面積38m2で ぁる。主軸はN-2° 一Wでその他の建物 と違って真北より西に振っている。柱

掘形は平均長軸36cm× 短軸32cmの円形である。イニ～四・ハ四注穴は深さ 8 cm～ 12cmで浅いが,

平均の深さは22cmである。ロー・四柱穴はS B56と 重複 していて明確でない。イ五柱穴 とS K1953と

の切 り合い関係は不明である。口四注穴から14世紀の珠洲が出土したことから,建物の時期は14世紀

であろう。

56号掘立柱建物 (S B56,第 43図 )

X428～ 431Y97～ 100に位置する,2間 ×2間の総柱建物である。主軸はN-1° 一Eで東西に向く。

長軸5。 40m× 短軸4.44m,平 面積24m2で ぁる。東の長軸は南から252cm。 288cm,西 のそれは270cm・

270cmと 各々の柱間が相違する。注掘形は平均長軸38cm× 短軸34cmの円形である。深さの平均は23

cmである。掘形埋土は暗茶褐色粘質土か黒褐色粘質土で,柱痕跡は確認できなかった。イー柱穴から

13～ 14世紀の中世土師器が出土した。建物は S B55と 重複 しているため, S B55の建替えとも考えら

れる。建物の時期は13世紀～14世紀であろう。

59号掘立柱建物 (S B59,第44図 )

X419～ 425Y95～ 100に位置する,4間×4間の総柱建物である。S D 1352の ため,ニア1目 の柱穴は

確認できず,溝 との新旧関係 も不明である。長軸10.98m× 短軸9.12m,平面積100m2で ぁる。主軸はN―
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12° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長軸42cm× 短軸37cmの円形である。ハー三 。ニー柱穴は深さ 9

cm～ 12cm,イ 五・ホー三柱穴は深さ46cm～ 53cmで,平均の深さは27cmである。地山面が茶褐色礫

層のため,イ ー,ロ ー柱穴のプランは明確にできなかった。ホー柱穴埋土は茶黒褐色土と黄茶褐色土

(地山土を混じる)である。前者の土は径25cmの円形の柱痕跡である。ホー柱穴は14世紀前半のS K1300

に切られているので,建物の時期は13世紀であろう。また,12世紀後半～13世紀初めの S D 1252を 挟

む配置関係から,建物はS D 1252よ り新 しいと考える。なお,イ 三・二五柱穴から中世土師器が出土

したが,月 破ヽ片のため時期不明である。

60号掘立柱建物 (S B60,第 45図 )

Al地区の南東隅,X426～ 432Y107～ ■1に位置する,5間 ×3間の側柱建物である。桁行10.92m×

梁行7.20m,平面積79m2で ぁる。梁行の柱間は各々240cmの等間隔である。主軸はN-14° 一Eで,S

D1350と 並行 し,南北に向く。このようなS D 1350と の位置関係から,建物は西側の溝まで延びない

と考える。柱掘形は平均長軸41cm× 短軸35cmの円形である。深さは平均29cmである。北梁行の地山

面は南梁行のそれより20cm高いが,各々の柱穴の深さには影響 していない。イ～ロー柱穴の深さは39

cm。 16cm,イ ～ハ六柱穴のそれは33cm・ 24cm・ 17cmである。掘形埋土は地山土混じりの茶褐色土

か黒褐色上であるが,柱痕跡は確認できなかった。上記の溝との切 り合い関係 と,S K 1392(13世紀)・

S K1395(13世紀)に柱穴が切られていることから,建物の時期は13世紀前半である。

61号掘立柱建物 (S B61,第 45図 )

S B60に 重複するように位置する,4間 ×3間の総柱建物である。桁行8.40m× 梁行6.51m,平面積

55m2で ぁる。主軸はN-20° 一Eで,北東に向き,S D 1350と 並行する。S B60と 同様に,建物は西側

に延びないと考える。柱掘形は平均長軸41cm× 短軸32cmの偏平な円形であるが,イ ー・二五柱穴は

56cm。 60cm× 26cm・ 42cmの楕円形に近い。深さは平均35cmである。イ五柱穴は 9 cm,二 五柱穴

は44cmで,南梁行の柱穴の深さが一定していない。掘形埋土は地山土混じりの茶褐色土か黒褐色土で,

柱痕跡は確認できなかった。イーニ四 。口二五・ハニ・二五柱穴から13世紀の中世土師器,ハ五柱穴

から13世紀の珠洲が出上した。柱穴が13世紀のS K1292・ S K1295に 切られていることから,建物の

時代は13世紀前半である。

63号掘立柱建物 (S B63,第 46図,図版45。 50)

Al地区の南西隅,X418～ 427Y101～ 112, S D 1350を 挟むように位置する。 8問 ×6間の総柱建

物である。桁行18.60m× 梁行14.70m,平 面積273m2の最大規模の建物である。柱掘形は平均長軸42cm×

短軸35cmの円形である。北側の地山面の高さは南側のそれより10cm程高いため,柱穴の底も北側の

方が10cm程高い。深さは平均31cmである。掘形埋土は,地山土混じりの茶褐色土か黒褐色土で,柱

痕跡は確認できなかった。S D 1350と の切 り合い関係が不明である。主軸はN-76° 一Wで,東西に向

き, S D 1252に並行する。 卜九柱穴から12世紀後半の中世土師器,二九・ホ入 。へ四五・ 卜七八柱穴

から13世紀前半の中世土師器が出上したので,建物の時期は13世紀であろう。なお,建物内に土坑が

多数あるため,建物に土坑が伴 うのかは不明である。

65号掘立柱建物 (S B65,第 47・ 48図,図版46)

A2地区の北側,X409～ 413Y96～ 102,S D 2453の 南側に位置する。 4間 ×3間の総柱建物で,桁

行9.36m× 梁行7.68m,平面積72m2で ぁる。主軸はN-76° 一Wで東西に向き,S D2453に 並行する。

柱掘形は長軸35cm～ 54cm× 短軸28cm～ 48cm,平均48cm× 42cmの円形である。深さは16cm～ 47cm,

平均35cmである。掘形埋土は地山土が僅かに混じる茶褐色土か黒褐色上である。柱痕跡は確認できな
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かった。口二～四柱穴は S K2486(13世紀～14世紀)。 S K2972に 切 られている。イ三・ロー・ハーニ

四・二四五柱穴から13世紀の中世土師器が出土した。建物の時期は13世紀であろう。

66号掘立柱建物 (S B66,第47・ 48図,図版46)

S B65に 重なるような位置にある,4間 ×3間の側柱建物である。桁行9.09m× 梁行7.32m,平面積

67m2で ぁる。桁行は東から159cm。 300cm。 240cm・ 210cmで,第 1列 目が狭く,廂になるのであろう。

イ。口柱列の西側270cmに柱穴が確認できるが,口・ハ柱列が未確認のため,こ こまで含めて考えな

い。主軸はN-77° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸25cm～ 60cm× 短軸28cm～ 48cm,平均40cm× 37

cmの円形である。深さは平均32cmである。イニ柱穴は 4 cm,そ の他は14cm～ 36cmである。掘形埋

土は茶褐色土か黒褐色土で,所々に地山上が混じる。柱痕跡は確認できなかった。柱穴の切 り合いか

ら, S B65よ り新 しく, S K2485・ S K2486(13世紀～14世紀)よ り古い。二五柱穴から12世紀末の

中世土師器が出上した。これらのことから,建物の時期は13世紀～14世紀であろう。

67号掘立柱建物 (S B67,第 47・ 48図,図版46)

S D2453の 南側, S B65。 S B66に 重複する位置にある, 5間 ×2間の総柱建物である。桁行12.36

m× 梁行4.26m,平面積53m2で ぁる。主軸はN-78° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸26cm～ 50cm×

短軸28cm～ 42cm,平均37cm× 34cmの円形である。イー六柱穴の深さは10cm～ 14cm,他の柱穴は23

cm～ 37cmで,平均の深さ26cmである。注痕跡が掘形埋土から確認できなかった。柱穴の切 り合いか

ら, S B73よ り新 しく, S K2486(13世紀～14世紀)。 S E 2658(13世 紀末～14世紀)・ 集石遺構 SX
2972よ り古い。65・ 66号建物 との切 り合い関係は不明である。建物の時期は13世紀～14世紀であろう。

68号掘立柱建物 (S B68,第 47・ 49図,図版46)

X410～ 413Y94～ 98,S D2453に 接するように位置する,3間 ×3間の総柱建物である。長軸7.92m×

短軸7.1lm,平面積56m2で ぁる。主軸はN-12° 一Eで南北に長い。北梁行のハ四・二四柱穴は溝のた

めに確認できないが,建物が北側に延びる可能性がある。柱掘形は長軸30cm～ 44cm× 短軸28cm～ 40

cm,平均38cm× 35cmの円形である。イ三四・ハニ柱穴の深さは17cm～ 23cm,そ れ以外の柱穴は28

cm～ 42cmである。深さの平均は30cmである。注痕跡は掘形埋土から確認できなかった。イ三柱穴か

ら13世紀前半の中世上師器が出土したことや,S D2453と の関係から,建物の時期は13世紀であろう。

69号掘立柱建物 (S B69,第 47・ 49図,図版46)

X410～ 413Y93～ 98に位置する,3間 ×2間の総柱建物である。桁行6.48m× 梁行 5。 40m,平面積35

m2でぁる。主軸はN-77° 一Wで東西に向く。S D2453で切られているが,S B68と 同様,北側に建物

が延びる可能性がある。柱掘形は長軸30cm～ 48cm× 短軸26cm～ 38cm,平均38cm× 33cmの円形であ

る。深さは平均26cmである。口三柱穴は12cm,そ れ以外は22cm～ 35cmである。イ四柱穴の掘形埋

土には,茶褐色土 (柱痕跡と考える)・ 地山土混じりの茶褐色土がある。イー・ハー柱穴から13世紀の

中世土師器が出上したこと, S D2453bよ り新 しいことから,建物の時期は13世紀前半である。

70号掘立柱建物 (S B70,第 47・ 49図 ,図版46)

S B69の 南側,5間 ×4間の総柱建物である。桁行12.00m× 梁行9。 30m,平面積■2m2でぁる。主軸

はN-10° 一Eで南北に向く。ホ四柱穴は長軸54cm× 短軸34cmの楕円形,それ以外の柱掘形は長軸45

cm× 短軸40cmの円形である。深さは,19cm～ 25cmと 少し浅いもの (口 二・口五・ハー～三・ホニ

～三柱穴),41cm～ 52cmの深いもの (イ ニ・口三・ハ六・ニー六・ホ六柱穴)があるが,平均32cmで

ある。掘形埋土からは柱痕跡が確認できない。イー・イ三・口二五・ハー～六・ニー～三・ホニニ五

柱穴から13世紀の中世土師器が出上した。出土遺物 とS D 2453の 配置関係から,建物の時期は13世紀
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であろう。また,イ ー柱穴の掘形埋土から建物はS B71よ り新 しい。

71号掘立柱建物 (S B71,第47図 ,図版46)

S D2203の 西側,X404～ 41lY98～ 102に位置する,4間 ×4間の総注建物である。長軸10,74m× 短

軸9.00m,平面積97m2で ぁる。主軸はN-12° 一Eで南北に向き,S D 2453,S D 2203の各々に並行す

る。イ五柱穴は少し楕円形に近いが,その他の柱穴は円形で,平均長軸37cm× 短軸34cmである。イ

ー柱穴の深さは17cm,ニ ー・ホニ柱穴は49cm・ 51cm,そ れ以外は23cm～ 42cmである。平均の深さ

は34cmである。柱穴の切 り合い関係から, S B70。 S B76よ り新 しく, S K2972よ り古い。イ五・ロ

四柱穴から12世紀後半～13世紀後半の中世土師器が出土した。建物の時期は13世紀後半であろう。

72号掘立柱建物 (S B72,第47図,図版46)

S B66よ り古 く,S B67・ S B76よ り新 しい,5問 ×4間の総注建物である。桁行11.58m× 梁行10.20

m,平面積118m2で ぁる。主軸はN-74° 一Wで,そ の他の建物より南北に向く。ハ六・二三柱穴は長軸

48cm～ 58cm× 短軸35cm～ 36cmで楕円形に近いが,そ の他は35cm× 30cmの円形である。深さは平均

25cmである。口二・ハ六柱穴は1lcm。 54cm,そ れ以外は15cm～ 38cmである。ホー柱穴の掘形埋土

は,地山上が僅かに混じる黒褐色土,灰褐色土である。後者の土は柱痕跡と考えられ,径12cmの 円形

である。ハ五柱穴出土の中世土師器は13世紀前半である。 S B66・ S B67・ S B73と の切 り合いから,

建物の時期は13世紀である。

73号掘立柱建物 (S B73,第 47図,図版46)

X408～ 41lY97～ 101,S B67に重なるように位置する,4間×2間の総注建物である。主軸はN―

13° 一Eで南北に向く。桁行7.38m× 梁行4.08m,平面積30m2で ぁる。桁行 と梁行の柱間は各々平均184

cm・ 平均204cmで狭い。柱掘形は平均長軸32cm× 短軸29cmの円形である。深さは20cm～ 46cm,平

均34cmである。ハー柱穴は炭が多く混じる茶褐色上の掘形埋上である。その柱穴の底から,14世紀前

半の石鍋の口縁部が出土している。口柱列は近世の S D 2481・ S D2985に 切られていて明確でない。

柱穴の切 り合いから,建物はS B67・ S B73・ S K2972よ り古い。ハ五柱穴出土の中世土師器は13世

紀後半～14世紀初めである。建物の時期は14世紀前半頃であろう。

74号掘立柱建物 (S B74,第 47図,図版46)

S B73の 南側に位置する,4間 ×3間の総柱建物である。桁行9.12m× 梁行8.16m,平面積74m2でぁ

る。主軸はN-73° 一Wで南北に向く。柱掘形は長軸36cm～ 50cm× 短軸32cm～ 46cm,平均43cm× 37

cmの 円形である。深さは平均35cmである。ハ三・二二柱穴は18cm・ 20cm,そ れ以外は25cm～ 44cm

である。イ三柱穴の掘形埋上には,柱痕跡 (茶褐色土)が底まで達 し,その外側に地山土混じりの茶

褐色土がある。その痕跡は径15cmで約70°東に傾いている。口二柱穴の底には,径約15cmの柱を据え

つけるための穴があり,柱底と15cmの 落差がある。口五・二五・ハニ四柱穴から13世紀の中世土師器

が出上した。建物の時期は13世紀である。

75号掘立柱建物 (S B75,第 47・ 50図,図版46・ 50)

A2地区の S D 2453と S D 2451と の中に位置する,6間 ×5間の総注建物である。桁行13.80m× 梁

行11.82m,平面積163m2で ぁる。主軸はN-89° 一Wで東西に向く。イ柱列は平均長軸31cm× 短軸26cm

で深さ22cm,そ れ以外は平均43cm× 39cmで深さ34cmである。規模は平均41cm× 37cmの円形で,

深さ32cmである。イ列柱穴は浅 くて小さく,廂になるのであろう。口四～六・ハ六・二二・ホ七・ヘ

四柱穴から径15cm～ 20cmの円形柱痕跡が確認できた。へ七柱穴は一辺15cmの 方形柱痕跡がある。前

者の土は茶褐色上で,後者は黒褐色土である。ハー柱穴から玉縁の白磁碗 (13世紀),ハ七・ホ六・ヘ
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四六柱穴から13世紀の中世土師器,イ ニ四 。口二・二二柱穴から中世土師器が出上した。全ての遺物

は小破片である。出土遺物から,建物の時期は13世紀である。建物の東側に方形土坑 S K2457がある

が,建物 との関係は不明である。なお,イ ー～五柱穴に接するように柱穴が 5基一列に並ぶ。長さは

9mで ,建物の塀になるのであろうか。

76号・77号掘立柱建物 (S B76。 77,第 47・ 51図 ,図版46・ 51)

X396～ 405Y88～ 95,S B75に 重なる位置にある, 8間 ×4間の総柱建物である。主軸はN-9° 一

Eで南北に向く。南桁行は南から234cm・ 285cm・ 69cm・ 180cm・ 210cm・ 228cm・ 258cm。 258cm,

北桁行は234cm・ 285cm・ 69cm。 210cm。 210cm。 228cm。 258cm・ 258cmである。桁行の長さが,17.22

mと 17.52mで ,南北で少し異なる。三列 と四列の間に69cmの間仕切 りが確認できる。梁行9.06mで,

平面積157m2で ぁる。柱掘形は長軸22cm～ 44cm× 短軸20cm～ 40cm,平均34cm× 31cmの円形である。

深さは 8 cm～ 32cm,平均22cmである。間仕切 りと考える柱穴は,上記の数値に類似する。ニー・三

柱穴には僅かに柱痕跡が確認できた。柱穴の切 り合い関係から, S B71, S K2456, S K2951よ り古

い。口三・ハ八・ホー七九柱穴から小破片の中世土師器が出土した。口九柱穴の中世土師器は13世紀

中頃,口 七柱穴のものは13世紀後半である。建物の時期 も13世紀後半 と考えるが, S B75と の新旧関

係は不明である。なお,建物の南70cmに 並行 して,4間 ×1間以上の建物 S B77が確認できる。桁行

は東から198cm。 240cm・ 240cm・ 198cmの総長8,76mである。梁行は180cmで ,S D2451に切られ

ていて,金長は不明である。主軸はN-80° 一Wである。柱掘形は平均長軸31cm× 短軸27cmである。

深さは平均25cmである。東列の柱穴が S B76の 並びとずれるので,S B76の柱穴でないと考える。

78号掘立柱建物 (S B78,第52図 ,図版46)

A2地区の北西隅,X408～ 410Y88～ 92に位置する,2間 ×2間の側柱建物である。長軸4.20m× 短

軸3.96m,平面積17m2で ぁる。主軸はN-7° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長軸31cm× 短軸29cm

の円形である。イー柱穴の深さが17cmと 浅いが,深さは平均31cmである。イニ三柱穴は柱穴が重複

していて,規模が明確でない。掘形埋土は茶褐色上の単層である。イニ三 。ロー三・ハ三柱穴から13

世紀の中世土師器が出土した。13世紀の S E 2497の 上屋になるため,建物の時期は13世紀であろう。

80号掘立柱建物 (S B80,第 41・ 52図,図版46)

S B78の 南側,S D2451の 北側に位置する。2間 ×2間の総柱建物である。長軸4.80m× 短軸4.68m,

平面積22m2でぁる。西側が未発掘区のため,建物は西側に延びる可能性がある。主軸はN-10° 一Eで

南北に向く。柱掘形は長軸35cm～ 50cm× 短軸32cm～ 41cm,平均40cm× 36cmの円形である。イ三・

口二柱穴の深さは18cm。 19cmで,ハニ三柱穴は40cm・ 42cmで,深さの平均は30cmである。掘形埋

土には黒褐色土か茶褐色上の単層が多い。 S K2460や ,建物に接するS B81と の切 り合いは不明であ

る。ハ三住穴出上の中世土師器は13世紀後半～14世紀初めである。建物の時期は13世紀後半～14世紀

初めである。

81号掘立柱建物 (S B81,第52図,図版46)

76号建物の西側に位置する,3間 ×2間の総柱建物である。桁行6.00m× 梁行4.92m,平面積30m2で

ある。北梁行の柱穴は並びが少しずれる。主軸はN-8°一Eで,S B76と 同じ南北に向く。ハー三柱

穴は確認できない。柱掘形は長軸24cm～ 33cm× 短軸19cm～ 29cm,平均29cm X 25cmの 円形である。

イ三柱穴の深さ 6 cm以外は12cm～ 32cmで ,深 さの平均は21cmである。柱痕跡は確認できなかった。

柱穴から遺物は出上しなかった。建物の時期はS B76と の並びから13世紀後半であろう。なお,石組

土坑 S X2458は 建物に伴 うと考えられる。

“



82号掘立柱建物 (S B82)

X398～ 408Y107～ ■1,A2地 区の S D2203の 東側, S D2451に接するように位置する。 2間 × 2

間の総柱建物である。桁行4.80m× 梁行4.80m,平面積23m2で ぁる。東側が未調査区のため,桁行は延

びる可能性がある。南北を主軸と考えれば,N-8° 一Eである。柱掘形は平均長軸29cm× 短軸24cm

の円形である。深さの平均は20cmである。口柱列並びの西189cmに,19cm× 16cmの円形の上坑があ

る。それを柱穴 と考えれば 3間 ×2間の建物になる。しかし,梁行の北と南に対応する柱穴が確認で

きなかったので,こ こまで建物の範囲として考えない。柱穴から遺物が出上しなかったが,周辺の遺

構配置から,建物は13世紀～14世紀であろう。

83号掘立柱建物 (S B83,第53図 )

X386～ 391Y87～ 93,A2地 区の東側, S D2451と S D2201に 囲まれた地区に位置する。 5間 × 3

間の側柱建物で,桁行10.20m× 梁行7.08mである。梁行は東から222cm。 174cm・ 312cmで柱間に散

つきがあり, 1間が 3mを 越えるものがある。建物の北東隅に 1間 (234cm)× 1間 (168cm)の張出

がある。平面積は張出部を入れると,76m2に なる。イ六 。ロー～三・二四六柱穴は確認できず,建物

は柱が中抜けする形態である。柱掘形は長軸28cm～ 50cm× 短軸24cm～ 40cm,平均35cm× 27cmの円

形である。深さは平均31cmである。ロー四柱穴は17cm,そ れ以外は22cm～ 40cmである。張出部の

柱穴は32cm・ 34cm× 26cm・ 30cmの円形,深さ26cm・ 30cmであり,建物本体の柱穴の規模に近い。

イ五柱穴の柱痕跡は,地山上が僅かに混じる暗茶褐色土 (幅14cm)で,東に約70°傾いている。イ三・

ロニ柱穴から時期不明の中世土師器が出土した。建物は 2間 ×5間の身合に幅広の廂を持つと考えら

れる。建物にS K2220が伴 うとすれば,時期は13世紀～14世紀であろう。

86号掘立柱建物 (S B86,第54図 )

S B83の 南側に位置する,3聞 ×2間の総柱建物である。桁行7.56m× 梁行4.68m,平面積35m2でぁ

る。桁行・梁行が歪む。主軸はN-14° 一Eで南北に向く。柱掘形は長軸22cm～ 42cm× 短軸18cm～ 40

cm,平均31cm× 28cmの円形である。深さは 5 cmのロー柱穴以外の平均26cmである。北梁行の地山

面は南梁行のそれに較べて約20cm程低いが,柱穴の底では北梁行の方が約10cm深い。イニ柱穴とロ

ニ柱穴の南60cmに 柱穴 2基がある。その柱掘形は32cm・ 35cm× 32cm・ 35cmの円形で,深さ19cmで

ある。間仕切 りのためであろう。イニ柱穴から12世紀後半の中世土師器,イ ニ柱穴から13世紀後半の

中世土師器が出上した。建物の時期は13世紀後半～14世紀初めであろう。

87号掘立柱建物 (S B87,第 53・ 54図,図版51)

X374～ 378Y86～ 92,S D 2201と S D 2207に 囲まれている,4間 ×3間の総柱建物である。桁行9.42

m×梁行7.80m,平面積73m2で ぁる。主軸はN-76° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸30cm～ 44cm×

短軸23cm～ 42cm,平均38cm× 35cmの円形である。深さは15cm～ 38cm,平均25cmである。イニ・

ハー三柱穴から柱痕跡が確認できる。平面形は不明だ力ヽ 幅10cm～ 20cmである。ハー柱穴の柱痕跡

は50°東側に傾いている。口五柱穴埋上の中程から完形の土師器が出土している。柱根を抜き取った後

に埋置したものであろう。ハニ柱穴から13世紀の白磁碗の体部片が出上している。建物の時期は13世

紀であろう。なお,建物の東辺と南辺に,「 L」 字状に塀 S A05がある。S A05は ,東西の長さ4.59m

(東から159cm・ 138cm・ 162cmの 間隔),南北の長さ6.24m(南 から129c五・225cm。 270cmの 間隔)

である。柱穴の掘形は,31cm× 25cmの円形,深さ12cmであり,建物の柱穴より少し小さい。また,

建物の南側にS A06がある。長さ6。 72m(東から294cm・ 222cm・ 156cmの 間隔)である。これはSK

2208に 伴う可能性がある。

“



88号掘立柱建物 (S B88,第54図 ,図版51)

S B87の 西側に位置する,3間 ×3間の総柱建物である。長軸7.02m× 短軸6.78m,平面積48m2で ぁ

る。西側が未調査区のため,建物が延びる可能性がある。主軸はN-20° 一Eで,その他の建物 と方向

を異にする。柱掘形は長軸30cm～ 40cm× 短軸26cm～ 35cm,平均36cm× 30cmの円形である。深さは,

ハニ柱穴の 8 cm以外,平均28cmである。ハ四。二四柱穴には幅14cm～ 20cmの柱痕跡 (平面形は不

明)が確認できた。前者の痕跡は炭粒が多く混じっており,柱根自体が炭化したものとも考えられる。

イー 。ロー柱穴はS K2208の 埋上の下から確認できる。イ三柱穴から中世土師器が出土したが,河 破ヽ

片のため時期不明である。イー・ロー柱穴はS K2208(13世紀後半)に切られていることから,建物

の時期は13世紀前半であろう。

92号掘立柱建物 (S B92,第55図 ,図版46・ 51)

X379～ 386Y102～ 110,S D 2203の 西側に位置する,5間 ×5間の側柱建物である。桁行12.00m×

梁行11.40m,平面積137m2でぁる。主軸はN-18° 一Eで南北に向く。西側が未発掘区のため,建物が

延びる可能性がある。地山面が北西に大きく傾斜するため,イ ー柱穴の地山面はホー柱穴のそれに較

べて,34cm高 い。イーと口六柱穴とは46cm,イ ーとへ六柱穴とは71cmの差がある。イー柱穴の底は

ホー柱穴の地山面と同じである。このような地形で,さ らに,地山上の上に黒褐色上が堆積している

ため,ホ・へ注列柱穴が検出できない。柱穴が元来あったのが,確認できなかったとも考えられるが,

このあたりは地山面がそれほど低 くないので柱が中抜ける形態をとると考えておく。口六・へ六柱穴

の底はイー柱穴の底より17cm。 47cm低い。すなわち,イ ー柱穴の底はホー・口六・へ六柱穴の地山

面より高いことになる。柱掘形は平均長軸43cm× 短軸37cmの不整円形である。深さは平均46cmであ

る。口五・ハ四・二四柱穴から茶褐色上の柱痕跡が確認できる。その痕跡は15cm～ 20cmの円形であ

る。口五・ハー柱穴から小破片の中世土師器が出上した。建物の時期は13世紀であろう。

94号掘立柱建物 (S B94,第55図 )

S B92の 南側に位置する,5問 ×3間の総柱建物である。桁行■.34m× 梁行8.10m,平 面積92m2で

ある。主軸はN-68° 一Wで南北に向く。柱掘形は長軸36cm～ 54cm× 短軸32cm～ 42cm,平均45cm×

39cmの円形である。深さは平均40cmである。ニー柱穴は22cm,そ れ以外は27cm～ 51cmである。柱

痕跡はイ三柱穴で確認できる。地山上が僅かに混じる茶褐色上で,16cmの円形である。イニニ五・ロ

ニ三注穴から中世土師器の破片が出上したが,各々の時期は不明である。S K2239(15世 紀)。 S K224・

S K2243・ S K2244。 S K2250・ S D2256(15世紀)が柱穴を切 り, S D 2203と 並走していることか

ら,建物の時期は13世紀である。

95号掘立柱建物 (S B95,第56図,図版47・ 51)

A3地区の北西隅,X359～ 366Y85～ 92, S D 2207の 南側に位置する。 5間 ×4間の総柱建物で,

桁行13.32m× 梁行9.84m,平面積131m2で ぁる。主軸はN-16° 一Eで南北に向く。柱掘形は,別の柱

穴と重複 している口。二三柱穴以外が長軸32cm～ 56cm× 短軸28cm～ 50cmで,平均44cm× 40cmの 円

形である。深さは平均30cmである。イー五・ホ四五柱穴の深さは 4 cm～ 13cm,そ の他は22cm～ 41

cmである。イ三・口二五・ハ三・ニー四五・ホ三四柱穴には柱痕跡が確認できる。口二の柱痕跡は一

辺18cmの 四角形で,それ以外は12cm～ 16cmの 円形である。イ・口・ハ三柱穴の柱痕跡には炭が混じ

っている。柱穴の切 り合いから,建物はS B96。 S K3008よ り古い。二四柱穴から中世土師器,ホ四

柱穴から縄文土器が出上した。建物の時期は12世紀後半～13世紀前半である。

96号掘立注建物 (S B96,第56図,図版47・ 51)
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S B95に 重複す る位置にある,5間 ×4間の総柱建物である。桁行 12.90m× 梁行9.60m,平面積124

m2でぁる。主軸はN-18° 一Eで南北に向 く。柱掘形は平均長軸44cm× 短軸41cmの 円形である。深さ

は平均26cmである。 イー六 。ホ三～六柱穴は平均36cm× 28cm・ 深 さ12cmで,その他の柱穴に較べ

て小 さ くて浅い。柱痕跡がハ三・二三四柱穴か ら確認できる。前者の柱痕跡は14cmの 円形である。後

2者のそれは一辺18cm～ 20cmの方形で,柱根が炭化 したと考 えられる炭が混 じる。イーニ・口五・

ハ五・二三四柱穴か ら12世紀後半～13世紀後半の中世土師器,ホ五柱穴か らは13世紀後半の珠洲播鉢

が出上 した。柱穴の切 り合いか ら,建物は S B95・ S B97・ S B98よ り新 しい。建物の時期は13世紀

後半である。

97号掘立柱建物 (S B97,第56図,図版47)

S B95。 S B96に 重複 している, 4間 × 4間の総柱建物である。桁行 11.10m× 梁行9.36m,平面積

104m2で ぁる。主軸はN-15° 一Eで南北に向 く。柱掘形は平均長軸42cm× 短軸37cmの円形である。

深 さは平均22cmである。イ～ホー柱穴は平均32cm× 30cm。 深さ21cmである。口五・二三・ホー三

柱穴は深さ35cm～ 44cmである。柱痕跡は確認できなかった。二・ホ四柱穴か ら中世土師器が出土 し

たが,小破片のため時期不明である。柱穴の切 り合 いか ら,建物は S B96。 S B98よ り古い。建物の

時期は13世紀である。

98号掘立柱建物 (S B98,図版47)

X357～ 362Y94～ 100,S B95～ S B97の 西側に位置す る,4間 × 3間の総柱建物である。桁行9.54

m× 梁行8.04m,平面積77m2で ぁる。主軸はN-65° 一Wで東西に向 く。柱掘形は長軸38cm～ 50cm×

短軸30cm～ 46cm,平均41cm× 38cmの円形である。深 さは17cm～ 45cm,平均26cmである。柱痕跡

がイー。ロー柱穴に確認できた。その痕跡は直径16cmの 円形の,黒茶褐色土か褐色上である。ニー柱

穴か ら中世土師器が出土 した。柱穴の切 り合い関係か ら,建物は S B96・ S K3011よ り古 く, S B97

より新 しい。建物の時期は13世紀である。

101号掘立柱建物 (S B101,第 57・ 58図,図版47)

X357～ 360Y95～ 99,S B97の 東側に位置する, 3間 ×2間の総柱建物である。主軸はN-27° 一E

で,そ の他の建物よりも東西に向く。桁行8.40m× 梁行4.38m,平面積37m2で ぁる。桁行は南から300

cm・ 270cm・ 270cmで南の柱間が広い。柱掘形は平均長軸37cm× 短軸32cmの円形である。深さは平

均23cmである。イ四・ハ四柱穴は22cm～ 28cm× 20cm～ 22cmで少し小さい。イー柱穴は54cm× 48cm

で大きく,深さ 3 cmと 浅い。掘形埋土は黒褐色上の単層が多く,柱痕跡は確認できなかった。遺物が

出土しなかったが,周辺の遺構配置から,建物の時期は13世紀～14世紀であろう。

102号掘立柱建物 (S B102,第 57・ 58図,図版47)

S B101に 重複するように位置する, 2間 ×2間の総柱建物である。桁行6.60m× 梁行4.50m,平面

積30m2で ぁる。桁行は330cm。 330cmで,柱間が広い。梁行は東から180cm・ 270cmである。後者の

柱間に126cmと 144cmに分かれる柱穴 S K3107(長軸28cm× 短軸25cmで深さ24cm), S K3128(長

軸30cm× 短軸24cmで深さ8 cm)が確認できたので,3間の可能性がある。柱掘形は平均長軸34cm×

短軸29cmの円形である。深さは平均33cmである。イ三柱穴は深さ56cmと 深い。掘形埋土は黒褐色土

の単層が多いが,柱痕跡が確認できなかった。 S K3019は 建物に伴 う。イー～三 。ロー～三・ハニ三

柱穴から中世土師器が出上した。口三柱穴のそれは14世紀である。建物の時期は14世紀であろう。

103号掘立柱建物 (S B103,第 58・ 59図,図版49)

A3Nの 北中央部,X349～ 355Y92～ 98, S D 3006の 南側に位置する。 5間 ×4間の総柱建物で,
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桁行 12.90m× 梁行8.46m,張 出をもつ平面積123m2で ぁる。主軸はN-12° 一Eで南北に向 く。柱掘形

は長軸30cm～ 50cm× 短軸28cm～ 50cm,平均42cm× 38cmの円形である。イ六・口六・ホ六柱穴の深

さは 8 cm～ 13cmと 浅 く,口 三・二四五・ホ五柱穴のそれは50cm～ 56cmと 深い。深さの平均は34cm

である。柱痕跡はイ四・口二・ハ五・二二四柱穴で確認できた。口二柱穴の痕跡は直径 12cmの 円形で

ある。ハ五・二四柱穴のそれは西に約 80°傾 く。柱穴の切 り合い関係か ら,建物は S B 104・ S B105よ

り新 しい。 口三四・ハ三・ニーニ五・ホ三～五柱穴か ら12世紀後半～13世紀の中世土師器が出土 した。

建物の時期は13世紀である。

104号掘立柱建物 (S B104,第 58・ 59図,図版49)

S B103に 重複す るように位置する。4間 × 3間の総柱建物で,梁行6.54mである。北桁行は東から

240cm。 210cm。 210cm。 210cm,南桁行は210cm。 216cm。 204cm・ 210cmである。平面積56m2で ぁ

る。柱掘形は平均33cm× 31cmの円形である。ニー柱穴の柱掘形は22cm× 16cmと 小 さいが,その他

は28cm～ 54cm× 24cm～ 42cmである。深さは,イ ー～五・ニー注穴の 2 cm～ 9 cmと 浅いが,平均

18cmである。柱痕弥は二四柱穴で確認できる。それは15cmの 円形で,黒褐色の上が入っている。ハ

四柱穴か ら時期不明の中世土師器が出上 した。柱穴の切 り合いか ら, S B103・ S B105よ り古いので,

建物の時期は12世紀後半～13世紀である。

105号掘立柱建物 (S B105,第 58図 ,図版49)

S B104よ り古 く,S B103よ り新 しい,3問 × 2間の総柱建物である。桁行6.30m× 梁行5.52m,平

面積35m2で ぁる。主軸はN-74° 一Wで東西に向 く。柱掘形は平均長軸26cm× 短軸26cmの円形である。

深さは平均24cmである。掘形埋土には茶褐色土か黒褐色上の単層が多 く,柱痕跡は確認できなかった。

口四・ハニ柱穴か ら13世紀の中世土師器が出土 した。建物の時期は13世紀であろう。

106号掘立柱建物 (S B106,第 58図 ,図版49)

S B105に 重複するように位置する, 2間 ×2間の総柱建物である。長軸4.74m× 短軸4.44m,平面

積21m2で ぁる。主軸はN-68° 一Wで,東西に向く。柱掘形は平均長軸30cm× 短軸24cmの円形である。

深さは平均26cmである。ロー柱穴に柱痕跡が確認できた。それは直径12cmの 円形で,地山土混じり

の褐色土が入っている。ハ三柱穴から13世紀後半の中世土師器が出土した。S B105と の切 り合い関係

は不明だが,建物の時期は13世紀後半～14世紀であろう。

108号掘立柱建物 (S B108,第 58。 60図,図版49)

X348～ 351Y94～ 97,A3地 区の S B103～ S B107に 重複するように位置する, 3間 ×2間の側柱

建物である。桁行7.62m× 梁行4.44m,平面積34m2で ぁる。建物は口三柱穴が確認できなく,柱が中抜

ける形態である。主軸はN-18° 一Eで南北に向く。柱掘形は長軸26cm～ 34cm× 短軸24cm～ 32cm,平

均29cm× 26cmの円形である。深さは14cm～ 31cm,平均21cmである。口二柱穴は36cm× 32cm・ 深

さ29cmで,他より僅かに大きく,深い。掘形埋上の大部分は僅かに地山土が混じる (暗)茶褐色上の

単層である。イ三・ロー四・ハ三四柱穴から13～ 14世紀の中世土師器が出土したことから,建物の時

期は13世紀～14世紀であろう。

109号掘立柱建物 (S B109,第 58図 )

S B108の 北側に位置する,2間 ×2間の総柱建物である。長軸4.62m× 短軸4.14m,平 面積19m2で

ある。主軸はN-29° 一Eで,大きく東西に振れる。柱掘形は平均長軸29cm× 短軸26cmの円形である。

深さは平均26cmである。掘形埋土は少量の地山土混じりの (茶)褐色土の単層である。建物が重複し

ているが,他の建物 との切 り合い関係は不明である。イニ 。ローニ・ハー柱穴から13世紀の中世土師

ω



器が出土した。建物の時期は13世紀である。

110号掘立柱建物 (SB■0 第58・ 60・ 61図 )

S B103の 東側に位置する,3間 ×2間の側柱建物である。S B 108と 同じ柱が中抜ける形態である。

桁行7.08m× 梁行4.20m,平面積30m2でぁる。主軸はN-15° 一Eで南北に向く。S K3021を 伴う。柱

掘形は長軸22cm～ 40cm× 短軸26cm～ 36cm,平均33cm× 28cmの円形である。深さは18cm～ 40cm,

平均27cmである。口三柱穴は34cm× 28cmの円形,深さ23cmで,そ の他の柱穴と規模が似る。柱穴

はS K3045を 切っていることから,建物の時期は14世紀以降と考える。

1■号掘立柱建物 (S Blll,第 61・ 62図 )

A3地区の北東隅,X354～ 355Y100～ 106, S D3007の 南側に位置する, 4間 ×2間の側柱建物で

ある。桁行は東から240cm・ 168cm。 240cm・ 210cm,梁行は南から150cm。 204cmで,200cm以下の

柱間が目立つ。平面積30m2で ぁる。主軸はN-61° 一Wで東西に向く。柱掘形は平均長軸31cm× 短軸27

cmの 円形である。深さは平均12cmと浅い。掘形埋土は茶褐色土か黒褐色上の単層である。イ三・ロ

五・ハ五柱穴から13世紀～14世紀の中世土師器が出土した。柱穴はS D 3007に 切られているから,建

物の時期は14世紀と考える。なお, S K3049と の切 り合いは不明である。

112号掘立柱建物 (SB■2 第61図 )

S B lllに 重なるように位置する, 5間 ×4間の総柱建物である。桁行は南から150cm・ 210cm・ 222

cm・ 216cm。 162cm,梁行は東から150cm・ 210cm・ 201cm・ 159cmである。200cm以下の柱間が四

方に巡るが,柱穴の規模は他のものと変わらない。平面積は69m2でぁる。主軸はN-31° 一Eで,東西

に大きく振れる。イ五柱穴は深さ6Scm・ 長軸60cm× 短軸58cmの円形で,大 きく深い。柱掘形は平均

長軸34cm× 短軸30cmの円形である。深さは平均19cmである。掘形埋土は少量の地山土混じりの茶鵜

色土か黒褐色上の単層で,柱痕跡は確認できなかった。口四・ハ三四・二三～六・ホ五柱穴から13世

紀～14世紀の中世土師器が出上した。建物の時期は13世紀～14世紀であろう。

113号掘立柱建物 (SB■ 3,第 61図 )

S B l12の 内に位置する,2間 ×2間の総柱建物である。長軸4.50m× 短軸4.20m,平面積19m2でぁ

る。主軸 Iま N-29° 一Eで,東西に大きく振れる。イ三柱穴は長軸58cm× 短軸30cmの楕円形に近い。

柱掘形は平均長軸27cm× 短軸26cmの円形で,少 し小さい。深さは平均16cmである。柱痕跡はイニ柱

穴で確認できる。それは12cmの円形で,僅かに地山土混じりの黒褐色上である。イニ・口二柱穴から

中世土師器が出上した。建物の時期は13世紀～14世紀であろう。なお,建物の南側50cmに 塀 S A07が

ある。長さは4.80mで東から270cm。 210cmの 間隔である。

114号掘立柱建物 (SB■ 4,第 61図 )

A3地区の北東隅, SB■ 3の東側に位置する総柱建物である。 3間 (7.08m)× 3間 (6.72m),平

面積48m2で ぁる。西側が未調査区のため,建物が延びる可台を陛がある。主軸はN-19° 一Eで南北に向

く。柱掘形は長軸26cm～ 40cm X短軸22cm～ 40cm,平均31cm× 27cmの円形である。ニー柱穴の7cm

以外,深さは10cm～ 30cm,平均20cmである。掘形埋土は地山土混じりの茶褐色上の単層が多い。ニ

ニ柱穴には,18cmの 円形の柱痕跡 (地山上が霜降 り状に混じる茶褐色粘質土)がある。その痕跡の中

程で,完形の中世土師器が出土した。イ四・ロー四・ハーニ柱穴からも中世土師器が出土した。これ

らの中世土師器は13世紀のもので,建物の時期 も13世紀である。

115号掘立柱建物 (SB■ 5,第 62図 )

S B l14の 南側に位置する,4問 ×4間の側柱建物である。桁行10.80m X梁 行9.12m,平面積98m2で
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ある。ハ列柱穴はハ三四柱穴があるだけで,それ以外の柱穴は確認できない。主軸はN-19° 一Eで南

北に向く。柱掘形は長軸26cm～ 40cm× 短軸22cm～ 38cm,平均34cm× 30cmの円形である。4 cmの

二四柱穴・39cmの 口四柱穴以外は深さ 9 cm～ 32cm,平均21cmである。柱痕跡はイ五・ハ四柱穴で

確認できる。イ五柱穴では茶褐色上の中に暗茶褐色土 (柱痕跡)である。イニ 。口四 。二五柱穴から

13世紀～14世紀の中世土師器,ロー柱穴から14世紀の珠洲が出上した。建物の時期は14世紀である。

116号掘立柱建物 (SB■ 6,第 61図 )

X344～ 346Y102～ 105位置する2間 × 1間の建物である。北桁行は東から210cm・ 156cm,南桁行は

186cm。 186cmである。東梁行は240cm,西梁行は258cmである。各々の柱間は異なっている。平面

積は 6m2でぁる。主軸はN-68° 一Wで東西に向く。柱掘形は平均長軸27cm× 短軸23cmの円形である。

深さは平均18cmである。掘形埋上には地山土混じりの黒褐色土か茶褐色上の単層が多い。口三柱穴か

ら時期不明の中世土師器が出土した。周辺の遺構配置から,建物の時期は13世紀～14世紀であろう。

117号掘立柱建物 (SB■ 7,第 61図 )

X339～ 342Y99～ 103,S D3425を 挟んでいる,4間 ×2間の総柱建物である。桁行8,70m× 梁行6.00

m,平面積52m2で ぁる。主軸はN-76° 一Wで東西に向く。柱掘形は平均長軸44cm× 短軸39cmの円形

である。ロー柱穴は28cm× 28cm,そ れ以外は34cm～ 56cm× 30cm～ 50cmである。深さは平均35cmで

ある。口二柱穴の 8 cm,口 三柱穴の51cm,それ以外の深さは24cm～ 43cmである。柱痕跡はハ五柱

穴で確認できる。口五柱穴から中世土師器が出土した。柱穴が14世紀～15世紀のS D3770。 S D3425

に切られていることから,建物の時期は13世紀～14世紀であろう。

121号掘立柱建物 (S B 121,第 64図 )

A3地区の西側,X337～ 347Y86～ 93,S D 3425を 挟む位置にある,3間 ×2間の総柱建物である。

桁行 6。 90m×梁行4.68m,平面積32m2で ぁる。主軸はN-69° 一Wで東西に大きく向く。柱掘形は,イ

ー三柱穴の以外平均長軸34cm× 短軸30cmの円形で,深さ21cmである。イー三柱穴は54cm。 44cm×

44cm。 32cmの不整円形,深さ32cm・ 20cmである。掘形埋土は茶褐色上の単層である。ローニ柱穴

はS D3425で切られているので,建物の時期は13世紀～14世紀初めであろう。

122号掘立柱建物 (S B 122,第 64図,図版48)

S B121と 同様,S D3425を跨いでいる,6間 ×4間の総柱建物である。桁行16.80m× 梁行10.20m,

平面積171m2でぁる。主軸はN-16° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長軸38cm× 短軸35cmの円形で

ある。口二・二二・ホ七柱穴は20cm～ 30cm× 18cm～ 26cmと 月ヽさいが,その他は36cm～ 52cm× 34cm

ィ44cmである。深さは14cm～ 32cm,平均21cmである。三列柱穴はS D3425に 切られ,二三四柱穴

は溝・風倒木痕のため確認できなかった。柱痕跡はイ四・ロー柱穴から確認できる。ハー・ホニ柱穴

から中世土師器が出上した。建物の時期は13世紀であろう。S B 121と の切 り合い関係は不明だが,S
B125よ り古い。

123号掘立柱建物 (S B123,第 65図,図版48)

S B 125に 重複するように位置す る,5間 × 4間の総柱建物である。東桁行は12.60m,西桁行は12.90

mで,桁行の東列は柱間が少 し狭い。梁行9.24mで,平面積■8m2でぁる。主軸はN-10° 一Eで南北

に向 く。柱掘形は長軸34cm～ 66cm× 短軸30cm～ 60cm,平均50cm× 43cmの円形である。深さは19cm

～54cm,平均34cmである。柱痕跡はホ六柱穴で確認できなかった。それは上面が直径14cmの 円形で,

底になるほど逆円錐状にな り黒褐色上が入っている。口二五・ハニ・二五・ ホ三柱穴か ら13世紀の中

世土師器,ホー柱穴か ら鍛冶洋が出上 した。柱穴の切 り合いか ら,建物は S B125よ り古 く,15世紀の

α



柱穴 S K3585に 切られている。建物の時期は13世紀～14世紀である。

125号掘立柱建物 (S B 125,第 65図,図版48)

S D 3425で囲まれた区域の西側に位置する, 5間 ×4間の総柱建物である。S B122・ S B123よ り

新 しい。桁行13.20m× 梁行9.60m,平面積127m2で ぁる。主軸はN-10° 一Eで南北に向く。イニ・ニ

ーニ・ホ三柱穴は長軸58cm～ 66cm× 短軸42cm～ 56cmで大きいが,柱掘形の平均は47cm× 39cmの円

形である。イー・ハー柱穴の深さは10cm・ 16cm,イ 四。口六・二五柱穴は47cm～ 68cmである。深さ

の平均は32cmである。柱痕跡はイニ・三柱穴で確認できた。中世土師器はイ五・口三四・ハニ五・ニ

ニ四～六柱穴, 白磁は二四柱穴,鍛冶滓は口四・二三柱穴から出上している。各々の時期は12世紀後

半～13世紀のものである。建物の時期は13世紀と考える。

128号掘立柱建物 (S B128,第 63図,図版48・ 49)

X330～ 336Y99～ 103,S D 3425で 囲まれた区域の北西側に位置する。 4間 (9.60m)× 3間 (6.90m)

の総柱建物で,平面積66m2で ぁる。主軸はN-10° 一Eで南北に向 く。柱掘形は長軸35cm～ 50cm× 短

軸30cm～ 44cm,平均44cm× 36cmの円形である。深さは,二二柱穴の 8 cm以外,19cm～ 39cmであ

る。深さの平均は28cmである。柱抜き取 り痕跡がハニ柱穴で確認できた。それは直径18cmの 円形で,

地山土混じりの灰黒褐色上が入っている。イ四・口三・ハー～三柱穴から13世紀の中世土師器,イ 四

柱穴から13世紀の珠洲が出土した。S K3750。 S K3751に よって柱穴が切られていることから,建物

の時期は13世紀～14世紀である。

129号掘立柱建物 (S B129,第 63図 ,図版48・ 49)

128号建物の南側に位置する,4間 ×3間の総柱建物である。桁行8.82m× 梁行7.08m,平面積62m2

である。主軸はN-86° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸32cm～ 60cm× 短軸30cm～ 46cm,平均46cm×

39cmの円形である。イ四五・ハニ柱穴の深さは 8 cm～ 10cmと浅 く,イ 三・二二柱穴のそれは35cm

～37cmと 深い。平均の深さは22cmである。ハ四柱穴から柱抜き取 り痕跡が確認できる。上面で直径

20cm,下面で直径12cmの円形で,地山土・炭粒混じりの黒褐色土が入る。イー三～五・ロー三四・

ハ三～五・二二四柱穴から13世紀～14世紀の中世土師器・珠洲が出上した。ハ五柱穴が S K3570に 切

られている。建物の時期は14世紀である。

130号掘立柱建物 (S B 130,第 63図,図版48)

S B128に 重複するように位置する, 3間 ×2間の側柱建物である。桁行6.72m× 梁行4.50m,平面

積30m2で ぁる。主軸はN-13° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長軸35cm× 短軸29cmの円形である。

イー柱穴は26cm× 24cmと 小さいが,その他は30cm～ 48cm× 28cm～ 32cmである。深さは平均26cm

である。イ四・ハニ三柱穴は12cm～ 15cmと 浅 く,ハ四柱穴は55cmと 深いが,その他は18cm～ 33cm

である。掘形埋土は地山土混じりの茶凋色土か黒褐色土の単層が多い。ロー柱穴から13世紀の中世土

師器が出土した。建物の時期は13世紀である。

131号掘立柱建物 (S B131,第 66図,図版48)

X344～ 346Y102～ 105,S D3425の 東南隅に位置する,3間 Xl間の建物である。桁行は東から168

cm・ 222cm・ 168cmで ,両端が少し狭い。梁行は240cm・ 252cmで,長さが東 。西で違う。平面積は

14m2でぁる。主軸はN-73° 一Wで東西に向く。柱掘形は平均長軸27cm× 短車由25cmの円形である。深

さは平均27cmである。口四柱穴は14世紀のS K3488に 切られている。イ・口四柱穴から中世土師器が

出土した。建物の時期は14世紀～15世紀であろう。

132号掘立柱建物 (S B 132,第 66図 ,図版48)
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S B 131の 南側に位置し,S D 3425に 並行する。3間 ×3間の側柱建物である。長軸5.88m× 短軸5。 40

m,平面積32m2で ぁる。ハー～三・二二三柱穴は確認できない力乳 それらを入れて建物を復元した。

主軸はN-78° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸28cm～ 44cm× 短軸24cm～ 36cm,平均33cm× 29cmの

円形である。深さは16cm～ 39cm,平均21cmである。掘形埋土は茶褐色土か黒褐色土の単層が多い。

イー柱穴から中世上師器 (13世紀),入尾 (13世紀後半),イ 四柱穴から中世土師器 (15世紀),口 ～ニ

四柱穴から中世土師器 (13世紀～14世紀)が出土した。建物の時期は14世紀～15世紀であろう。

133号掘立柱建物 (S B 133,第 66図,図版48)

S B 132の 南側に位置する,2間 ×1間の側柱建物である。椅行4.80m× 梁行2.79m,平 面積13m2で

ある。主軸はN-76° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸30cm～ 31cm× 短軸25cm～ 30cm,平均30cm×

27cmの円形である。深さは28cm～ 45cm,平均29cmである。口二柱穴から柱痕跡が確認できる。そ

れは,炭化した木片が多く入る茶褐色上で,直径10cmの 円形である。イ三柱穴から中世土師器,口二

柱穴から14世紀の珠洲が出上した。建物の時期はS D3425と の関連から,14世紀～15世紀であろう。

134号掘立注建物 (S B134,第 67図 ,図版97)

X322～ 327Y87～ 92,S D3425の南西側に位置する,3問 ×3間の側柱建物である。長軸7.20m,短

軸7.14mで,北西隅に 1間 (240cm)× 1間 (198cm)の 張出する。張出部を含めて,平面積は56m2で

ある。主軸はN-80° 一Wで東西に向く。口・ハ三柱穴は確認できなかった。柱掘形は長軸24cm～ 46cm×

短軸26cm～ 40cm,平均35cm× 28cmの円形である。深さは平均■cmである。ハ四・五柱穴は23cm～ 25

cm,それ以外は 4 cm～ 13cmである。柱痕跡は確認できなかった。柱穴から出上しなかったが,柱穴

の並びが S B 132と 同じなので,建物の時期は14世紀～15世紀であろう。なお,イ ー・ニー柱穴の東側

に柱穴があるが,建物に伴うものかは不明である。

135号掘立柱建物 (S B135,図 面12,図版97)

S B134の 北側に位置する,2間 ×2間の総柱建物である。長軸4.50m× 短軸4.20m,平 面積19m2で

ある。主軸はN-75° 一Wで東西に向く。柱掘形は平均長軸32cm× 短軸28cmの円形である。深さは平

均16cmである。柱穴から遺物が出土しなかった力、 S B 134と の関係から,建物の時期は14世紀～15

世紀であろう。

B地区

142号掘立柱建物 (S B 142,第 153図 ,図版91)

X275～ 278Y87～ 89に位置する,2間 ×2間の側柱建物である。長軸5.10m× 短軸4.50m,平面積23

m2でぁる。主軸はN-2° 一Eで南北に向く。柱掘形は長軸34cm～ 54cm× 短軸22cm～ 50cm,平均44

cm× 34cmの円形である。深さは平均29cmである。ハニ柱穴の深さは 7 cmと浅いが,そ の他は18cm

～46cmである。ハ三柱穴から青磁が出土した。建物は13世紀～14世紀の S K4807を 取 り込んでいる。

しかし,周辺の遺構 との関連から,建物の時期は14世紀～15世紀と考える。 (宮 田進―)
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,2
67
(8
 9
)

32
7(
10
 9
)

25
8(
86
),
23
4(
78
),

23
4(
7 
8)

南
北

棟
N8
E

12
後

～
13
世

紀

前
半

蘊
柱

柱
間
60
cm
は

間
仕

切
り
,S
K1
00
3

を
内

に
伴

う
,S
B1
3よ

り
古

い

Aユ
4

3
22
6

21
6(
72
),
22
8(
76
),

23
4(
7 
8)
,1
98
(6
 6
)

24
0(
3)
,2
40
(8
),
19
8(
66
)

東
西

棟
N7
6W

13
後

～
14
世

紀 初
総

柱
柱

穴
か

ら
中

世
土

師
器

・
珠

洲
 

白

穂
・

青
磁

出
土

Al
3

3
67
8

23
7(
79
),
25
5(
85
),

24
0(
8)

24
0(
8)
,2
40
(8
),
19
8(
66
)

東
西

棟
N7
9W

13
～

14
世

紀
初 か

総
柱

柱
穴

か
ら

中
世

土
師

器
出

土

17
Al

7
4

16
68

22
2(
74
),
24
6(
32
),

24
0(
8)
,2
40
(8
),
24
0(
8)
,

24
0(
8)
,2
40
(8
)

24
0(
8)
,2
40
(8
),
24
0(
8)
,

24
0(
8)

南
北

棟
N8
E

13
世

紀
総

柱
SK
78
4,
SK
78
5,
SK
80
0を

切
る

,

柱
穴

か
ら
中
世

土
師

器
(1
3c
l出

土

Al
5

2
10
20

20
4

18
0(
6)
,1
80
(6
),

22
2(
7 
4)
,2
16
(7
 2
)

22
2(
7 
4)

22
2(
74
).
22
2(
74
)

南
北

棟
N2
E

51
13
～

14
世

紀
側

柱
SD
78
6(
13
c)
SD
80
0を

切
る

,

SB
17
よ

り
芽折

し
ヤヽ

第
4表

 
掘

立
柱

建
物

(中
世

前
期

)一
覧

(1
)

注
,桁

行
・

梁
行

の
柱

間
は

南
・

東
か

ら
数

え
左
 

右
で

違
う
場

合
は

()
で

示
し

た
。



構 号

遺 番
地

区
行 間

桁 柱

行 間

梁 柱

桁
行

長
梁

 
行
  

長
平

面
積

(n
l)

桁
行

柱
間

cm
(尺

)
梁

行
柱

間
cm
(尺

)
棟

方
向

方
位

柱
穴

時
 

代
柱

形
式

備
考

尺
平

均
cm

尺
平

均
cm

長
軸

短
軸

深
さ

長
軸

■
短
軸

Al
4

3
30
0(
10
),
21
6(
72
),

24
0(
8)
,2
16
(7
 2
)

24
0(
8)
,2
58
(8
6)
,

22
2(
7 
4)

東
西

棟
N8
1W

1 
03

13
～

14
世

紀
か

総
継

柱
間

不
揃

い

Al
S

2
2

17
42
0

27
0(
9)
,2
40
(8
)

21
0(
7)
,2
10
(7
)

南
北

棟
N1
2E

11
3

13
～

14
世

紀
か

綿
主

21
8

24
9

27
6(
92
),
21
6(
72
)

24
6(
8 
2)
,2
46
(8
 2
)

28
2(
9 
4)
,2
52
(8
 4
)

24
6(
8 
2)
.2
28
(7
 6
)

23
4(
78
),
22
8(
76
),

23
4(
7 
8)
.2
34
(?
 8
)

南
北

棟
N1
2E

47
42

35
12
後

～

13
世

紀
前

半
総

柱

SB
22
よ

り
新

し
い
,柱

穴
か

ら
縄

紋

土
器
,土

師
器

変
,中

世
土

師
器

が

出
土

Al
4

3
22
 2

25
8(
86
),
24
0(
8)
,

27
0(
9)
,2
46
(8
 2
)

22
8(
76
),
21
0(
7)
,

22
8(
7 
6)

南
北

棟
N8
E

43
36

1 
19

12
後

～

13
世

紀
前

半
総

l●
SB
21
よ

り
古
ヤヽ

Aユ
5

5
11
52

10
80

19
8(
66
),
24
0(
8)
,

25
8(
8 
6)
,2
34
(7
 8
),

22
2(
7 
4)

21
0(
7)
,1
98
(6
6)

21
6(
7 
2)
,2
04
(6
 8
)

21
6(
7 
2)
,2
04
(6
 8
)

18
6(
6 
2)
,2
64
(8
 8
)

25
2(
8 
4)

南
北

棟
N1
9E

41
13
世

紀
後

半
総

柱

SK
77
3(
12
c後

半
～

13
c)
を

伴
う

,

柱
穴

は
SD
78
2(
14
c)
イ

こ
切

ら
れ

SD
78
5を

切
る
,柱

穴
か

ら
中

世
土

師

器
出

土

Al
4

2
15

18
0(
6)
,1
80
(6
),

25
8(
8 
6)
,2
70
(9
)

22
2(
74
),
22
8(
76
)

東
西

棟
N7
研

パ′
30

13
～

14
世

紀
か

総
柱

南
側

に
張

出
部

が
付

く
(1
間

18
0

cm
×

1間
18
0c
mで

内
に

土
坑

あ
り

)

Al
3

2
25
8(
86
),
22
8(
76
),

22
8(
7 
6)

26
4(
88
),
26
4(
88
)

東
西

棟
N7
7W

14
世

紀
か

綿
主

SK
76
0(
12
■

3c
)を

切
る
,柱

穴
か

ら

中
世

土
師

器
(1
4c
初

)出
土

Al
3

3
21

27
0(
9)
,2
40
(8
),
21
6(
72
)

21
0(
7)
,2
10
(7
),
21
0(
7)

南
北

棟
N7
E

42
13
世

紀
総

柱

SK
76
0(
12
c後

半
～

13
c)
を

伴
う

,

SD
30
2よ

り
新

し
い

,4
f穴

か
ら

中
世

土
師

器
出

土

27
Al

3
2

22
 4

21
0(
7)
,2
28
(7
6)
,

23
4(
7 
8)

24
0(
8)
,2
40
(8
)

東
西

棟
N8
3W

1 
17

13
後

～ 14
世

紀
か

総
柱

SD
30
2(
13
c)
よ

り
新

し
'

Al
3

2
21
 8

18
0(
6)
,2
40
(8
),
23
4(
78
)

21
0(
7)
,2
70
(9
)

東
西

棟
N7
8W

1 
23

13
～

14
世

紀
か

総
柱

SD
78
5(
12
c後

半
～

13
c)
よ

り
新

し

Al
3

2
37

26
4(
88
),
26
4(
88
),

26
4(
8 
8)

23
4(
78
),
23
4(
78
)

東
西

棟
N6
5ヽ

V
1 
11

13
～

14
世

紀
総

構
SD
30
2(
13
0よ

り
新

し
,

Al
2

2
45
6

25
8(
86
),
22
8(
76
)

22
8(
76
),
22
8(
76
)

南
北

棟
N2
2E

1 
26

14
世

紀
綿

主

Al
3

2
12
0(
4)
,1
74
(5
8)
,2
70
(9
)

24
6(
82
),
24
6(
82
)

東
西

棟
N8
6W

1 
12

13
～

14
世

紀
か

側
構

南
lR
lに

張
出

が
あ

り
,内

に
SK
70
3

を
伴

う

Al
4

4
20
4(
68
),
29
4(
98
),

27
0(
9)
,2
04
(6
 8
)

21
6(
72
),
23
4(
78
),

21
0(
7)
,2
28
(7
 6
)

南
北

棟
N1
4E

1 
14

13
～

14
世

紀
か

側
柱

A]
3

2
26
 6

25
8(
86
),
28
5(
95
),

25
5(
8 
5)

22
8(
76
),
21
6(
72
)

南
北

棟
N6
E

1 
18

13
世

紀
総

柱
SB
36
よ

り
新

し
い
,柱

穴
か

ら
中

世

土
師

器
出

土

Aユ
2

2
[8

21
3(
71
),
22
8(
76
)

19
2(
64
),
21
0(
7)

東
西

4R
N8
5M
I

1 
17

13
世

紀
前

半
総

柱
SB
35
よ

り
古

ヤ

Al
2

1
56
1(
59
7)

18
7(
19
9)

28
0(
29
8)

76
27
0(
9)
29
1(
97
),

29
1(
9 
7)
30
6(
10
 2
)

22
8(
76
)

南
北

棟
N9
E

15
1 
17

13
～

14
世

紀
か

IF
!柱

SB
34
よ

り
新

し
い
,柱

間
が
広

く

桁
行

の
長

さ
が
違

う

Al
4

1
29
 7

22
2(
74
),
45
9(
15
3)
,

21
0(
7)

33
0(
11
)

東
西

棟
N8
4M
r

1 
12

13
～

14
世

紀
か

lp
l柱

SK
70
4(
近

世
)よ

り
古

い
,S
B3
4と

重
複

す
る
,桁

行
は

4間
と
推

定

Al
2

1
28
8

28
8(
96
),
28
8(
96
)

32
4(
10
8)

南
北

棟
N6
E

21
13
-1
4世

紀
か

側
柱

西
側

に
延

び
る

可
能

性
あ

り

Al
6

27
0(
9)
,2
40
(8
),
24
0(
8)
,

24
0(
8)
,2
40
(8
).
24
0(
8)

21
0(
7)
,2
40
(8
),
24
0(
8)
,

24
0(
8)

東
西

標
N8
1ヽ

V
1 
18

13
世

紀
総

柱
SB
41
と

の
切

り
合

い
不

明
,柱

穴
か

ら
中

世
土

師
器

出
土

第
4表

 
掘

立
柱

建
物

(中
世

前
期

)一
覧

修
)

a



a
齢 需

地
区

術 胡
行 間

梁 柱

桁
行

長
梁

行
長

積 ナ

面 世

平 ぐ
桁

行
柱

間
cm
(尺

)
梁

行
柱

間
cm
(尺

)
棟

方
向

方
位

柱
穴

時
 

代
柱

形
式

備
考

尺
平

均
cm

尺
平

均
cm

長
軸

短
軸

深
さ

長
軸

■
短
軸

Al
4

3
25
0

24
0(
8)
,2
40
(8
),
24
0(
8)
,

24
0(
8)

21
0(
7)
,2
40
(3
),
30
0(
10
)

束
西

棟
N8
21
1r

48
13
世

紀
総

柱

SB
40
と

の
切

り
合

い
不

明
,柱

穴
か

ら
中

世
土

師
器

(1
3c
)出

土
,梁

行
が

1間
西

に
廷

び
る

の
か

Al
4

3
25
 2

22
5(
75
),
25
5(
85
),

22
5(
7 
5)
,2
40
(8
)

22
2(
74
),
25
8(
86
),

27
6(
9 
2)

南
北

棟
N7
E

13
世

紀
縦

北
側

は
近

世
土

坑
●

住
穴

不
明
,柱

穴
か

ら
中

世
土

師
器

l1
3c
l・

珠
洲

出

土

Al
5

4
11
40

22
2(
74
),
22
8(
76
),

24
0(
8)
,2
40
(8
),
21
0(
7)

21
0(
7)
,2
40
(8
),

22
5(
7 
5)
,2
25
(7
 5
)

南
北

棟
N1
0E

12
後

～ 13
世

紀
初

綴
位

SB
48
よ

り
古
い
,西

側
に
延
び
る
の

か

5
2

24
9(
83
),
24
6(
82
),

25
5(
8 
5)
,2
40
(8
),
24
0(
8)

23
1(
77
),
23
1(
77
)

南
北

棟
N1
4E

4ユ
13
世

紀
か

綸
柱

SB
49
よ

り
古

く
,S
B4
7・

SB
50
よ

り

新
し
い

3
2

21
0(
7)
,2
40
(8
),
22
8(
76
)

27
9(
93
),
29
1(
97
)

南
北

棟
N1
0E

1 
15

13
後

～
14
世

紀
側

柱
SB
48
よ

り
課行

し
し

4
2

25
9

15
 4

24
6(
82
),
27
6(
92
),

27
6(
9 
2)
,2
40
(3
)

23
1(
77
),
23
1(
77
)

東
西

棟
N8
61
11

41
35

13
世

紀
総

柱
SB
48
よ

り
古

い
,柱

穴
か

ら
中

世
土

師
器

(1
3c
)出

土

Al
5

2
45
0

20
1(
67
),
24
0(
3)
,

24
0(
8)
,2
10
(7
),
21
0(
7)

22
5(
75
),
22
5(
75
)

南
お

僚
N1
4E

13
世

紀
か

総
柱

SB
52
よ

り
新

し
い
,西

側
に
廷

び
る
の

か
,柱

穴
か

ら
中

世
土

師
器

(ロ
ク
ロ

)

出
土

Al
5

3
72
0

21
9(
73
),
23
1(
77
),

22
8(
7 
6)
,2
52
(8
 4
),

21
0(
7)

21
9(
73
),
21
9(
73
),

28
2(
9 
4)

東
西

練
N7
5W

13
世

紀
前

半
か

綸
住

SB
51
よ

り
古

い
,S
K1
30
5(
13
c後

半
～

14
c初

)に
柱

穴
力
嘲

ら
れ

る
,

柱
穴

か
ら

中
世

土
師

器
出

土

Al
5

3
40
 8

21
 8

80
22
2(
74
),
24
0(
8)
,

27
0(
9)
,2
40
(8
),
25
2(
8 
4)

24
0(
8)
20
4(
68
),

23
4(
7 
8)
22
8(
7 
6)
,

18
0(
6)
22
2(
7 
4)

東
西

様
N7
4W

13
～

14
世

紀
側

棧
SK
13
02
と

の
共

伴
関

係
不

明

Al
4

2
30
 8

24
0(
8)
,2
16
(7
2)
,

24
0(
8)
,2
28
(7
 6
)

25
8(
86
),
28
2(
94
)

南
北

様
N1
4E

総
棧

Al
3

2

22
8(
76
)2
52
(8
4)

30
0(
10
)2
76
(9
 2
),

27
6(
9 
2)

23
4(
78
),
24
0(
8)

南
北

棟
N2
M/

14
世

紀
総

桂
柱

穴
が

SB
56
と

重
複

,柱
穴

か
ら
珠

洲
(1
4c
)出

土

Al
2

2
25
2(
84
)2
70
(9
),

28
8(
9 
6)
27
0(
9)

21
3(
71
),
23
1(
77
)

南
北

棟
Nl
E

1 
12

13
～

14
世

紀
総

柱
柱

穴
が

SB
57
と

重
視

SB
55
の

建

替
え

か

Al
3

3
75
0

24
0(
8)
,2
70
(9
),
24
0(
8)

21
0(
7)
,2
25
(7
5)
,

22
5(
7 
5)

南
ゴ
し
陳

N1
4E

綿
位

AI
2

2
21
0(
7)
,2
85
(9
5)

21
0(
7)
,2
70
(9
)

東
西

棟
N8
0W

総
柱

Al
4

4
27
0(
9)
,2
70
(9
),

25
8(
8 
6)
,3
00
(1
0)

23
4(
78
),
22
8(
76
),

22
8(
7 
6)
,2
22
(7
 4
)

南
北

棟
N1
2E

1 
14

13
世

紀
総

柱
SB
52
よ

り
新

し
Vヽ
,柱

穴
が

SK
13
00
(1
4c
前

半
)に

切
ら
れ

る

Al
5

3

22
8(
76
),
21
0(
7)
,

20
4(
6 
8)
,2
04
(6
 8
),

24
6(
8 
2)

24
0(
8)
,2
40
(8
),
24
0(
8)

南
北

棟
N1
4E

1 
17

13
世

紀
前

半
側

柱
SK
13
92
(1
3c
)・

SK
13
95
(1
3c
)よ

り

古
い

Al
3

21
 7

21
0(
7)
,2
10
(7
),
21
0(
7)
,

21
0(
7)

20
1(
67
),
21
0(
7)
,2
40
(8
)

南
北

棟
N2
0E

13
世

紀
前

半
総

柱

SK
12
92
(1
3c
)。

SK
12
95
(1
3c
)よ

り

古
い

,柱
穴
か

ら
中
世

土
師
器

(1
3c
)・

珠
洲

出
土

Al
4

1
21
0(
23
4)

7(
78
)

21
0(
23
4)

21
6(
72
),
23
4(
73
)

25
2(
8 
4)
,2
34
(7
 8
)

24
0(
8)
,2
64
(3
 8
)2
40
(8
)

21
0(
7)
23
4(
78
)

南
北

棟
N1
6E

14
世

紀
以

降
II
!柱

柱
穴

か
ら
中
世

土
師
器

(1
3c
l・

珠
洲

出
土
,S
K1
29
4住

31
4c
)よ

り
新

し

第
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掘

立
柱

建
物

(中
世

前
期

)一
覧

●
)



遺
構

番
号

地
区

行 間

桁 柱

行 間

梁 柱

桁
  

行
  

長
梁

 
行

 
長

平
面

積

(l
na
)

桁
行

柱
間

cm
(尺

)
梁

行
柱

問
cm
(尺

)
棟

方
向

方
位

柱
  

穴
  
cn

時
 

代
柱

形
式

備
考

尺
平

均
cm

尺
平

均
c
m

長
軸

短
軸

深
さ

長
軸
■
短

dm

AI
8

6
49

25
5(
85
)2
40
(8
),
24
0(
8)
,

24
0(
8)
,2
10
(7
)2
40
(8
),

22
5(
7 
5)
21
0(
7)
,

22
5(
7 
5)
,2
70
(9
),

19
5(
6 
5)

27
0(
9)
24
0(
8)
,2
70
(9
),

22
5(
7 
5)
24
0(
8)
,2
40
(8
),

25
5(
8 
5)
24
0(
8)
,2
10
(7
)

24
0(
8)

東
西

棟
N7
6W

31
1 
20

13
世

紀
総

柱

最
大

規
模

,S
D1
35
0よ

り
新

し
い

,

SD
12
52
に

並
行

す
る
,柱

穴
か

ら
中

世
土

師
器

(1
2c
後

13
c前

)出
土

Al
3

2
23
 6

25
8(
86
),
25
5(
85
),

19
5(
6 
5)

22
5(
75
),
22
5(
75
)

束
西

棟
N7
8W

1 
15

総
柱

4
3

31
 2

22
8(
76
),
24
0(
8)
,

22
8(
7 
6)
,2
40
(8
)

22
2(
74
),
26
4(
88
),

28
2(
9 
4)

東
西

棟
N7
6W

1 
14

13
世

紀
総

柱

SK
24
86
(1
31
4c
),
SK
29
72
に

切
ら

れ
る
,柱

穴
か

ら
中

世
上

師
器

(1
3c
)

出
土

3
24
 4

67
15
9(
53
),
30
0(
10
),

24
0(
8)
,2
10
(7
)

25
2(
84
),
21
0(
7)
,2
70
(9
)

東
西

棟
N7
7ヽ

V
13
～

14
世

紀
側

柱

SB
65
よ
 
り
新

し
い
,S
D2
48
5,

SK
24
86
(1
31
4c
)よ

り
古
い

,柱
穴

か
ら
中
世
土
師
器

(1
2c
末

)出
土

A2
5

2
41
 2

14
2

24
0(
8)
,2
40
(8
),

28
2(
9 
4)
,2
58
(8
 6
),

21
6(
7 
2)

21
6(
72
),
21
0(
7)

東
西

棟
N7
8W

13
～

14
世

紀
総

柱

SB
73
よ

り
新

し
い
,S
K2
48
6(
13
c

14
c)
SE
26
58
(1
3末

-1
4c
),

SX
29
72
(1
3-
14
c)
よ

り
古

い

A2
3

3
71
1

23
 7

27
0(
9)
25
2(
84
),
27
0(
9)

28
8(
9 
6)
,2
52
(8
 4
)

24
0(
8)
,2
31
(7
7)
,2
40
(8
)

南
北

棟
N1
2E

13
世

ネ
己

締
主

柱
穴

か
ら

中
世

上
師

器
(1
3c
前

半
)

出
土

A2
3

2
21
9(
73
),
21
9(
73
),

21
0(
7)

28
5(
95
),
25
5(
85
)

東
西

棟
N7
ハ

V
33

1 
15

13
世

紀
前

半
総

柱
柱

穴
か

ら
中
世

土
師

器
(1
3c
)出

土
,

SD
24
53
 b
(1
31
4c
)よ

り
古

い

A2
5

22
8(
76
),
26
4(
88
),

25
8(
8 
6)
,2
40
(8
),
21
0(
7)

24
0(
8)
,2
25
(7
5)
,

22
5(
7 
5)
,2
40
(8
)

南
北

様
N1
0E

13
世

紀
総

柱
SB
71
よ

り
新

し
▼
、

柱
穴

か
ら

中
世

土
師

器
(1
3c
)出

土

A2
4

4
10
74

35
 8

22
2(
74
),
30
0(
10
),

30
0(
10
)、

25
2(
8 
4)

22
2(
74
),
22
8(
76
),

24
0(
8)
,2
10
(7
)

南
北

棟
N1
2E

37
1 
09

13
世

紀
後

半
総

柱

SB
70
,S
B7
6よ

り
新

し
い
,S
K2
97
2

よ
り
古

い
,柱

穴
か

ら
中
世

土
師

器

出
土

5
4

10
20

21
0(
7)
,2
28
(7
6)
,

24
0(
8)
,2
40
(8
),
24
0(
8)

22
8(
76
),
27
0(
9)
,

27
0(
9)
,2
52
(8
 4
)

東
西

標
N7
4鞘

「
1 
17

13
世

紀
総

柱

SB
66
よ

り
古

い
,S
B6
7・

76
よ

り
新

し
い
,柱

穴
よ

り
中
世

土
師

器
(1
3c

前
半

)

4
2

18
0(
6)
,1
80
(6
),

19
8(
6 
6)
,1
80
(6
)

19
8(
66
),
21
0(
7)

南
北

棟
N1
3E

14
世

紀
前

半
絹

主

SB
67
・

SB
72
・

SK
29
72
よ

り
古

い
,

柱
穴

か
ら
中
世

土
師

器
(1
3c
‐

14
c)

石
鍋

(1
4c
前

半
)出

上

A2
4

3
30
 4

22
2(
74
),
22
8(
76
),

24
0(
8)
,2
22
(7
 4
)

25
8(
86
),
30
0(
10
),

25
8(
8 
6)

東
西

棟
N7
3M
「

11
6

13
世

紀
総

柱
柱

穴
か

ら
中
世

上
師

器
出

土

A2
6

5
11
82

21
0(
7)
,2
40
(8
),
24
0(
8)
,

22
8(
7 
6)
,2
22
(7
 4
),

24
0(
8)

22
5(
75
),
23
1(
77
),

23
1(
7 
7)
,2
25
(7
 5
),

27
0(
9)

東
西

模
N8
9W

11
1

13
世

紀
総

柱
柱

穴
か

ら
中

世
上

師
器

(1
3c
)・

白
磁

(1
30
出

土

A2
8

4
17
22
(1
75
2)

57
4(
58
4)

21
5(
21
9)

23
4(
78
),
28
5(
95
),

69
(2
 3
),
18
0(
6)
21
0(
7)
,

21
0(
7)
,2
28
(7
 6
),

25
8(
8 
6)
,2
58
(8
 6
)

22
8(
76
),
22
8(
76
),

24
0(
8)
,2
10
(7
)

南
北

棟
N9
E

13
世

紀
後

半
総

柱

SB
71
・

SK
29
51
(1
3c
末

14
c

初
)S
K2
45
6(
13
c末

-1
4c
初

)よ

り
古

い
,間

仕
切

り
有

り
,柱

穴
か

ら

中
世

上
師

器
(1
3c
後

半
)出

上

77
A2

4
1

6
18
0

19
8(
66
),
24
0(
8)
,

24
0(
8)
,1
98
(6
 6
)

18
0(
6)

南
北

棟
N8
0ヽ

V
1 
15

13
世

紀
後

半
側

柱
SB
76
の

南
側

,S
D2
45
1に

切
ら
れ

る

A2
2

2
14

18
0(
6)
,2
40
(8
)

19
8(
66
),
19
8(
66
)

南
北

棟
N7
E

1 
07

13
世

紀
IR
I柱

SE
24
97
(1
3c
)を

伴
う
,柱

穴
か

ら
中

世
土

師
器

(1
3c
)出

土
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酪
構 号

遺 番
地

区
行 間

桁 柱

行 間

梁 柱

桁
行

長
梁

行
長

平
面

積

(l
ll
lr
)

桁
行

柱
間

cm
(尺

)
梁

行
柱

間
cm
(尺

)
棟

方
向

方
位

住
 

穴
 c
m

時
 

代
柱

形
式

備
考

尺
平

均
cm

尺
平

均
cm

長
軸

短
軸

深
さ

長
軸

■
疑
軸

A2
6

2

20
4(
68
),
19
2(
64
),

22
2(
7 
4)
,2
46
(8
 2
),

22
8(
7 
6)
,2
94
(9
 8
)

20
4(
68
).
27
0(
9)

南
北

棟
Nl
lE

1 
19

13
～

14
世

紀
総

l●

東
桁

行
の

並
び

不
揃

い
,東

に
延

び

る
の

か
,S
K2
46
1(
13
c)
に

切
ら
れ

る

A2
2

2
22

24
0(
8)
,2
40
(8
)

21
0(
7)
,2
58
(8
6)

南
北

棟
N1
0E

11
1

13
後

～ 14
世

紀
初

総
柱

柱
穴

か
ら

中
世

土
師

器
(1
3後

半
14

c初
)出

土

A2
3

2
21
0(
7)
,2
10
(7
),
18
0(
6)

24
6(
82
),
24
6(
82
)

南
北

標
N8
E

21
1 
16

13
世

紀
後

半
総

柱
SX
24
58
(1
3c
後

半
-1
4c
初

)を
伴

う
の

か

A2
2

2
16

24
0(
8)
.2
40
(8
)

24
0(
8)
,2
40
(8
)

商
北

棟
N8
E

1 
21

13
～

14
世

紀
総

柱

A2
5

3
23
 6

25
2(
84
),
15
0(
5)
,

19
2(
6 
4)
,1
92
(6
 4
),

23
4(
7 
8)

22
2(
74
),
17
4(
58
),

31
2(
10
 4
)

南
北

棟
N7
E

13
-1
4世

紀
側

柱
化

束
隅

に
張

出
部

(1
間

×
1間

)が
付

く
,柱

穴
か

ら
中

世
上

師
器

出
土

A2
5

2
11
6

30
0(
10
),
18
0(
6)
,

19
8(
6 
6)
,2
10
(7
),

13
2(
4 
4)

16
8(
56
),
18
0(
6)

南
北

棟
N1
8E

13
～

14
世

糸
己
か

側
柱

南
端

が
広

ヤ

A2
3

2
16
 3

22
8(
76
),
24
0(
8)
,2
40
(8
)

24
0(
8)
.2
49
(8
3)

東
西

棟
N7
2Ⅵ

「
1 
21

総
柱

A2
3

2
25
 2

25
2(
84
),
25
2(
84
),

25
2(
8 
4)

21
6(
72
),
25
2(
84
)

南
北

棟
N1
4E

1 
11

13
後

～
14
世

紀 初
側

柱
問

仕
切

り
(6
0c
m)
有

り
,注

穴
か

ら

中
世

土
師

器
(ロ

ク
ロ

)出
上

87
A2

3
73

22
2(
74
),
24
0(
8)
,

24
6(
8 
2)
,2
34
(7
 8
)

22
8(
76
),
27
6(
92
)

27
6(
9 
2)

東
西

棟
N7
6W

13
世

紀
総

柱
柱

穴
か

ら
白
磁

(1
3c
)出

土
,建

物
の

東
 

南
側

に
塀

SA
05
・

06
が

あ
る

A2
3

3
23
 4

22
 6

21
0(
7)
,2
52
(8
4)
,2
40
(8
)

22
2(
74
),
22
2(
74
),

23
4(
7 
8)

南
北

標
N2
0E

13
世

紀
前

半
綿

主
柱

穴
か

ら
中

世
土

師
器

出
土

,

SK
22
08
(1
3c
後

)に
切

ら
れ

る

A2
2

2
18
6(
62
),
22
8(
76
)

19
2(
64
),
21
0(
7)

東
西

棟
N2
8E

1 
15

総
柱

柱
穴

は
小

さ
▼

A2
2

2
17

27
0(
9)
,2
40
(8
)

22
8(
76
),
19
2(
64
)

南
北

棟
N2
6E

1 
12

側
l●

建
物

と
し
て

は
不

確
実

91
A2

2
1

17
 6

8
13

25
2(
84
),
27
6(
92
)

24
0(
8)

南
北

棟
N1
9E

1 
13

側
柱

建
物

と
し
て

は
不

確
実
,柱

穴
は
小

さ
い

A2
5

5
12
00

13
7

21
0(
7)
,2
40
(8
),

24
0(
8)
,2
40
(8
),

27
0(
9)

22
2(
74
),
23
4(
78
),

23
4(
7 
8)
,2
40
(8
),
21
0(
7)

南
北

棟
N1
8E

1 
16

13
世

紀
か

側
柱

西
側

に
延

び
る

可
能

性
大
,柱

穴
か

ら
中

世
土

師
器

出
土

A2
2

1
74

25
2(
84
),
21
6(
72
)

22
2(
74
)

南
北

棟
N1
7E

1 
15

側
柱

柱
穴

は
小

さ
し

5
3

27

19
2(
64
),
21
0(
7)
,

26
4(
8 
8)
,2
64
(8
 8
),

20
4(
6 
8)

30
0(
10
),
30
0(
10
),
21
0(
7)

東
西

棟
N6
8W

13
世

紀
総

柱

SK
22
39
(1
5c
)S
K2
24
1

SK
22
43
・

SK
22
44
 S
K2
25
0・

SD
22
56
(1
5c
)に

切
ら
れ

る

A3
N

5
44
 4

22
2(
74
),
30
0(
10
),

30
0(
10
).
27
0(
9)
,2
40
(8
)

24
0(
8)
,2
40
(8
),

28
8(
9 
6)
,2
16
(7
 2
)

南
北

棟
N1
6E

12
後

～
13
世

紀
総

柱
SB
96
よ

り
古

い
,柱

穴
か

ら
中

世
土

師
器

(1
2c
後

半
13
c前

半
)出

上

A3
N

5
4

24
6(
82
),
24
6(
82
),

27
6(
9 
2)
,2
76
(9
 2
),

24
6(
8 
2)

24
0(
3)
,2
40
(8
),
24
0(
8)
,

24
0(
8)

繭
北

標
N1
8E

13
世

紀
後

半
総

柱

SB
95
 S
B9
7・

SB
98
よ

り
非斤

し
'ヽ

,

柱
穴

か
ら

中
世

土
師

器
(1
3c
)珠

洲

(1
3c
後

半
)出

土

A3
N

4
4

37
93
6

31
 2

24
0(
8)
,2
82
(9
4)
,

30
0(
10
),
28
8(
9 
6)

22
8(
76
),
24
0(
8)
,

24
0(
8)
,2
28
(7
 6
)

南
北

棟
N1
5E

37
13
世

紀
総

柱
SB
96
・

SB
98
よ

り
古

い
,柱

穴
か

ら

中
世

土
師

器

A3
N

3
26
 8

23
4(
78
),
23
4(
78
),

25
2(
8 
4)
.2
34
(7
 8
)

24
0(
8)
,2
58
(8
6)
,

30
6(
10
 2
)

東
西

標
N6
5ヽ

V
41

13
世

紀
総

柱
SB
96
・

SK
30
11
(1
31
4c
)よ

り
古

▼ゝ
柱

穴
か

ら
中

世
土

師
器

(ロ
ク
ロ

)
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構 号

遺 番
地

区
行 間

桁 柱

行 間

梁 柱

桁
行

長
梁

 
行

 
長

平
面

積

(m
t)

桁
行

柱
間

cm
(駕

)
梁

行
柱

間
cm
(尺

)
棟

方
向

方
位

柱
  

穴
  
cm

時
 

代
柱

形
式

備
考

尺
平

均
cm

尺
平

均
cm

長
軸

短
軸

深
さ

長
軸
■
短
軸

A3
N

3
2

79
8

26
6

48
0

21
0(
7)
,3
00
(1
0)
,

28
8(
9 
6)

24
0(
8)
,2
40
(8
)

東
西

棟
N6
dV

紺
主

A3
N

2
2

46
8

22
21
3(
71
),
25
5(
85
)

16
2(
54
),
30
0(
10
)

東
西

棟
N7
1W

総
柱

建
物

が
少

し
歪

む

A3
N

3
2

28
0

43
8

30
0(
10
),
27
0(
9)
,2
70
(9
)

22
8(
76
),
21
0(
7)

南
北

棟
N2
7E

13
～

14
世

紀
綿

主
南

側
の

梁
間

の
間

隔
が

少
し
広

い

A3
N

2
2

66
0

45
0

33
0(
11
),
33
0(
11
)

18
0(
6)
.2
70
(9
)

南
北

棟
N2
6E

14
世

紀
総

柱
SK
30
19
(1
4c
)を

含
む

,柱
穴

か
ら

中

世
土

師
器

(1
4c
)出

土

A3
N

5
4

84
6

22
2(
74
),
27
0(
9)
,

30
0(
10
),
28
8(
9 
6)
,
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2溝

中世前期 と推定される溝は51条確認された。分布はA地区が中心である。形状は大別 して,旧川跡,

細い雨落ち溝的なもの,断面が逆台形状の規格の大規模な溝に分けられる。時期は大まかに12世紀半

ば～13世紀のもの,13世紀。14世紀のもの,14世紀のものに分けられるようである。「 L」字形状,「 コ」

字形状,「 口」字形状などの方形の区画を目的とした溝は12世紀後半から見られる。

A地区

1号溝 (S D01,第68図,図版52)

X495～ 491Y109～ 114に位置し,幅30cm～ 80cm,深さ7 cm～ 15cmの 南北溝である。溝の方向は

建物の主軸方向と違って,発掘区を斜めに横切っている。溝底は少し凸凹でわずかな高低差があり,

水流は北に向く。溝は一箇所途切れて,北側では溝肩が確認できなくなる。覆土は黒褐色粘質土の単

層である。遺物には中世土師器があり,時期は12世紀後半～13世紀初めである。

3号溝 (S D03,第68図 ,図版52)

X493Y490～ 493に位置し,幅20cm～ 40cm,深 さ3 cm～ 5 cmの南北溝である。溝底の高低差はわ

ずかで,水流は北に向くが,北側では溝肩が確認できない。覆土は褐色砂質上である。遺物は出土し

ていないが,建物 との配置関係から12世紀後半～13世紀であろう。溝の東側は遺構がなく,空地にな

っている。

161号溝 (S D 161,第 68図,図版52)     ・

X498～ 501Y107に位置 し,幅15cm～ 25cm,深 さ 4 cm～ 6 cmの南北溝である。溝の断面は少 し丸

くな り,南・北で溝肩が確認できな くなる。溝底の高低差はほ とんどないが,水流は北に向 く。遺物

は出土 していないが,中世前期 と考 える。

302号溝 (S D302,第 68図 ,図版52)

南端をS D701に 発する南北方向の溝である。X458Y103か らS K783を 迂回するように北西に走り,

一部 S D701と 並走しながら北に延びる。北端で S B08と 平行することから同時期に存在 していたと推

定される。 S D 778と 切 り合い,こ れより新 しい。断面形は南側では「U」 字形状であるが,北に行 く

に従って皿状に浅 くなって行 く。幅は60cm～ 80cm,深さは 5 cm～ 45cmである。覆土は主に暗茶褐

色砂質上の単層である。S D 302と S D701の 間では同時期の土羨墓が 1基検出されており,S D302が

屋敷地 との境の一種の結界の役割を果たしていた可能性もある。遺物には中世土師器・珠洲 。白磁が

ある。時期は13世紀である。

701号溝 (川 跡)(S D701,第 69～ 72図,図版53)

調査区の東から蛇行 しながら北流する中世前期の自然河川の跡である。包含層を除去すると赤味を

帯びた暗茶褐色粘質土が遺構上面にやや厚 く堆積 していた。これは近世遺構の検出面でもあり,調査

区中央で特に顕著であった。規模は最大幅10.40m,最小幅5.60mで,調査区を横切るX450～ 455Y105

からX455～ 460Y95に かけてが一番幅が広 くなり,X460Y95付近で北流すると約 6m～ 7mの 幅と

なる。深さは85cm～ 140cmで ,北で一番浅 く,壁の立ち上が りが他に比べてやや急なX470Y90付近

が深い。覆土の基本層は暗茶褐色土,灰褐色粘質土,砂質土,礫層で各セクション毎に色の違いが見

られる。遺物は灰褐色粘質土層に多いが,礫層の中にも混じる。従って,礫層も最初の頃の川が運ん

だ堆積層であることがわかる。川は次第に堆積物で埋まり,最終的には川幅は 3分の 2か ら3分の 1

となり,深さは30cm～ 75cmと なる。これは断面観察で砂礫層の堆積の仕方,及び暗黄褐色上の混じ

り方で把握することができる。遺物の垂直分布は前述したが,平面分布はX455Y100付近の北側に集

ど2_2



中する。記録 もれを考慮しても,こ の地区が顕著である。これはこの付近の北側の遺構の肩の立ち上

が りが緩やかなこともあるが,溝が北に屈曲する角に位置する, S K783・ S K839の 位置が問題であ

るのではなかろうか。同じ時期 と考えるS D 302が S K783を 避けるように屈曲していることも関係が

あるように考えられる。遺物には縄文土器,土師器・須恵器,中世土師器・八尾・珠洲 (I期 )・ 越前・

瀬戸・常滑・白磁 。青磁・青花がある。常滑の鉢はX501Y105出 上の破片と接合できた。瀬戸には12

世紀中頃の山茶碗がある。石製品には打製石斧・磨製石斧,祗石・滑石製石鍋片があるが,木製品の

出土はない。時期は12世紀後半～13世紀前半のものがほとんどで,わずかに14世紀のものが混じる。

このことから13世紀中頃～14世紀にかけて,S D701は 人為的または自然に埋まったと推定される。そ

して,南に平行 して南東から北西に流れるS D911に 改修されたと考える。 S D911の 時期は14世紀を

中心 としており,問題はない。そして近世の18世紀になると,ち ょうどS D 701と S D911の 境付近の

上面をS D 1441が 東西に流れるようになる。

777号溝 (S D 777,第 68図 )

S D302の 3m東 で検出した南北方向の溝である。全長20mで北側 3分の 2が S D302に 平行するが,

南端はS D 778に 交差した後,西にカーブしてS K974に ぶつかる。切 り合いはS K760。 S K761・ S

D778よ り古い。S D302と S D 777を つなぐS D 822と の関係は不明である。幅は30cm～ 47cm,深 さ13

cm～ 17cmで,断面形は逆台形状である。覆土は主に暗茶褐色粘質上の単層である。溝に伴 うと考え

られる建物はなく,遺物の出土もないが,切 り合い関係から12世紀後半～13世紀前半の時期 となる。

778号溝 (S D778,第 68図 )

北端をS D302に 切られる「 L」 字形状の溝である。検出した全長は19m,東西方向の流路からSK
762・ S K781と 切 り合った後,北流する。切 り合いはS K7811こ は負けるが,S K761に は勝っている。

幅は32cm～ 53cm,深さは17cm～ 31cmである。断面形は逆台形状で,覆土は暗茶褐色土の単層である。

溝に伴 う建物は確認できない。遺物には14世紀の中世土師器がある。

785号溝 (S D 785,第 68図 )

調査区中央で検出した南北方向の溝である。検出した全長は26m,中 央でS K773に 南端でS K787に

切られる。幅は53cm～ 108cm,深 さは15cm～ 43cmで,断面形は逆台形状である。覆土は暗茶褐色粘

質上の単層である。建物 との関係は,溝の西の 8間 ×4間の大型建物の S B21の 棟方位に平行する位

置関係にある。S B21の 1番東側の柱列 と溝との間隔は約2.5mである。遺物には須恵器,中世土師器・

珠洲があり,13世紀後半の S B23に 伴 うS K773に 切られることから,時期は13世紀後半以前となる。

786号溝 (S D 786,第 68図 )

S D 785に 平行する浅い南北方向の溝である。会長は 9m,南 の S D795に つながる可能性もある。

幅は34cm～ 51cm,深 さは 6 cm～ 8 cmである。覆土は暗黄褐色粘質土が混じる茶褐色粘質上の単層

である。建物 との関係は棟方位から約 4m西 にあるS B23と 関連がある可能性がある。遺物には中世

土師器 と珠洲があり,時期は13世紀である。

794号溝 (S D 794,第 68図 )

S D 785の 5 m ttC検出した南北方向の溝である。検出した全長は29mで,南はS D 785に ほぼ平行

するが,北は先細 りになって東に緩 くカーブして行 く。南端では近世の土坑S K797・ S K832に 切ら

れる。途中から流路を同じくするS D 795に は切 り合いで勝つ。幅は50cm～ 170cm,深 さは 5 cm～ 38

cmである。断面形は底が平坦な逆台形状である。覆土は上から暗茶褐色土,茶褐色土と黄褐色砂質土

の互層,茶灰色粘質土の堆積状況で,所によって茶灰色上の下層に再び茶褐色土と責褐色砂質上の互
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層が堆積 している。砂質上の推積状況からある程度の流れをもつ溝であったことが窺われる。建物と

の関係はあまりはっきりしない。遺物には土師器,中世土師器・珠洲・白磁がある。

795号溝 (S D 795,第 68図 )

S D794と 大部分が重複する南北方向の溝である。 S D 794に切 り合いで負けているため全長は不明

である。幅は60cm～ 68cm,深 さは30cm～ 41cmである。覆土は上層が黒褐色土,下層が黒褐色土ブロ

ックが混じる黄褐色土である。 S D786の 所で前述したが, S D 786に 続 く可能性があり, S B23ま た

は S B24の 棟方位に並行する位置にある。遺物には中世土師器がある。

834号溝 (S D834,第 68図 )

調査区の東寄 りで検出した南北方向の溝である。X460Y■ 3に位置するS K922と の切 り合いは溝が

勝つ。東に並行するS D924と はS D 1210に よってつながっている。全長31m,南端が東に曲がる。幅

は34cm～ 65cm,深さは 8 cm～ 30cmである。覆土は暗茶褐色粘質上の単層で,所により小砂礫も混

じる暗黄褐色上が堆積する。遺物の出土はないが,周囲は中世前期の遺構がほとんどであることから,

とりあえずここで述べた。

9■号溝 (S D911,第 71・ 72図,図版53)

一部 S D701に 平行 しながら南東から北西方向に走る溝である。S D701に は切 り合いで勝っている。

X450Y105付近で S D701と の切 り合いで肩が不明確 となる他は,比較的壁の立ち上が りがしっか りし

た断面形が逆台形状の溝である。西壁手前ではやや流路方向が変わっており,幅が広 くなることから

断面観察によって北側に別の溝が 1本存在することが確認できた。この溝が全 く新 しい溝か,S D701

が分岐したものであるかはわからなかった。S D911の 規模は上面幅305cm～ 370cm,底面幅120cm～ 190

cmで,深さ45cm～ 93cmである。覆土は主に上から暗茶褐色粘質土,暗茶褐色粘質土と砂質上の混土,

暗茶褐色粘質土,茶鵜色土と礫の混土となっている。東側は暗茶褐色粘質土,砂礫の混じる暗茶褐色

粘質上が主体で,礫に混じって大量の中世土師器の小破片が出土している。建物 との関係はS B29の

棟方位が流路 と並行 している。遺物には中世土師器・八尾・珠洲・越前・白磁・青磁がある。時期は

13。 14世紀のものである。

924号溝 (S D924,第 68図 )

S D834の 東に並行して走る南北方向の溝である。S D834と は1.5m～ 3mの 間隔で並走し,調査区

外へ延びる。幅は52cm～■2cmで,深さ12cm～ 23cmである。覆土は暗茶褐色粘質土の単層である。

遺物の出上はないが, S D834と 同時期の遺構 と考える。

1250号溝 (S D 1250,第 73・ 74・ 77図,図版54)

東から北に屈曲する「 L」 字形状の溝である。東西方向に走る範囲ではS D 1252と 重複 し,こ れに

切 り合いで勝つ。北端は次第に幅広 く,浅 くなり, S D911の手前で消える。東西方向の5本の溝と交

差するが, S D 1284・ S D 1290。 S D 1422よ り古 く, S D 1285。 S D 1422よ りは新 しい。また,中世

前期 |こ しては規模の大きい井戸 S E 1253・ S E 1255。 S E 1284, S K1296・ S K1411・ S K1412と も

切り合うが,井戸・土坑のほうが新しい。断面形は逆台形状,上面幅170cm～ 260cm,底面幅は100cm

～130cm,深さ30cm～ 95cmである。覆土は東西方向のセクションでは,暗茶褐色土に責褐色土・小砂

礫の混じる上が主体であるが,南北方向の地クションでは,第 1層 しまった暗茶褐色土,第 2層暗茶

褐色土に黄褐色土・黒褐色土が混じる土,第 3層暗茶褐色土,第 4層暗茶褐色砂礫土,第 5層黒褐色

あるいは暗茶褐色砂質上である。X431・ 432の範囲では深さ約10cm～ 20cm以下で集中的に礫の堆積が

見られた。X426～ X431に かけては第 2層 と第 3層 との間に炭化物と焼上の層が見られる。X427Y■ 0
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にあるセクションでは炭化物と焼上の層が最上面にレンズ状に堆積し,その下層の第 2層にあたる層

から束になった銅銭が出土している。遺物には須恵器,中世土師器・珠洲・八尾・白磁・青磁・青花

がある。出土量は遺構の規模の割には少なく,その分布はS D 1252と の重複部分,X431,432の範囲,

S D 1422と の交差する周辺で顕著であった。時期は13・ 14世紀である。建物との関係はS B61が伴う

と考える。

1252号溝 (S D 1252,第 74・ 75。 77図,図版54・ 55)

X415～ 421に かけて調査区を東西に横切る溝である。東側はS D 1250と 重複し,東壁際でS D 1418

に切られ,西ではS K1267に 切られる。断面形は逆台形状,上面幅200cm～ 220cm,底 面幅70cm～ 125

cm,深さ90cm～ 125cmである。覆上はS D 1252重 複部分とその西では様相が異なる。重複部分では,

大きく5層に分けられる。第 1層 は黄褐色土小ブロックが混じる暗茶褐色上である。S D 1250の 覆土

には小砂礫が混じるのに対し,こ の溝の層には混じらない。第 2層橙褐色砂層と暗茶灰粘質上の互層,

第 3層炭化物層,第 4層暗茶褐色粘質土,ま たは暗茶灰色粘質土と砂層の互層,第 5層茶褐色砂礫土

である。第 5層は底の両壁際に見られるものである。遺物は主に第 3層 を中心とした上下約50cmの深

さの範囲に特に多く,中世土師器・白磁・青磁が出土する。中には12世紀後半の中世土師器が混じり,

遺構の上限を示すものである。重複部分より西になると,覆土は大きく2時期に分けられる。上面に

レンズ状あるいはV字状に堆積する黒灰褐色粘質上が混じる暗茶褐色粘質土,炭化物の混じる黒灰褐

色粘質土,黒灰褐色粘質土に暗茶褐色粘質土・焼上が混じる上の 3層が上層となる。この範囲の遺物

の大半がこの層から出上している。遺物の出土は平面的にS K1267に 切られる手前の範囲までは一様

に出上しているが,特にX419Y97か らX420Y93の範囲には,中世土師器を集中して投棄している箇

所が 3箇所もあった。中世土師器は種類が少なく,同 じ形のものばかりで,日径14cm内外の口縁端部

に面をとるものがほとんどであった。また,重複部分では出上しなかった珠洲がこの層では出上して

いる。時期は13世紀前半のものである。下層になると覆土は各セクションで異なり,暗茶褐色粘質土

が主体で,黒褐色粘質土と互層になったり,礫が混じるところもある。下層からの遺物の出土は少な

い。これらのことから,S D 1252の 重複部分は,新しくS D 1250を 掘削することにより埋められたが,

西側部分はほとんどが埋まりつつも上層が13世紀前半まで機能したものと考えられよう。建物との関

係はS B52と S B63が同時期に存在したと考える。

1285号溝 (S D 1285,第 81図 )

調査区を東西に横切る細い溝である。南北に走るS D 1250・ S D 1422に 切られ, S K1286。 S K1409

にも切られる。幅55cm～ 69cm,深 さ15cm～ 18cmである。覆土は黒褐色粘質上で,下層に暗茶褐色粘

質土と砂の混上が堆積する所もある。遺物には中世土師器・白磁があり,時期は12,13世紀である。

1422号溝 (S D 1422,第 76・ 77図,図版54)

東から南に屈曲した「L」 字形状の溝である。東西方向に走る範囲は,約40m余 り南に位置するS

D1222と 並行関係にあり,方形区画をする同一の溝の可能性もある。東壁際はS D 1406と 切り合い
,

これに勝っているが,他の切り合う遺構にはすべて負けている。断面形は逆台形状,幅は東壁際で305

cmを測るが,他は180cm～ 205cm,底面幅は90cm～ 125cmである。深さは40cm～ 80cmである。覆土

は基本的に3層に分けられ, レンズ状に堆積する。第1層 は黄褐色粘質上が混じる暗茶褐色粘質土,

第 2層が暗灰色粘質土,所により黒灰色粘質土,第 3層が暗灰褐色粘質土,所により黒褐色粘質上で

ある。層によっては粘質土と砂の互層になっているものもある。遺物は第 3層からの出土が多い。種

類は須恵器 。上師器,中世土師器・珠洲・越前・白磁 。青磁がある。他には打製石斧・祗石 。滑石製
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石鍋,鉄製品がある。時期は13世紀である。

1423号溝 (S D 1423,第 81図 )

東壁際でS D 1422の 北で検出した溝である。北西方向に流れるが, S E 1424に切られ,北端ではS

K1425に切られる。断面形は開いた「U」 字形状で,幅135cm,深 さ45cmである。覆土は黒褐色粘質

上が主体の上である。遺物には中世土師器 と白磁がある。

2201号溝 (S D 2201,第 79図 )

A2地区の南半分からA3地区,X368～ 390Y91～ 99にかけて南北に走る溝である。幅2.5m～ 3.3m,

深さ25cm～ 50cmである。断面形は逆台形である。溝底は南北で30cmの高低差があり,水流は北向き

である。北端でS D2451,南 端でS D2207に 切 られているため,溝の方向は明確でないが,凱存長約

49mを測る。覆土は茶褐色土 (上層),褐色粘質土・灰褐色粘質土 (下層)である。遺物には中世土師

器・珠洲・瀬戸 。白磁 。青磁がある。時期は13世紀～15世紀である。

2203号溝 (S D2203,第 78～80図,図版56～ 58)

Al・ A2地区の境を東西に走 り,X411～ 414Y91～ 99で98度南に屈曲してまっす ぐ延帆 X365～ 368

Y94。 95で西に■5度折れ曲がる。丁度「コ」字状に溝が走る。東側が未調査区のため,溝全体の配置

は不明である。南北方向の溝は東西に走るS D2451・ S D2453に 切 られる。長さは北側の東西方向で

9.5m,南側の東西方向で35。 4mを測る。南北方向の長さは99.5mである。幅は上場で3.3m～ 4.2m,

下場で2.lm～ 2.8mである。断面形は逆台形で,勾配は約25度～50度,平均約40度である。深さは1.2

m～1.5mで,南東隅と北東隅とでは約 lmの落差がある。水流は北向である。溝底は平坦だが,X403・

404で穴のように深 くなる(底面から深さ約50cm)。 さらに,その北のX408以 北では約15cm深 くなる。

覆土は茶褐色土 (上層), l cm～ 5 cm大の砂利 と砂質土の互層 (中層),砂質土混じりの灰褐色粘質

土 (下層)に分かれる。砂質上が多いことから,水が良 く流れていたと考える。溝底には泥のたまり

も少ない。溝の南から中程,X400付近以南までは上層と下層と明確だが,そ の北側に行 くほど中層が

不明瞭になり,灰色粘質土や砂質上が多くなる。下層には l cm～ 5 cm大の砂利と灰褐色粘質上が混

じる。遺物には中世土師器・珠洲・白磁・青磁 。青白磁,フ イゴの羽口,石硯などがある。中世土師

器は上層から下層まで,大量に出上しており,12世紀後半～13世紀の良好な資料である。なお,溝の

周辺には,上塁・棚・橋などの痕跡は確認できない。

2215号溝 (S D2215,第 121図 )

X371年 374Y85～ 90に位置し, S D2207・ S K2208。 S K2210に 切 られる。幅80cm～ 142cm,深 さ

24cm～ 66cmの東西溝である。東 と西での溝底で約10cmの 高低差があるので,水流は西に向く。西側

の未調査区に延びるが,乳存長は■mである。断面形は逆台形で,溝底は少し凸凹している。覆土は

茶褐色上,茶褐色粘質土である。遺物は縄文土器,中世土師器 。白磁で,時期は13世紀である。

2450号溝 (S D2450,第 78・ 82図 ,図版57)

X392～ 396Y105～ 108に位置し,南はS D 2451に 切られ,北は未調査区に延びる南北溝である。北

側で幅180cm,深さ23cm,南側で幅144cm,深さ44cmで,逆台形の断面形である。南と北の高低差は

約10cmで,水流は南に向く。覆土は暗茶褐色土 (上層),灰黒褐色土 (下層)である。上層には l cm

～ 5 cm大の小石が混じる。遺物は中世土師器 。青磁で,時期は13世紀～14世紀である。

2451号溝 (S D2451,第 78・ 82図 ,図版57)

X391～ 395Y93～ 107を東西に走る溝で,Y99～ 101付近で屈曲する。 S D2203・ S D2450を 切るが,

S D2201。 S D2456と の切 り合い関係は不明である。東側部分 (S D2203以 東)の幅は2.6m～ 3.Om,
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西側部分 (S D 2203以 西)のそれは4.lm～ 4.6mを 測る。東側部分は深さ■3cm～■9cmで,約 40度

の勾配を持つ逆三角形の断面を呈する。西側部分は深さ100cm～ 130cmで,両肩上から深さ40cm～ 60

cmの所に段を持つ。溝底は標高で約50cm西の方が低 く,水流は西に向く。覆土は茶褐色土 (上層),

灰色砂質土 (下層)である。東側部分の溝底には粘質土が確認できないが,西側部分には灰 (褐)色

粘質上が溜まる。断面図では,灰色粘質土と茶褐色砂土との互層上が 5面確認できる。また,別の所

では,下層に l cm～ 10cmの小石が混じる茶褐色土が確認できる。水がよく流れていたと考えられる。

遺物には土師器・須恵器,中世土師器・珠洲・瀬戸・白磁・青磁・青白磁がある。時期は13世紀～14

世紀である。なお,溝周辺には土塁・棚・橋などは確認できない。

2453号溝 (S D2453,第 81図 )

Al地区とA2地区の境で検出した調査区を東西に横切る溝である。流路は西から東である。南に

並走するS D 2453 bに は切 り合いで勝っている。X415Y100では下層に丼戸状の上坑が切 り合ってお

り,溝上面では 6基の長楕円形の上坑を検出している。幅は380cm～ 440cm,底面幅は80cm～ 120cm,

深さは100cm～ 145cmである。断面形は逆台形状であるが,やや丸底気味である。覆土は基本的に 5

層に分けられ,上から茶褐色土,暗茶褐色粘質土,暗茶褐色粘質土,黄褐色粘質土,暗灰褐色粘質土

と堆積する。責褐色粘質土以外はあまり大差はなく,礫を多量に含む。遺物には中世土師器・珠洲・

八尾・越前・瀬戸・白磁・青磁,打製石斧・祗石,鉄製品がある。時期は12世紀～14世紀のものであ

る。主体は14世紀である。

2453b号溝 (S D 2453 b,第 81図 )

S D2453と 重複 して検出した東西方向の溝である。 S D 2453と は検出した 5分の 4が重複する。上

面幅235cm,底面幅約80cm,深さ53cm～ 68cmである。断面形は逆台形状で,覆土は上層が茶掲色粘

質土,下層が明茶掲色粘質上で,共に礫が多量に混じる。遺物は S D 2453と 分けて取 り上げることが

できなかった。切 り合いから14世紀以前の遺構である。

2463号溝 (S D2463)

X395～ 398Y95～ 97に位置し,幅32cm～ 60cm,深 さ15cm～ 20cmの東西溝である。覆土は茶褐色土

の単上である。土師器はX397Y96に集中している。時期は13世紀～14世紀である。

3425号溝 (S K3425,第 83～ 88図,図版21)

A3地区の中央部,X322～ 345Y82～ 116に位置し,北東部分は未調査区に一部とヽかるが,「 口」字

状に巡る。東西方向の北側の溝 (北溝)は外幅で長さ45m(推定),南側の溝 (南溝)は外幅で長さ41

mである。南北方向の東側の溝 (東溝)は外幅で長さ32.5m(推定),西側の溝 (西溝)は外幅で長さ

30mである。溝の方向は,東溝でN-18° 一E,西溝でN-10° 一E,北溝でN-72° (推定)― W,南溝

でN-68° 一Wである。この溝で区画された平面形は,北辺 と東辺が少し大きい台形をしている。北溝

は幅 lm～ 3.lm(深さ33cm～ 38cm)で,西半分で lm程度 (深 さ40cm～ 52cm)で ,東側になると

2.2m～ 2.7mと 大きくなり (深 さ52cm～ 54cm),さ らに1.5mと すぼまり (深 さ40cm～ 59cm),再 び,

広がり3m以 上 (深 さ50cm)に なって,東溝につながる。北溝が屈曲して東溝と連なる部分は別の遺

構 との重複や,地山上が遺構の覆土とよく似ていることから,東溝の肩の部分が明確でない。東溝は

南に行 くに連れて幅76cmに 一旦すぼまる (深 さ12cm)が,再び,幅144cmの卵形に広がる (深 さ12

cm)。 さらに,幅34cmと 狭 くなり (深 さ8cm), また,幅180cm～ 214cmと 広 くなり (深 さ17cmか ら

深さ45cm～ 50cmの二段掘 りになる),南溝に連なる。南溝につながる所では,24cm～ 34cm(標高72.72

cm～ 72.82cm)と 浅 くなる。東溝の続 く南溝は,幅196cmの所 (深 さ24cm)か ら,西に行 くと,幅 56



cmにすぼまる (深 さ5 cm)が,幅130cmの 四角形 (深 さ18cm)の ように広がる。さらに西に行 くと,

幅52cmと 少しすぼまる (深 さ12cm)が,ま た,一定の幅90cm前後 (7 cm～ 28cm)か ら■8cm～ 130

cmと 少し広がって (深 さ36cm～ 40cm),西溝につながる。西溝は南溝とつながる所で幅150cmと 広

く (深 さ37cm),や がて130cm前後 (36cm～ 40cm)か ら96cm(深さ40cm)に少しすぼまる。更に北

に行 くと,36cm～64cmの細いアーチ状 (5 cm～ 12cm)に なる。さらに,126cm～ 154cmの幅 (深

さ30cm～ 34cm)で北溝に接続する。溝は東・西で各一箇所細 くなっており,出入口と考える。その出

入口と考える所では,溝底が浅いが,その他の溝底の標高は,四箇所であまり変化がなく,水は所々

で溜まっていたと考える。覆土は茶褐色上で,地山土・小砂利・炭化物が混じる。南溝の西半分から

西溝の南部分には,底に黒褐色粘質土が溜まり,漆器が出土した。遺物には縄文土器・石器,上師器。

須恵器,中世土師器・入尾 。珠洲 。越前・瀬戸・白磁・青磁,石硯・五輪塔・石鍋,漆器,鉄製品が

ある。中世の遺物は北溝の東側から東溝の北側,東溝の商側に集中する。溝の遺物が S E 3431や SB

132の柱穴のそれと接合することから,それらの遺構は同時期に存在していたことがわかる。五輪塔の

空風輪は西溝の出入口の覆土上面に廃棄されている。溝の時期は14世紀～15世紀前半である。

3777号溝 (S D3777,第 165図,図版101)

S D 3425の 北側,X340～ 343Y93～ 117,S D3770に並行する東西溝である。幅40cm～ 98cm,深さ

6 cm～ 14cmで,西流する。東 と西で溝の両端は浅 くなって確認できないが,現存長■.3mである。

覆土は暗茶褐色上で,地山上がわずかに混じる。遺物には中世土師器・珠洲・白磁・青磁があり,時

期は13世紀～14世紀である。

B地区

4484号溝 (S D 4484)

X303Y93付近で検出した北から西方向ヘカーブする溝である。 S K4308・ S K4369'S K4376。 S

E4485と 切 り合 うがどれよりも古い。幅は95cm～ 145cm,床面は平坦で深さは25cm～ 30cmである。

覆土は小礫の混じる黒茶褐色上の単層である。遺物には須恵器,中世土師器の多数の小破片,珠洲が

ある。越中瀬戸が 1点出上しているが,上面からの混入と考える。時期の確定できる遺物はないが,

切 り合い関係から当期の遺構 と判断した。 (宮田進一 島田美佐子)
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離 番号 整理番号 地  区 流  路 規模 i幅 現僕 :浜 さ 覆   上 出 土 遺 物 慌 考 時  期

S D01 A ?～ 15 県褐色粘貿土 中世土師器 2C後半～13C初

S D03 南→北 20～ 40 3～ 5 陽色砂質土

S D161 S D161 南→北 15～ 25 4～ 6 暗灰褐匂枯質土

S D302 S D302 南→北 5～45 暗茶褐色砂質土 中世主師器 珠洲 白穫 S D302=S D774 〕C

S D701 ] 栞→北 560～ 1040 85～ 140 暗茶禍3帖質土 縄文土器 土師器・須恵器 中世土師器 入尾】糊r
越前 ,瀬戸 '常滑 白磁 青磁 .青花・越中瀬戸 唐

津 伊万里 懸百 打製石斧 磨魏百斧 石鍋片

12■ 314C

S D750 S D50 泉→西 50～ 60 6 中世土師器 珠洲 1314C前半

S D775 S D75 北→南 20～ 33 7 辮 瞥占質土

S D777 S D77 南→北 30～ 47 13-17 砦茶褐色枯質土 S D777=S D780 12C後 半～13C前 半

S D778 S D78 南→北 32～ 53 17～ 31 熙 色枯質土 1世土師器 S D778‐ S D782、  S D778>S D777 1lC初

;D779 S D79 南→北 15～ 36 3～ 5 Ⅲ世土師器 青磁

S D785 S D85 北→南 53～ 108 15～ 43 暗茶褐色枯質上 須恵器 中世土師器 .珠洲 鉄津 -13C後 半

S D786 S D86 A 南→北 6～ 8 嗜茶褐酪 質土 ,世土,市器 珠洲 S D786=S D795P

S D794 S D94 南→北 50～ 170 暗茶褐色土 土師器 中世土師器 珠洲'自磁 ,D794>S D786

S D95 南→北 30～ 41 黒褐色土 伸世±1雨器

S D819 SD■9 北→商 5 茶褐色土

S D820 S D120 西→東 15 茶褐色土

,D834 S D134 商→北 34～ 65 瞥茶褐色帖質土

S D911 S D2■ 吏→西 305～ 370 45～93 瞥茶褐3古質土 伸世土師器 入尾 玲川 越前 白磁 青磁 13■ 4C

,D912 S D212 伸世土師器 13C末 14C

S D924 S D224 南→北 52～■2 12-23 じ燕協色枯質土

,D■ 31 S D431 西→東 20～ 41 6～ 9 13C前 半

S D498 東→西 25 音茶褐色土

S D506 東→西 56～ 86 10 戻褐也粘質土

S D509 42～ 55 10～ 33 音茶褐色枯質土 土師器

,D1250 S D550 南→北 30～ 95 音茶褐色土 寅恵器 中世土師器 入尾 珠洲・白磁 青磁 青花

4中瀬戸 唐津 .伊万里 祗石

S D1250>S D1252 13・ 14C

,D1252 S D552 西→東 200～ 220 90～ 125 音茶褐色佑質土 頁恵器・中世土師器 珠洲 白磁 青磁 石鍋片 打

醍石斧 祗石 鉄製品

12C移半 13C前当

S D572 南→北 100～ 160 20～ 40 笥
～
渇色土 停世土師器 珠洲 越前

D S D585 乗→西 55～ 69 15～ 18 晨褐9占質土 ,世土師器 白職 1213C

D 15 S D715 22～ 62 10～ 13 黒褐色土 ヒ師器 ,中世■1面器

D 18 S D718 南→北 音茶褐色枯質土 ,世■1面器 珠洲 白整
S D1422 S D722 東→西 180～ 305 者茶褐告枯質土 頁恵器 土師器 中世土師器 珠洲 越前 白磁・言

歳 打難石絆 砥石 石鋤 鉄製品

S D1423 S D723 南→北 45 景褐tlb質主 ,世■1雨器 白磁

SD1441 S D74〕 東→西 220～ 280 10～ 75 普茶褐色佑質土 ,世土師器 珠洲.青磁 唐津 伊万里 13■4C

S D2022 S D 1322 25 卜世土師器

S D2201 S D01 南→北 250～ 330 25～ 50 鵡 色土 ヒ師器 中世土師器 珠洲 瀬戸 白穣 青磁 遺中
顆戸 唐津 伊万里 砥石

13～ 15C

S D2203 S D03 南→北 330～ 420 120～ 150 騨 色と ヒ師器 須恵器 中世土師器 入尾・珠洲 越前 洟
耳美渡 白磁 青磁・唐津 石硯 石鍋片

2C後半～13C

S D2215 2 東→西 80～ 142 24～ 66 酪 色上 ド世土師器 白確 縄文土器
S D2243 2 南→】し 110～ 185 阜掲色土 ド世土師器

S D2245 S D45 2 35 8 趙 色土 F世土師器

S D2450 S D250 2 144～ 180 23～ 44 音茶褐色土 救 土器 土師器 中世土師器 青磁 3～14C

S D2451 S D261 2 栞→西 260～ 460 100～ 130 講 色土 上師器 須息器 中世土師器 珠洲 瀬戸 白磁 青

破 伊万里 瀬戸 祗百 石鍋片

3～14C

S D2453 S D253 西→凍 380～ 440 100～ 145 鵡 色土 中世土師器 入尾 珠洲'遺前 瀬戸 白磁 青穫

打製石拌 .懸石.鉄製品 鉄淳 骨

bと 選物は24fる 2-14C

S D2453 b S D253b 2 西→東 53～ 68 鵡 色佑質土 -14C

5D2163 S D263 2 北→南 32～60 15～ 20 講 色土 ,世土師器 3～ 14C

:D2520 S D320 2 24～ 38 8 鵡 色土 1世土師器

S D3402 S D02 戻→百 100～ 700 16～ 30 黒褐色土 縄文土器 土師器 須恵器 中世土師器 八尾,珠洲

越前 瀬戸 預戸美濃.白斑 青磁 越中瀬戸 唐津

伊万星

C後半～10C初

S D3425 S D25 7～59 茶褐色土 敗 土器 石器 土師器 須患器 中世土師器 入尾

府州 越前 練戸 白確 青磁 石硯 五輪塔 石鍋

姿器 鉄製品

～15C前半

,D3777 S D377 夷→西 40～ 98 6～ 14 砦茶褐色i ,世土師器 珠洲 越前 白磁 青磁
S D3778 S D378 西→東 6～ 14 砦茶褐色土 質患器 中世土師器

S D1313 SDB 北→束 黒茶鵜色枯質土 ,世土師器 kJl

S D4484 S D184 Bl 東→西 95～ 145 25～ 30 黒茶褐色土 貫恵器 中世土師器 .珠洲 越中瀬戸
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―
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4 黒褐色土

5 暗茶猥色■
6 黒褐色工と責褐色上の混土
7 暗茶掲色枯賓土
8 黒褐色土

SD794        -― _
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10 黒鵜色土
■ 黄凋色■(黒褐色エアロック混)

12 暗黄褐色■(黄褐色エアロック混)
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